


[image: ]







オフィスで始まる恋人契約


望月いく












目次




第一章　突然の告白

第二章　密室の誓い

第三章　課長という男

第四章　新しい一面

第五章　噂にヤキモチ

第六章　仲直りのしるし

第七章　決戦の前夜

第八章　両親とご対面

第九章　波乱に満ちた帰り道

第十章　回り始めた歯車

第十一章　もどかしい心

第十二章　嵐の到来

第十三章　認められない気持ち

第十四章　彼に仕掛けられた罠

第十五章　止まらぬ想い

第十六章　自分との勝負

第十七章　伝えたい言葉

第十八章　別れと始まり

最終章　ふたりの未来

特別書き下ろし番外編


＊　Episode1　＊　真夜中のホットライン

＊　Episode2　＊　ロマンチック・サプライズ

＊　Episode3　＊　君にサンセット

＊　Episode4　＊　ウェディング・ロード






あとがき







第一章　突然の告白













　どうして私はこうも、断ることができない性格なのだろう。

　パソコンの画面に広がる終わりの見えない資料を前に、私は深く嘆たん息そくした。すでに時刻は午後八時を回っている。

　今日、こうして残業する羽目になったのは、定時を少し過ぎた頃に起きた出来事が原因だ。

「なんでぇ!?」

　聞きようによっては叫びにもとれる声を発した隣の後輩を見ると、必死にファイルをチェックしている。そして、あきらめたようにデスクに突っ伏してしまった。

　こんなにあからさまに叫ばれてしまったら、隣にいる手前声をかけないわけにはいかない。私は嫌な予感を抱えながらも、その子の様子をうかがった。

　泣きそうな顔で訴える内容を聞いてみれば、どうやら作りかけの資料がなぜか消えていて、しかもバックアップをとっていなかったのだと言う。

　その件には私も関わっていて、アウトラインはふたりで相談して作っていたから、これは手伝わなくちゃいけないな、と時計を確認しつつ覚悟した。

　それだけでも私にとってダメージが大きいのに、加えてその後輩は、今日は予定していた合コンに行かなくてはいけないのだと言い出した。

　それ仕事より重要なやつ？と聞きたかったけれど、「樋ひ口ぐち先輩、ホントにすみませぇん」と言って、可愛い子ぶり舌を出す様子にうんざりしてしまい、仕方なくその言葉を呑み込むことにした。その顔、今の私にとってはまったく可愛くないけどね!!という言葉と一緒に。

　前回相談した時に作った資料は私のデータの中にあるし、資料のテンプレートは残っているから、作業自体はそれほど難しいものではない。それでも少し手間のかかるところもあり、やっと復ふっ旧きゅうを終えたのはもう午後十時になるという頃だった。

　固まった背中を伸ばしていると、後ろからスッとマグカップが差し出された。それに驚いて振り向き、そこに立っていた人物の顔を見てさらに驚く。

「お疲れ。終わったのか？」

　そこにいたのは、私が所属する部署の近こん藤どう課長だった。

　私は少し呆ぼう然ぜんとしていたが、「あ、ありがとうございます」と呟つぶやいて、手の中の温もりを受け取った。

　いつの間にかフロアにいるのは課長と私だけになっていた。私たちがコーヒーをすする音と、私のパソコンの微かな機械音だけがそこに響いている。

　私は自分のデスクに背を向けるように座っていて、課長は私と向かい合うようにデスクに腰をかけ、カップに口をつけていた。

　ちらり、と覗くと、コーヒーの湯ゆ気げの向こう側に端整な課長の顔が見え隠れして、突然の残業は最悪だったけれど、この珍しい状況に遭そう遇ぐうできたのはちょっとラッキーだったかも、と悦えつに入いる。

　うちの課長は三十五歳でバリバリに働く、いわゆるエリートサラリーマン。私がここに就職した時にはすでに課長に任命されていて、同期の中でも出世頭なのだと先輩が言っていた。

　しかも、長身で切れ長の瞳に、くっきりとした二重。整った顔に引き締まった体。少しウェーブがかった髪は、親父臭くなく、大人の色気を醸かもし出している。

　これだけの装備がなされている男性だから、うちの女性社員の多くが彼に目をつけていたりする。でも私にとって課長は、かっこいいと憧れてはいても、恋愛対象に入る存在ではなかった。

　それは決して、年が十以上も上だからとか、イケメンは遊んでそうで苦手だからといった理由ではない。

　あえて言うなら、課長が私のことを避けているように思えたから、私もあまり関わらないようにしていた、というところだろうか。

　例えば、なぜかわからないが、私と積極的に話そうとしなかったり、話す時も言葉少なになり、あっという間に去っていってしまったり……といった態度だ。

　だから、ふたりきりでコーヒーを飲むという状況は想像もしていなくて驚いている。

　イケメン課長の顔を拝みながらブレイクタイムという奇跡的なシチュエーションに自然と鼓動が速くなってしまう。

　すると、課長は自然な口ぶりで切り出してきた。

「それ、他の奴の仕事だろ？　本当に樋口は仕事熱心で、面倒見がいいんだな」

　急に話しかけられて、それが私への褒め言葉であることをすぐには受け止めきれず、一瞬言葉が出てこなかった。

　課長が言ったことを頭で理解し驚きを感じつつも、その労ねぎらいのひとことがうれしくて私は微笑んでいた。

「そんなことないです。自分の割り当てをこなすのが精一杯で。これも頼まれてしまったからやっていただけですし……。課長の方こそ、もう仕事一筋！って感じで本当にすごいですよね」

　私の言葉に応えるように浮かべた課長の表情に、私は釘付けになってしまった。

　ウェーブの前髪から覗く、穏やかな視線と柔らかい微笑みに思わず胸がキュンとしてしまう。

　その顔は反則だよ、と思いつつ、それを誤ご魔ま化かすようにコーヒーに口をつける。

　しばらく沈黙が流れた時、それを打ち破ったのは課長の方だった。

「来月、転勤することになった」

　課長から告げられた言葉に、どう返事をしていいのかわからず黙り込んでしまう。

　なんで私にそんなことを言うのだろう？　ほとんど話したことはないから、プライベートな会話は当然したことがなかったのに。

　頭ではそう思うけれど言葉は出てこなくて、そんな私を放置したまま課長は話を続けた。

「行き先は、ニューヨーク……。たぶんしばらくは帰ってこられない」

　次々に進んでいく話に困りつつ、この場合の返答は何が正しいんだろう、と考えてみる。『すごい！　おめでとうございます』だろうか？　それとも『寂しくなりますね』かな？　正解がわからない。

　たしかに、課長がいなくなるということを知って、私の胸のうちに急に寂しさが湧き起こってきたのは事実だ。

　だって、私にとって課長は尊敬している憧れの上司。できれば、もっと一緒に働く機会を持ちたかった。

　けれどそれよりも、滅多に関わりのないただの部下に、この場で海外転勤というビッグニュースを打ち明けている事実の方が私を困こん惑わくさせている。

　そんなことを考えていると、課長に正面から見み据すえられ、速まる鼓動を抑えつつ、思わず姿勢を正した。

「本当はこんなことを言うべきじゃないとは思うが、聞いてくれるか」

　私はその言葉に、緊張した面持ちで課長を見つめ、唾つばをごくりと呑み込んだ。

「俺と、別れることを前提に付き合ってほしい」

「…………はい？」

　この人はいったい何を言い出しているのだろうか？　私は課長の顔を見つめながら、混乱している思考を整えようとした。

「え、ちょっと……わからないです、課長」

「……何が？」

「何もです。わかるわけないですよ、わかれって言う方がおかしくないですか？」

　思わず上司を非難していることにも気づかないほど、私は動どう揺ようしていた。

　だって、わかるわけがない。

　そんなに関わりがなかったはずの私に、海外転勤という重大な事実を個人的に打ち明ける理由も、だから付き合ってほしいという展開につながる理由も、まったくもって理解できない。

　しかも、付き合うのに〝別れることが前提〟って、どういうことなんだろう？

「順番に、お願いします」

「順番に言っているつもりだが……」

　そうだ、この人エリートだ、と思い当たり妙に納得した。きっと頭が良すぎて、平凡な人の気持ちがわからないんだね！

「ではまず、なんで今、私に転勤することをおっしゃられたんですか？」

「ん？　樋口がここにいたから」

『いたから』って、それは誰でもいいってこと？　今はそんな追究をする気も起きない。

「わかりました。とりあえず、相手が私である理由は置いておきます。次に、付き合って、というのは、どこかに一緒に行くのについていってほしい、……という意味ではないんですよね？」

「当然だ」

「つまり異性の〝付き合う〟ということですか？」

　課長の真意を探るように、たどたどしく尋ねると、彼は不思議そうな表情をして、首をかしげる。それはつまり、それ以外に何かあるのか？ということなのだろう。

「では、お別れを前提というのは……」

「だから、転勤するからだろ？」

　……驚きだ。順番に聞いても、何も解決しないだなんて!!

「聞き方を変えます。……転勤と、付き合うことと、どう関係があるんですか？」

　そこまで言ってやっと課長は、ああ、と合点がいったように、こくこく頷いた。

「両親がうるさいんだよ」

　ぽつり、とそれだけ呟くから、まだ言わないといけないの？と訴えるように課長へと視線を送った。

　すると課長もそれに気づいたようで、「結婚はまだか、ってうるさいんだ」と補足説明を始めた。

　たしかに、課長は三十五歳。まだまだ男の盛さかりだけれど、ご両親からしたら心配ではあるのかもしれない。

「でも、俺には今付き合っている人はいないし、しかも来月から海外勤務だ。そんな中で、彼女を作っているわけにもいかないだろ」

　仕事一筋の課長は、きっと向こうでも仕事ばかりやるはずだから、それにも素直に納得する。

「だからといって親の言うことを全部ないがしろにするわけにもいかないし。だからせめて行く前に少しは安心させてやりたいな、と思ったわけだ」

　へぇ、やっぱり親孝行についても考えてるんだ、と頷く私を確認するかのように、課長はこちらをじっと見ていた。

「で？　付き合ってくれるか、俺と」

「いや、ですから、そこにつながる理由がわからないんですって」

　理解できない課長の話に、私は額に手のひらをあて、いよいよあきれ果ててしまう。

　現段階でわかっているのは、課長がニューヨークに転勤すること、そしてご両親の心配事が課長の結婚相手にあることだけだ。

　そのふたつをどう組み合わせたら、私と課長が付き合うことになるのだろう、と考えて、私はひとつのとんでもない答えに達した。

「……もしかして、私が課長の彼女の〝フリ〟をするってことですか？」

　恐る恐る頭の中で出た結論を口にすると、課長は軽く目を見開き、やっと伝わったよ、という感じの笑みを浮かべた。

「俺が向こうに行くまでの一ヶ月の間に、恋人として両親に会ってほしいんだ」

　課長はそんなことをさらりと言ってのけた。

　簡単そうに言いますけど……。

「それって……ご両親を騙だましてることになるじゃないですか……」

　安心させてあげたいという気持ちはわかるけど、逆にひどいな、とも思ってしまう。

「騙すんじゃない、安心させてやるだけだ。今付き合っていたって、別れることだってあるんだから、一緒だろ？」

　それはたしかにそうだが、まるで悪わる巧だくみの片棒を担かつがされるみたいで、協力するのは気が引けてしまう。

　そんな私の気持ちを察さっしてか、課長は「もちろん、タダでなんて言わない」と言って、私に笑顔を向けた。

　それはなんだか、悪あくどいことをしそうな瞳だったから、私は反射的に口を開いていた。

「も……もしかして、体目当てですか!?」

「はぁ？」

　私は両腕で体を守りつつ課長にそう尋ねたが、彼はきょとんとした顔をしている。

　たしかに傍はたから見れば、自意識過剰な女と思われる発言かもしれないが、これは私にとってかなり切実な話なのだ。

　少し人より大きい胸のせいか、私は高校生の頃から、男の人の視線に悩まされてきた。全身を舐め回すように見られたり、『そこの胸の大きいおねーさん、ちょっとお茶しない？』という誘い文句でナンパをされたことも、一度や二度ではない。

　でも、向かいにいる課長にそんな気はまったくなかったようで、少し安心して腕のガードを緩めた。

「誤解させたなら悪かった。もちろん体が目的ということはない。……いや、樋口は顔もスタイルもいいと思うし、たしかに俺好みではあるけれど……」

「わかりましたから具体的に言うのはやめてください!!」

　焦って弁解する様子に、慌あわてて両手を掲かかげてストップの意思表示をすると、課長は横を見つめながら気まずそうに「それならいいんだが……」と呟いていた。

「とにかく、樋口はそういうことが苦手だっていうことは知ってるから。安心しろ」

　軽く咳払いをしてから向き直った課長は、そう言って見たこともないような優しい笑顔を浮かべたから、疑った自分が恥ずかしくなり、顔が赤くなる。

　でも、そう思っていたのも束つかの間ま。

「俺からの〝報ほう酬しゅう〟はこれだよ」

　そう言って見せられたものに、私は目を剥むいた。

「なんでそれを!?」

　それは一枚の写真で、そこに写っているのは私だった。

　ただの私の写真なら何も問題はないけれど、そこに写っている私の格好は大いに不都合なものだった。

　私が着ているのは黒いミニ丈のワンピースで、腰からつけているのはフリルたっぷりの真っ白いエプロン。それに、黒いレースのガーターベルトと極め付けの猫耳カチューシャをつけたら……、それは完璧なるコスプレのメイド姿だ。

　まだ大学生の頃、若気の至り、そして学園祭のノリでしてしまったそれを、こんなシチュエーションで、しかも写真という逃れようのない形で見せつけられると、羞しゅう恥ち心しんと一緒に恐怖が湧き起こってくる。

「なんで……その写真……」

「よく撮れてるだろ？　年数は経ってるが、ばっちり樋口だってわかる」

　にっこり笑う課長は、もう悪あく代だい官かんにしか見えない。

「これ、知られたくないよな？」

　認めたくなくて固まっていると、そんな様子にも課長はくっくっと笑い声を漏もらす。

　無言は肯定を意味してしまう、ということは私も理解している。

「人の噂も七十五日というが」

　そう言って私を見据える課長の瞳は、すでに獲物を手中にとらえた余裕さを含んでいた。

「さ、俺と付き合う一ヶ月と、噂がまとわりつく七十五日。樋口はどっちを選ぶ？」

　拳を握り締めつつ、私が心の中で『人でなし!!』と叫んでいたのを、課長は知る由もないだろう。







第二章　密室の誓い













　次の日出勤すると、すでに課長の転勤の話は噂となって、社内中を駆け巡っていた。

「課長、本当にニューヨークに行っちゃうんですか？」

「寂しいです……。これから誰を目標にしていけばいいんですか……」

　そんなことを言うのは女子社員だけではなく、彼を慕う男性社員や他部署の上司たちも残念そうに課長を見ている。

　本当に課長は周りから好かれているんだな、と改めて思いながら、私もその輪に紛れ込んでいく。それは好き好んでではなく、人だかりに紛れなくては中に入れないからだ。

　すみません、と言いつつ中に入っていけば、課長の周り以外に人はおらず、ホッとひと息吐いて席に座り、改めて課長の方を眺める。

　あの人と私、付き合ってるんだよね。……仮だけど。

「樋口、おはよう。昨日はそれなりの時間に帰れたのか？」

　その言葉に振り返ると、鞄片手にこちらを見下ろす主任の姿があった。

「おはようございます。なんとか終わらせましたよ」

　主任は昨日の後輩ちゃんと私のやりとりを知っていて、以前にも同じようなことがあった時に手伝ってくれたこともある。けれど昨日は彼も取引先との商談があったので、ひとりにしてしまった私を気遣ってくれているようだ。

「樋口はなんでも抱え込んで、ひとりでやろうとするからな。無理しないで、俺や課長を頼れよ？」

　主任は課長とプライベートで仲が良いようで、私と話している時でも課長が話題に上のぼることがある。不意に出てきた〝課長〟という単語に、跳ね上がってしまった心臓を手のひらで落ち着かせる。

　主任はそんな私の気も知らないで鼻歌交じりに席へつく。私は彼の背中へ敵意の視線を送った。

「やっぱりみんな、近藤さんの話題でもちきりだな」

「主任は課長の転勤のこと、知ってたんですか？」

「いや？　今朝電車で一緒になった時に本人から聞いて驚いたよ。しかしコンビニに寄ってきた俺より席につくのが遅いって、人気者だな近藤さんは」

　主任の言葉で、仲の良い主任にも言っていなかったのに、なんで昨日私に打ち明けてくれたのだろう？という戸惑いが私の心に生まれた。

　結局私は昨日、たいして理解もできぬまま、課長の告白という名の脅きょう迫はくを受け入れてしまった。

　付き合ってはいるけれど、私たちは本当の恋人ではなく、ただ課長の両親を安心させるための一ヶ月期間限定の恋人、という関係だ。

　そんな関係は付き合っているというよりも、まるで契約で結ばれているだけのようにも思える。

　なんでそんなことに協力するのを許してしまったんだろう？と思い、昨日後輩ちゃんとのやりとりでも散々思い知った自分の、頼まれたら断れない性格に嫌気がさす。

　残業で疲れきった頭では、しっかり考えられなかったのかもしれないけれど、課長の出してきた切り札は、私の心を乱すには十分だった。

　写真に写っていた自分の痴ち態たいを思い出すと、自然と顔は赤くなり俯うつむいてしまう。

　私は別にコスプレの趣味があるわけではなく、あの時も友人に無理やり着せられたようなものだった。

　それをあんな形で弱みにされるとは思うはずもないし、もし知っていれば友人の言うことを聞いてはいけないと決意していたはずだ。

　しかし、いったい課長は、いつどうやってあの写真を手に入れたのだろう？

　私の地元は勤務先のある関東だが、大学は地方へ通かよっていた。だから、関東に戻った今、私の大学生活のことを話したり写真を見せたりできる友人は近くにはいないはずなのに。

　そんなことを考え込む私に向かって、「樋口先輩、近藤課長って転勤しちゃうんですか!?」と話しかけてきたのは、昨日私に残業を押しつけていった後輩ちゃんだった。

「そうみたいね」となんでもないことのように答えると、彼女は私の返事は期待していないようで、「ショック～」と言って悲しそうな顔をしている。

「もう！　合コンにイイ男は来ないし、かっこいい上司は遠くに行っちゃうし！　最近のあたし、ついてなぁい」

　そうか、昨日の合コンはハズレだったんだな、と後輩ちゃんの愚ぐ痴ちから把握してしまう。残念だったね、君がもし昨日残業をしていれば、〝課長の彼女〟のお役目は君だったかもしれないのに。そう心の中で揶や揄ゆしてみた。

「樋口、ちょっと」

　突とつ如じょかけられた声とふいに肩に乗せられた感触に振り向けば、いつの間にか人だかりから逃れてきた課長が、私の後ろで立っていた。

　というか、ちょっと待ってください。この肩に置かれている手は何ですか？

　普段、ボディタッチなんてしない課長のいきなりの接触に、私の心臓は異常な動きを見せ始める。

「昨日の件で確認したいことがあって……」

　そう言って、課長は私の耳元に顔を近づけてきたから、私の頭の中で、これはマズイ！と危険信号が鳴り響いた。

　隣の後輩ちゃんは唖あ然ぜんとしているし、周りにいる人たちもポカンと見ているのがわかる。ただひとり、主任だけ楽しそうに課長と私を見比べているのが、ちらりと見えた。

「か……課長！　ちょっと……」

「ん？」

　周りにただならぬ気配が漂っているというのに、課長はそんなのどこ吹く風で見下ろしているから、私ばかりが焦ってしまう。

「とにかく、ここでは……！」

　私は、課長を連れて逃げるように奥の会議室へと向かい、扉を閉めて言い放った。

「何を考えてるんですか!?」

　大丈夫、この会議室は大事な商談に使うこともあるから、防音が効いているって誰かが言っていた。

「何のことだよ？」

「どうして簡単にバラそうとしてるんですか!?」

「何を？」

　課長がシラをきろうとする様子にイライラが募り、私は大きな声で問い詰めようとした。

「だって〝昨日の〟って……」

「昨日、樋口が残業して作った資料をもらいたいんだけど？」

〝昨日の〟って、あのことしかないじゃないですか、と続けようとした私だったが、淡々と告げる課長に、一瞬で思考が仕事モードに切り替わる。

「あ、はい。……すぐに印刷します。何部必要ですか？」

「とりあえず俺の分だけでいいぞ」

　なんだ、本当に仕事の話だったのに、私……、と自分の勘違いに次第に顔が真っ赤になる。

「何、期待してたんだ？　ん？」

　ふと顔を上げると、いじわるな顔をした課長が私をニヤニヤと眺めていて、完全にからかう姿勢でいることに気がついた。

「べ……別に何も？」

「嘘つくなよ」

　そう言って課長は私を至近距離で見つめてきたから、その衝撃で私の胸は強く跳ね上がった。

「や、やめてください……!!」

「樋口がこんな防音の効いた密室に連れ込んだんだろ？」

　考えられないくらい近くにある課長の瞳から逃げたいのに、透き通った彼の瞳から目が逸らせない。

　唇から漏れる吐息がくすぐったくて、体から力が抜けていってしまう。

「しょ……職場でこんなことしないでください！」

「職場じゃなかったら、いいってことか？」

　近くに感じる課長の低い声色が、私の鼓動をさらに高ぶらせる。

　ダメダメ、課長のペースに乗せられちゃいけないんだから！

「そんなわけないじゃないですか！　本当の恋人じゃないくせに!!」

　さらに距離を詰めようとする課長を止めるべく語調強めに言葉を放ち、キッと睨にらみつけた。すると、課長はとてもつまらなさそうに、「はぁ」とため息を吐いて私から離れた。

　何よその反応は。どうせ私は、冗談もうまくかわせないようなおもしろくない女ですよ！

　そういじけながら、頬を手で覆おおうと、それが少し熱を持っているから余計に恥ずかしくなる。

「わかったよ。それで？　樋口はどうしてほしいんだ？」

「どう……って」

　改めてどうしてほしいかと聞かれると、自分が何を望んでいるのかわからなくなる。

　ただ、急に変わってしまった課長との関係性に私は戸惑っていて、それによって暴れてしまう心を落ち着かせたいだけだ。

　私が焦っていることくらい察してくださいよ、と思いつつもあれこれ考えて、なんとなく自分の中にある気持ちを言葉にしていく。

「……とりあえず、会社の人には知られたくないから、目につくところで接近したりはしてほしくない……です」

「なるほど？」

「というより、そもそも恋人みたいにくっつく必要性がないですから、近づかなくてもいいと思います」

「それは無理だろ。親のところに行って何もスキンシップなしだったら、逆に怪しまれるだろ？」

　私的には、親の前でイチャイチャする彼女の方が信じられない世間知らずなお嬢ちゃんだと思うけれど。

　でも課長の言い分からすれば、彼もそれほどスキンシップをとろうとは思っていない、ということかもしれない。

「……じゃあ、必要な時なら、それなりのスキンシップはオッケーです」

　いろんなことを考慮した結果、仕方なく私は了解した。

「じゃ、そういうことで」

　そう言って、課長は胸ポケットから取り出したものに何かさらさらと書き出し、それを「ん」と私に押しつける。

　その紙には、『契約書』と書かれていた。




『契約書』

　近藤俊しゅん一いち、樋口紗さ耶や香かは、恋人となり一ヶ月間、以下の約束を守ることを誓います。

　一、毎日メールで報告をすること

　二、プライベートではお互いを下の名前で呼ぶこと

　三、不満があればちゃんと言うこと

　四、週末が休日なら必ず一日は会うこと

　五、隠し事はしないこと

　六、会社には秘密にすること

　七、スキンシップは必要な場合なら可




　六番目以降は、課長の字で書き足されていた。

　予想通りの達筆な字だな、と感心しつつ、いやいや今注目するべきなのはそこじゃないでしょ、と自分の思考を正した。

「何ですかこれ」

「見てわからないのか」

　わかって当然という態度をとる課長に対して、どうしてこの人は昨日からこうなんだろう？と不思議に思う。そんなに私が、物わかりのいい良い子ちゃんに見えているのだろうか？

「まぁ、言うならば、俺たちが付き合うための約束事、ってところか」

　課長は納得する答えが出たかのようにこくこく頷いているけれど、私にはそんな彼の気持ちがわからない。

　一応、渡された紙をじろじろ見てみると、そこに挙げられた項目の不可解な点にいくつか気づき、課長に怪け訝げんな視線を向ける。

「なんで『毎日メール』？」

「近況報告だ。親の前で何か聞かれて、お互いに何も答えられなくなることがないようにな」

「なんで『下の名前』……？」

「恋人を紹介して、苗字で呼ぶって。よそよそしくないか？」

　三番目はいいとして。

「なんで『週末に会う』んですか？」

「一緒にいることに慣れていないといけないだろ？」

「『隠し事はしない』ってなんでも話さないといけないなんて無理に決まってます」

「親が何か調べてきたらどうする？　動揺せずになんでも対応できなきゃダメだろう」

　ひと通りした質問すべてに即座に答えた課長をじとっと見上げると、彼は「ん？」と顔を傾かたむけ、私の表情をうかがってきた。『まだ何か？』とでも言いたげだ。

「なんでここまでして私に頼むんですか？　課長なら、もっと期待に応えてくれる人がいるでしょうに」

　顔が良くて、仕事ができて、人望も厚いまさにハイスペックなこの男に『恋人のフリをしてくれ』と言われたら、このチャンスを狙ってホンモノになってやろうと思う女性たちは多いだろう。

「他の奴なんて……考えたこともない。面倒くさそうだし」

　若干投げやりな課長のひとことに、妙に納得してしまう。

　なるほど。課長に気のある女性の場合、後々まで付きまとわれちゃいそうだものね。

　つまり、私ならそんな風に食い下がったりはしないだろう、と課長は思っているわけだ。

　私は他の女子社員たちとは違うと認められたようで、課長のひとことは私に優越感を抱かせる。それと同時に、まるで私は恋愛対象外と言われているような気もして、なんだか釈しゃく然ぜんとしない。

　そんな私を余よ所そに、課長はスケジュール帳を取り出して何かをメモし始めた。

「じゃ、来週の日曜、空けとけよ」

「……は？」

「俺の両親に会ってもらう。だから、その日は予定を空けておいてくれ」

　繰り出される課長の無む謀ぼうな命令に、私は目を丸くして必死で抗議する。

「ちょっと待ってください！　いきなりですか？」

　さすがに、急すぎるんじゃないだろうか。

　私は今まで、ご両親の挨拶に行くほど親密に付き合った相手はいないけれど、本物のカップルでも、付き合いはじめた次の週に両親に挨拶するのは絶対に早すぎるということはわかる。

「あのな、俺はひと月後には日本にいないんだ。できるだけ早めに両親に挨拶しておかないと、この後の計画がうまくいかないだろ？」

　その言葉に違和感を覚える。私たちの関係は、ご両親への挨拶が済んだら終わり、ではないのだろうか。

　でもそれを口にするより早く、課長は会議室の扉を開き一歩外へと出てしまった。

「まぁそういうことだから、よろしくな」

　ふたりきりで部屋へ入っていった私たちは、当然フロア中の好奇の目にさらされる。

　この空間にいる社員のほぼ全員の耳がこちらに向いているかもしれないと考えたら、課長に反論などできず、渋々私は押し黙る。

　くそ、この人はホントに一枚も二枚も上うわ手てだ。

「遅れるんじゃないぞ？」

　しつこく念を押してくるものだから、私も負けじと「わかってます！」と強気な口調で課長を睨みつけた。

　そんな様子さえも、課長にとってはかなりおもしろいらしく、また例の悪巧みをしているような表情でいる。

「〝資料〟待ってるからな？」

　不敵な笑みでそう告げられれば、あの防音の密室に入ることになった初めの目的を思い出し、慌てて自分のデスクへと戻った。

「樋口先輩！　近藤課長と何のお話だったんですか？」

　席に戻れば、噂好きの後輩ちゃんがヒソヒソと私に探りを入れてきた。

「昨日の資料、今日使うから印刷してほしいって」

「えー、それならなんで私に言わないんだろぉ。あの資料私が作ったのにぃ」

　それは、あなたが昨日作業を放棄して帰ったからでしょうが!!

　誰にも言えないイライラは高まり、私の頭は朝からすでにフラストレーションの渦うず。

　私のストレスのささやかな捌はけ口は、ノートパソコンのEnterキーに担になってもらった。







第三章　課長という男













　あの日から、私と課長の〝お付き合い〟が始まった。

　とは言っても、契約書の六番目『会社には秘密にすること』を私が付け加えたから、当然社内での私たちの関係が変わるはずもない。

　変わったことと言えば、課長から毎日メールがくるようになったことくらいだ。遅い時間に送られてくるメールから、転勤前である課長は、かなり多忙を極めていることがわかる。

　私と課長の勤める会社は、主に家電を扱っている電機メーカーで、国内のシェア率も高く、海外にも支社を設け国際的に展開している。

　私は関東にある本社の経理部に所属しており、私の彼氏（仮）である近藤俊一さんは、そこの課長だ。

　彼は三十二歳で課長に就任し、その後も着実に実績を積んでいる。

　今回課長が海外に転勤することになったのも、アメリカ支社の本拠地ニューヨークで経営の見直し・改善をするという目的があるらしい。

　事実、この人は課長に就任後うちの会社の部品管理費の大幅な改革をし、支出を三千万円カットさせるという偉業をなしとげ、社長賞を受賞していたりする。

　その快進撃を目の前で見ていた新入社員の私が、彼に尊敬の念を抱いたのも当然と言えよう。

　異性として以前に、人間として、上司としてものすごくかっこよくて、それ以来彼は私の憧れになった。

　けれど、私が課長と必要以上に関わろうとしたことは、今までなかった。

　あえて話題にあげるほどたいした話ではないと思ったから、その理由を他の人に話したことはない。でもその出来事は、今でも引きずるくらい私の中では重要なものだった。

　入社後、配属になった経理部で私は初めて課長に出会った。

　十も年上なのに若々しくて、それでいて落ち着きがあって、ひと目見てかっこいい人だと思った。

　そう感じたのは当然私だけではなく、同期の子も周りの先輩たちも、休み時間にキャアキャア言っていたから、きっと社内でもかなり人気なのだとすぐにわかった。

　そして例の快進撃で、私にとって課長は憧れで尊敬できる人になったのだけれど、そんな彼が近寄りがたい存在になってしまったのは、それからすぐのある出来事が原因だった。

　実のところ、もともと課長は私にほとんど話しかけることがなく、そのせいで私は、課長から苦手意識を持たれていると思っていた。

　不ふ審しんに思いつつも、私が新人だから仕方がないのかもしれないと、その時は楽観的に捉とらえていた。

　だからその日も、何も気に留めず課長のもとに報告書を提出しに行ったのだ。

　確認してもらった後、課長に『これでいいぞ』とオッケーをもらい微笑まれた時は、本当に安心した。

　まだ入社したばかりの私は、認めてもらえたことが本当にうれしくて、満面の笑みで報告書を受け取ろうと手を伸ばした。

　……けれど、その資料が私の手にそのまま乗ることはなかった。

　課長は急に私から目を逸そらし、資料を手渡しせずデスク上で差し出してきたのだ。

　まるで私をあえて避けているかのようなその態度に不安な気持ちを抱きつつ、伸ばした手を引っ込めて、デスクに置かれた資料を受け取った。

　それ以来、私は課長とあえて積極的に関わろうとすることはなくなった。

　自分でも些さ細さいな反応だと思うし、他の人に言えば、気にしすぎだと笑われてしまうかもしれない。

　でも、私はその場の雰囲気から、きっとこの人は私のことが苦手なのだと、直感的に悟さとってしまった。実際、その後も課長は私と最低限のことしか話そうとしなかった。

　だから、課長に恋心を抱くとは思えなかったし、始まるはずがないとわかっている不毛な恋に手を伸ばそうとも思えなかった。

　なのに今、苦手と思われていたはずの課長から私は、〝一ヶ月の恋人契約〟というとんでもないお願いをされているのだから、理解できなくて困ってしまう。

　そして、現在進行形で私を悩ませることがもう一点、目の前にある。

　私はテーブルの上に置いた携帯電話を睨みつけ、その難問に頭を捻ひねらせた。

　それは数分前に受信した課長からのメールで、そこには『今から電話できるか』と表示されている。

　この内容を確認してから私は、数分間こうやって頭を悩ませているのだ。

　契約書には『毎日メール』という文言はたしかにあるから、メールが来るのはあたりまえだ。

　でも、その内容が『電話できるか』だと、また話は違う。

　そんなことを考えていると、置かれた携帯電話が鳴り、緊張が走る。

　相手は当然、今私を悩ませている人で、私はためらいつつ画面をタップし、それを耳元へ近づけた。

「はい？」

『返事が遅い』

　機械を通して聞こえる声はいつもより低く凄すごみがあり、不機嫌さがこもっているように聞こえる。

「急に言われてもすぐには返事できないに決まってるじゃないですか。だいたい、私がまだメールを見ていないかもしれない、とは考えなかったんですか？」

『……俺が電話をかけてから出るまでに五秒……』

「は？」

『手元に携帯がなきゃ出られない時間だ。携帯を目の前に置いて、俺のメールにどう返信しようか考えてたんだろ？』

　図星だ。認めたくないが、何も言い返せない。

　なんなのこの人は！　決めた、二度とこの人の電話には五秒以内に出ないから。

　だいたいこれまで散々避けておいて、なんで今さら私にこんなことをしてくるんだろう。

　私が課長への不満をふつふつと抱いていると、話題は別の方へと行ってしまったようだ。

『今日は何してた？』

「え？　今日ですか？」

　今日は土曜日で会社は休みだから、一日中のんびり過ごしてしまった。

　だから、改めて聞かれて言えるような〝何か〟はなくて、返答に困ってしまう。

「えぇっと……とくには……」

『なんだ、せっかくの土曜なのに、出かける用事はなかったのか？』

　その言い方に、プライベートが充実していない女子、と決めつけられたようで思わずカチンとくる。

「別にいいじゃないですかっ！　今日も明日も家でのんびりですよ。せっかくの休みですからっ。課長こそ、何かないんですか？」

　つっけんどんな言い方になってしまったが、気にしない。

　以前の私だったら、こんな風に課長と話すことは恐れ多くてできなかったけれど、散々強引な一面を見せられた今となっては、このくらいの強気な態度などもう怖くない。

『俺は一日仕事だったよ。引き継ぎすることがいろいろあるからな。ちょうど今帰ってきたところだ』

　そのひとことで、課長は来月には転勤で、今はすごく忙しい時期だということを改めて思い出し、ハッとした。

「あ、あの課長……？」

『ん？』

「お疲れ様でした……」

　一瞬の沈黙の後、電話の向こうで課長が、フッと息を漏らした。

『いきなりなんだ。さっきまでの覇は気きのある様子とは大違いだな』

「だ、だって……！」

　頑張っている課長に対し、私は家でのんびり過ごしていたのだから申し訳ない。

『気にしてるのか？　休みの日は休むのが基本なんだから、俺のことは気にするな。それで？　家でのんびりするにしても何かあるだろ。何してたんだ？』

　私の休日の様子を詳しく聞き出そうとする課長の真意はわからないが、契約書五番目『隠し事はしないこと』が頭をチラついてしまうから、仕方なく今日あったことを思い出してみる。

「えぇと、……あぁ、スープの作り置き、でしょうか」

　その結果出たのがこんな回答で、口にしてから、やっぱり言わなきゃ良かったと後悔した。

『なんだそれ』

「毎朝飲むスープは週末に作りためておくんです。冷蔵庫に入れておけば、一週間くらいもちますし」

　自分で持ち出しておきつつ、私にはこの話題の先がまったく見えないけれど、課長は興味を持ってくれたようでさらに質問を繰り出してくる。

『料理が得意なのか？』

「得意とは言い切れないですけど、ずっとやってるので、あんまり苦手意識はないです」

　私は大学時代ずっとひとり暮らしで、地元に帰ってきてもそのままひとりで暮らしているから、家事は何年も前から自分でやるものになっていた。

　とくに料理は、ひとりでいると母親の味が懐かしくて、帰省するたびに母から料理を教えてもらい、必死でレシピやコツを叩き込んだ。次第に自分でも料理をすることが好きになり、今ではたいていのものはささっと作れる程度になっている。

『今度、食べさせろよ。手料理』

　突然のお願いに呆あっ気けにとられるが、内容を頭の中で繰り返してみれば、なかなかに大胆な要望だ。

「手料理なんて。なんか……付き合ってるみたいです……」

『みたい、じゃないだろ。実際に付き合ってるじゃないか』

　課長の言い分に、そうでした、と納得しつつ、付き合っている事実をそうもすんなり受け入れている彼が不思議に思えてしまう。

「わかりました。今度、お弁当でもお持ちしますね」

『それもいいな。でも、今回は家うちで作れよ』

　課長の押しのひとことに唖然とし、思わず聞き返した。

「課長のお家……ですか？」

『そっちの家でもいいけど？』

　とんでもない要望をさらりと言ってのける課長に、どっちも一緒です！と心の中で激しく突っ込む。

　自分のプライベート空間に課長を招くよりは、課長の家にお邪魔した方が気楽かもしれない。でも、家という密室空間であることに変わりはないから、私にとってはどちらも同じだ。

「そんな、恋人みたいな……」

『だから、恋人だろ？　何回も言わせるな』

　何度も同じことを言ってしまい、いよいよ怒らせてしまったみたいだ。いや、これはどちらかというと拗すねたのだろうか？

　なんだか、〝恋人〟に固執する課長は、まるで意地を張っているかのようで、少し笑えてしまう。

「はい、すみません……」

　でも笑ってしまうわけにもいかず、とりあえず謝っておくことにする。

　突然、課長と〝恋人〟という関係になったとはいえ、私もそろそろ慣れないといけないのかもしれない。

　だって、脅おどされたとしても、乗ると決めたのは、私。決めたことをやり遂げないなんて、私の性分が許さない。

『あと、さっきのもアウト』

　いきなり課長からよくわからない単語が発せられて、私は少し考え込む。

「アウトって何のことですか？」

『〝課長〟じゃないだろ？』

　そして課長は、言い間違いをした生徒を正す先生みたいに、ゆったりと優しい口調で、言い聞かせるように囁ささやいた。

『俊一って呼べよ……紗耶香』

　契約書二番目、『プライベートではお互いを下の名前で呼ぶこと』。

　耳元に課長の低い声が響き、ゾクっとする感覚が背中を駆け抜けた。

　職場で聞かれる、よく通る声とは違う甘い声色は、あの会議室での感覚を蘇よみがえらせ、私の呼吸をたやすく止めてしまう。

『ん？』

　課長は私に何かを促うながしていて、それが何なのかは想像できるけれど、その要求は私にはハードルが高すぎる。

「しゅ……」

　そう言っただけで途切れてしまった言葉に、課長は無言という圧力をかけてくるが、どう頑張っても私はそれより先に進めない。

「……無理です、勘かん弁べんしてください……」

『やだ』

　瞬時に課長が反論してくるから、私は泣き出しそうなほど困り果ててしまう。

　やだ、というわがままに、いったいいくつですか!?と突っ込みたくなるけれど、今優位に立っているのは完全に課長の方だから、私にそんな余裕は残されていない。

『呼べよ、紗耶香』

「しゅ、ん……」

　なんでだろう。たった何文字かを口にすればいいだけなのに、それだけで息が上がり、心臓はバクバクして、手は汗ばんでしまう。

「……お願いです。練習しておきますから、また今度にしてください……」

　そう言って完全にギブアップしてしまうと、電話の向こうで課長は少し不機嫌そうにため息を吐いていた。

『……ま、仕方ないか。でも本番は来週だぞ？　そんな調子で大丈夫なのか？』

　そう。来週は課長のご両親とのご対面。そのために私は課長と仮のお付き合いをしているのだから、失敗するわけにはいかない。

「が、がんばります」

『ふぅん……』

　今は突然だったから心の準備ができていなかったけれど、きっと来週は大丈夫。

　だってこれは私に課せられた任務なんだから!!

　そう意気込む私に向かって、課長はさらなる難題をふっかけてきた。

『じゃ、明日一度でも〝課長〟って言ったら、お仕置きだな』

「え、明日？」

『そうだ。明日、家に来い』

　聞き逃せない言葉に私は目を見開いた。なんでいきなりそんな話になってしまったんだろう。

『言っただろ、食事を作りに来いって。ついでに名前を呼ぶのも練習できるしな』

「そんなこと言われたって、私にも用事ってものが……」

『さっき何もないって言ってたじゃないか』

　過去の自分の何気ない発言で、まさか墓穴を掘らされるとは……。私は何も言えなくなってしまった。

『明日が楽しみだな。なぁ、紗耶香？』

　課長はそう言いつつ、楽しそうに笑みをこぼしているから、私は焦りと苛立ちの交じった感情に襲おそわれる。

　課長にとっては笑い事かもしれませんが、私にとっては一大事なんですよ!!

『明日、午後三時に駅前に来てくれるか？　迎えに行くから』

「はい……わかりました」

　私のオッケーは出ていないが、課長の中ではすでに決定事項らしいので、仕方なく了承した。

　しかし、ふと課長の態度に不思議な点を見つけ、思い切って尋ねてみる。

「課長、私の最寄り駅がどこか知ってるんですか？」

　教えた覚えはないけれど、今の課長の口ぶりはすでに知っているかのようだった。

『あたりまえだろ？　何年間、紗耶香の上司をやってると思ってるんだ』

　課長は私のことが苦手で、だから私にはあまり話しかけてこないのだと思っていた。そんな課長が私の最寄り駅を把は握あくしてくれていたのを知り、胸元に温かいものが広がっていくのを感じた。

　でも、部下それぞれに同じように接しているかもしれないから、期待のしすぎはいけない、と不覚にもドキドキしてしまった自分に言い聞かせる。

「部下はたくさんいるのに、ひとりひとりの家まで知ってるなんて思いませんでした。さすがですね」

　私の言葉に、課長はくすくす笑みをこぼしてから、「ま、部下って言っちゃあ部下だが。でもそれだけじゃないだろ？」と、魅惑的な声で囁くから、私の胸はさっきより鼓動を速めてしまう。

『俺は、紗耶香の彼氏だから』

　課長のためらいのないひとことによって、顔が赤くなっていくのを感じる。

　それを誤魔化すように、私は話を元に戻す。

「明日、午後三時に駅ですね、わかりました。楽しみにしててください」

『ああ、よろしくな』

　呆気なく電話は切れたが、当分私は携帯電話を耳から離すことができなかった。

　課長の態度の変化には困惑してしまう。

　でも心の奥底では、課長が見てくれていたという事実をうれしく思ってしまう自分がいた。今までの憧れや尊敬とは違う、どこか好奇心をかき立てられる感覚に、胸がドキドキする。

　課長との仮の恋人生活。いつの間にかそれが、私にとって期待に溢あふれるものへと変わっていたのがわかった。







第四章　新しい一面













　駅に着けば、日曜日ということもあり、それなりの人だかりがあるけれど、その中でも長身の課長を見つけるのはたやすかった。

　いや、長身だからだけじゃない。通り過ぎる女性がちらちらと課長を見るし、複数でいればキャアッ、と盛り上がっているから、嫌でもわかってしまう。

　ポケットに手を入れてすらりと立つその姿は、会社にいる時と変わらず魅力的だ。

　違う点といえばその服装くらいで、それも課長をより引き立てる要素にしかならない。いつもはＹシャツとネクタイのせいで見えない鎖骨が、ダークグリーンのチェックシャツの襟えり元から覗く姿はなんだか色っぽい。それにベージュのチノパンを合わせ、ラフな装いが余計に〝お家デート〟を演出しているような気がした。

　何より、そんなカジュアルな格好でもイケてる男をキープしていることが、なんだか癪しゃくに障る。不機嫌な思いで近づいていけば、課長も私に気づいたようで軽く手を挙げてきた。

　その姿は、どんな女の子の心も鷲わし掴づかみにしてしまいそうだ。私ももれなく鷲掴みにされてしまった心臓を落ち着かせ、できるだけ平静を装い挨拶した。

「お待たせしました」

「いや、早かったな」

　まじまじと私の格好を見る課長に、そんなにじっくり見ないでほしい、と困りながら視線を俯かせた。

「そういうのも似合うな」

　そんな言葉が聞こえ、うれしいような恥ずかしいような感覚に襲われた。

「な、何と比べてるんです？」

「ん？　……会社の時に決まってるだろ」

　一瞬脳裏をよぎったのは、課長と付き合うことになった時に提示された例の脅おどしの写真。

　あんな姿、好き好んでやっていたわけじゃないから、あれが普段だと思われたらたまったものじゃない。

　今日の私の格好は、白いカットソーにラベンダー色のカーディガン、それにベージュのサブリナパンツ。

　パンツスタイルにした理由は、いつも会社ではスカートだから別の格好をしたかったのもあるが、課長の部屋を訪れることへ少し警けい戒かい心を示す意味もある。

　別に私は、お付き合いをしたことがないわけじゃないけれど、いわゆるお年頃の時期から男性の視線が恐ろしくなってしまい、彼氏の家を訪れる経験はしたことがない。

　だから、課長の家を訪問することになって、本当に緊張している。

「じゃあ、行くか」

　そんな不安を余所に、課長は駐車場へと入っていくから、私もその後を追う。

　向かった先には黒い車が停まっていて、課長がキーで操作すると、車は応えてライトを点滅させた。

　課長が助手席のドアを開け、私を待ち構える。そんな女の子扱いをされるのは初めてで、それだけで胸がときめいた。

　やっぱり、イケメンの課長は女の子の扱いに慣れてるんだな、とどこかいじけた気持ちで車に乗り込むと、課長の手によってドアが閉められた。

　私が赤くなった顔の熱を冷ましている間に、課長は運転席に乗り込み、シートベルトを締めつつ私の方を確認した。

「まずは買い物か？」

「はい、おおまかな調味料と材料は持ってきたんですけど、少し買い足せるとありがたいです」

　ちらりと横目で課長の様子をうかがうと、彼は暗めのサングラスをかけてまっすぐ前を向きハンドルをきっていた。

　課長と一緒に車に乗るのは初めての経験だ。その真剣な姿に見入ってしまっていることに気がつき、慌てて課長から視線を逸らした。

　課長は駅から数分走ったところにあるスーパーに立ち寄ってくれた。

　そこで今日予定しているメニューに必要なものを買い足していく。

「ひき肉とレタス。あとは小麦粉と……」

「小麦粉ならうちにあるはずだから、買わなくてもいいぞ」

　その言葉に少し驚き、カゴを持ってくれている課長を見上げた。

「普段お料理されるんですか？」

　仕事しかしていないイメージの課長が、料理を作る姿が思い浮かばず呆気にとられていると、課長はそんな私に少し不機嫌そうな表情を向けた。

「そんなに意外か？　もちろん好きではないが、嫌いだからと避けるのもどうかと思って、最低限のことはできるようにしてるんだ」

　課長の発言に親近感が湧いたのは、私も同じように考えているからだ。

　といっても、私はどちらかと言えばできないことをそのままにしておくのは悔しい、という負けず嫌いなタイプだ。

　なんでもできる優秀な人としか思っていなかったけれど、そんな課長も陰では努力しているのだとわかり、彼も私と一緒なんだと妙に安心してしまった。

「これで終わりか？」

　その確認に頷くと、課長はさっとカゴを会計に持って行ってしまった。

「あ、支払いは私が……」

「彼女に払わせられるわけないだろ？　袋に詰める方を頼む」

　買ったものを袋詰めするテーブルまで運んだ課長は、そう言って会計に戻っていった。

　さりげなく呼ばれた〝彼女〟という言葉に熱くなる頬を押さえていると、後ろから「あんなかっこいい旦那さん、素敵ねぇ」という声が聞こえてきた。

　ちらりと振り返り確認してみれば、おばさんたちの視線の先には予想通り財布を出して支払いを済ませている課長の姿があって、私はそれだけで誇らしい気分になってしまった。

　財布をポケットに仕舞い、こちらへと歩を進める課長に、慌てて買ったものを袋に詰めていく。

「ありがとな。じゃ、行くか」

　詰めた袋をさらりと課長にさらわれて、私はハンドバッグ片手に彼を追いかけた。




　スーパーを出て十分程度車を走らせると、十階建てくらいのマンションが見えてくる。課長はそこの駐車場に、慣れた手つきで車を停めた。

　課長の「着いたぞ」という声に、私はドアを開けてアスファルトの上に降り立つ。

　外から眺めてみると、まだ建てられてからそれほど経ってはいないようで、外壁も外の垣根も美しく整えられていた。

「こっちだ」

　マンションの入り口の方を指差しそちらへ歩いていく課長を、少しためらいがちに追いかけた。

　入り口には共同のオートロックの鍵があり、課長は慣れた手つきでそれを解除する。

　私の住むマンションとは違い、課長の住んでいるマンションは格調高い雰囲気だった。

　落ち着いたこげ茶色を基調にしたフロア。入り口のライトや壁紙といった装飾もこだわりを感じる、上品な佇たたずまいのマンションだ。

　課長のことを知るほどに、完璧な上司はプライベートも完璧なんだな、と実感する。

　課長のあとを追い、そのままちょうど着いていたエレベーターに乗り込んだ。

「今日はやけに静かだな」

「……だって、課長の家に行くのは初めてですから」

　エレベーターの壁にもたれてそう言う課長に、私はちょっといじけたような台詞をぶつける。

　課長の家どころか、男の人の家に行くのが初めてなんだから、緊張するのは当然だ。

「俺も、家に彼女を呼ぶのは初めてだ」

　その台詞にドキリとして目を向ければ、そこには柔らかな微笑みをたたえた課長の姿があった。

「だからそんなに気を張りすぎるな。お互い様だから」

　課長はどうやら私を安心させたかったようだけれど、私はそのひとことで余計に緊張感が増してしまった。

『彼女を呼ぶのは初めて』という言葉に特別な意図を感じるのは、自意識過剰だろうか。気にしすぎてはいけない……と自分に言い聞かせる。

　目的の階に到着したエレベーターを出て、廊下の一番奥まで行くと、課長がドアを開け「どうぞ」と促す。「お邪魔します」と告げて緊張しつつ中に入った。

　広くて落ち着きのある雰囲気のキレイに片付いた部屋だ。リビングには部屋を見渡せるカウンターキッチンがある。

「いったん仕舞っておくからな」

　運んでくれた袋の中身を課長がテキパキと冷蔵庫へ詰めていく。横から中を覗いてみれば、それなりに食品は入っているようだ。

「課長、苦手って言いつつけっこうお料理されるんですね」

　こんなことなら、もう少し気張ったメニューにすれば良かったな、と考えていると、課長はしゃがんだまま私をじっと見上げていた。

「……課長？」

「さっそくお仕置きが必要か？」

　その言葉に昨日のやりとりが蘇り、今日課長の家を訪れた理由を思い出した。

「〝キツい〟やつ、〝イタい〟やつ、〝苦しい〟やつ、どれがいい？」

　突然登場した恐ろしげなラインナップに、あからさまに慄おののいてしまう。

「い、……今のはノーカウントでお願いします！」

「さて、どうするかな」

　冷蔵庫を閉めた課長がすくっと立ち上がり、私を見下ろして楽しそうに口元を歪ゆがめた。いつもなら胸がドクンと跳ねてしまいそうな表情も、今の私には怖くて仕方がない。

「慣れてないんだから仕方ないじゃないですか。見逃してください！」

「昨日、一回でも言ったら、って予告したじゃないか」

　そう言いつつ課長は距離を詰めてくるから、私は彼を止められる言葉を考えようと必死で頭をフル回転させた。

「け……契約書にも『不満があれば言う』ってあるじゃないですか！　不慣れなうちからそんな無理な要求はのめません！」

　昨日のやりとりから、もう一度契約書を見直してみたら、三番目に『不満があればちゃんと言うこと』という言葉があるのを発見した。

　課長がいろいろ要求してくるんだから、私だって言いたいことは言わせてもらった方がいい。

「それ以前に、『下の名前で呼ぶ』が入ってるんだが？」

「それでも、不満を言う権利はあります！」

　いつも通り強引にコトを進めようとする課長にたじろぎそうになるけれど、思い切って自分の意見を押し通してみた。

「……仕方ないな」

　すると意外にも私の主張を優先してくれたから、ホッとひと息ついたけれど、それを簡単に許してくれる課長ではない。

「じゃ、まずは練習するか」

　突然の要求に驚き、床を眺めてためらっていると、念押しのように「紗耶香、言ってみろ」と促された。

　当然のように下の名前で呼ばれた私は、暴れるほど痛く鼓動する心臓を押さえつつ、課長を見上げた。

　ドキドキする私を楽しそうに見下ろしている課長に、悔しさが湧き起こり、同時になんとかして見返してやりたいという挑戦心にも似た思いを抱く。

「俊一さん！」

　目を見ていきなり大声で言ったからか、課長は目を丸くしていて、そんな様子から私は勝ち誇ったような気分になった。

　でもすぐに課長はうれしそうに微笑んで「よくできました」と呟き、私の額に顔を寄せてきた。

　私の額に降り立った熱と柔らかさは、くちづけられたことによるのだと気づいたのは、課長の唇が離れ、私の顔を覗き込んだ頃だった。

「…………な、にするんですかっ!?」

　額を押さえて赤面する私に向かって、今度は逆に課長がしたり顔になる。

「け……契約書七番目！　スキンシップは極力なし!!」

「違うだろ？　スキンシップは〝必要な場合なら可〟だろ？」

　私の抗議をそうやって言い負かすと課長は、「今のはご褒美だ」と呟いた。

　私にとってはこんなのご褒美じゃなくて、どちらかと言えばお仕置きに近い。

「せっ……セクハラです！　セクハラ!!」

　腕で体をガードし距離をとる私を、課長はじっと見据えているから、そんな様子にどことなく恐ろしさを感じてしまう。

「……なんですか」

「紗耶香、セクハラの定義って知ってるか？」

　定義？　なんでいきなりそんな堅い話になるんだろう？

　でも課長の瞳は答えを言わない限り許してはくれなさそうで、一応、真面目に答えてみる。

「……性的な嫌がらせ、ですか？」

「なるほど、おおよそ正しいな。でも、足りない条件がある」

　そう言って課長は諭すように私に向かって人差し指を掲げた。

「法律的にセクハラってのは、労働者が不利益を受ける性的な言動のことを言うんだ」

　労働者？　不利益？

　いきなりそんなことを言われてもついていくことができず、私はあからさまに首を傾かしげ、理解できないという意思表示をする。

　課長は少し考え込んでから、「つまり……」と呟いて、私の肩をポンと押した。

　私はそのまま後ろにあった壁に寄りかかってしまい、課長の意図をうかがうように顔を上げた時には距離が詰められ、頭の横に手が置かれていた。

　壁と課長に挟まれて完全に身動きできない状態に戸惑っていると、課長は少し顔を傾け囁いた。

「わかってるよな？　俺に逆らったら、お前はクビだ」

　私の顎あごが掴まれ上を向かせられると、課長の整った顔がどんどん近づいてきて、それとともに心臓の鼓動まで速さを増していく。

「ダメッ……！」

　もういよいよ逃げられないところまで近づいた時に、やっと言葉が出た。

「……みたいなことをしたら、セクハラになるってわけだ」

　そう言って課長は私の顎から手を離し、すぐに距離をとった。

　何が起きたのか理解できない私は放心してしまい、壁にもたれたまま課長から視線が離せなかった。

「なに想像してたんだ？　紗耶香は」

　呆然とする私を見て笑っている課長に、カッと頭に血が上る。

「からかったんですね!?」

「紗耶香がセクハラって言うから、少し教えてやっただけじゃないか。本当のセクハラってやつを」

　そう言って課長はけらけら笑い出すから、それがさらに私の怒りを刺激する。

　いったい何を考えてるのよ、この人は！

「私はこんなことをするために来たんじゃありません！」

「わかったわかった。じゃ、このキッチンは紗耶香に明け渡すことにするよ」

　そう言って課長はリビングの方へと行ってしまった。

　なんだか、はぐらかされたような気がしてたまらないけれど、仕方がないから夕食作りに取り掛かることにした。

　エプロンをつけて、長く伸ばした髪をひとつに纏まとめ、軽くお団子にする。

　まずはお米をといで、炊飯器にセット。玉ねぎをみじん切りにして、そのまま軽く油をひいたフライパンで炒めた。あら熱をとっている間に野菜を次々と刻んでいく。人参、玉ねぎ、セロリ、ピーマン、ジャガイモ。キャベツは千切りにして、それをまとめて鍋に落とし入れ、水をたっぷり加えて火にかける。

　そこまでして一息つくと、なんだか背後から視線を感じ、ゆっくり振り向いてみたら、そこには課長が立っていた。

　その視線がなぜか下を向いているのが気にかかり、私は尋ねてみる。

「どこ、見てるんですか？」

「いや、いつもはスカートだからわからなかったけど、紗耶香は腰も意外と……」

「何の話ですかー!!」

　私が背中をシンクに押しつけて思い切り叫ぶと、課長はしまった、とでも言うかのように口元を手のひらで押さえた。

「悪い、今のは……うっかり、セクハラ発言だった。謝る、すまん」

「……わかっているならいいです」

　頬を赤らめつつ右手を上げて謝意を示す課長に、それ以上は何も言えなくなってしまい、私はシンクに向き直った。

　赤くなる頬を手の甲で押さえつつ、言い方は悪かったかもしれないけれど、課長なりに褒めていたのに変わりはないだろうし、と納得してみることにした。

　気を取り直して作業を再開させると、課長はゆっくりと近くまで寄ってきた。

「何か手伝うことはあるか？」

「大丈夫です、どうぞゆっくりしててください」

　そう言ったのに、課長は離れようとせず、相変わらず私の動きをじっと見ている。

「あの……見られると緊張するのですが……」

「見てるとおもしろい。俺のことは気にしないでいいから、続けろ」

　おもしろいと言われても、見られている方は何かをジャッジされている気分で落ちつかない。

　でも、あまり拒否しても効果はなさそうだから、仕方なくそのまま作業を続ける。

「さすが、料理が得意って言うだけあって、手際が良いな」

　突然の褒め言葉に、私の口元は自然と緩んでしまう。プライベートのことを褒められるのは、仕事上のことを褒められるのとは違ううれしさがあった。

「それがこの間言ってたスープか？」

「そうです。とは言っても、今回は一回飲みきりで、私がいつも作るのは一週間分でもっと大量なんですけどね。あ、味付け何がいいですか？　ご希望にお応えします」

「何味ができるんだ？」

「今ならなんでもいけます。和風、中華、コンソメ、トマト、カレールゥがあればカレー味もできますよ」

「ふぅん、紗耶香のオススメは？」

「私は……今の時期だとトマトが美味しいかな、って思います」

　暑い日が続くとさっぱりとしたものが食べたくなって、最近はもっぱらトマト味にしてしまっている。

　すると、課長は眉を寄せあからさまに嫌そうな表情をした。

「トマトは……ちょっと」

「え、苦手なんですか？」

　意外すぎる課長の好き嫌いに目を丸くしていると、目の前の課長は頬を少し赤らめてぷいと横を向いた。

「生は苦手なんだよ。火が通ってていれば食べられる。……好んで食べないだけだ」

　まるで子供みたいにいじける課長に、それは十分に嫌いってことですから！と突っ込みたい衝動に駆られた。

　私は堪えきれず、思わず吹き出してしまった。

「信じられないー!!　なんでも文句言わず食べてるイメージなのに！」

「だから、食べられるって言ってるだろ？　積極的には食べないだけで」

　不本意そうに言い返す姿は、私の笑いを誘うものにしかならない。こういうのを〝ギャップ萌え〟と言うのだろうか？

「調子に乗るなよ。……味はコンソメで」

　ちゃっかり味の指定をしてくる課長に、またこみあげそうになる笑いをこらえながら、私はコンソメのキューブを取り出して鍋に落とした。

　次に、冷蔵庫からひき肉を取り出す。炒めた玉ねぎとパン粉、溶き卵を横に並べてから、私はビニール手袋を装着した。そしてそれらをボウルに入れて捏こねていると、課長は私の後ろに回りこみ、手元を覗き込んでくる。

「ハンバーグ、好きです？」

「あぁ、好きだ」

「良かった。私の得意料理なんです」

　じっと見られているのもなんだか気まずいから、課長にも何か手伝ってもらった方がいいかな、と考え、私は一度手袋を外してレタスとキュウリを取り出した。

「サラダも作ろうと思うので、切ってもらってもいいですか？」

「あぁ。それくらいならできる」

　レタスを受け取った課長はシンクへと向かい、シャツの袖をまくり上げ手を洗い始めた。

　そうして露あらわになった課長の引き締まった腕の形に、私は目を離せなくなってしまった。

「これ、全部切っていいのか？」

　鍛え上げられてくっきりと浮き出た筋肉の盛り上がりに見とれてしまい、課長の言葉をうっかり聞き逃しそうになる。

「紗耶香？」

「あ、……はい！　大丈夫です」

　課長の声で我に返り、私はハンバーグ作りを再開させた。

　課長の腕の筋肉を凝視してしまうなんて、これじゃ、さっき私の腰を褒めた課長と変わらないな、と激しく反省する。

　パテを熱したフライパンに置いたところで、サラダを準備するためにコンロを離れる。買ったのは、ツナ缶とローリエ、そして……。私はひとつのパックを取り出し、まじまじと眺め、ある悪巧みを思いついた。

　サラダを盛り付ける課長の後ろに回って、「あの」と呼びかける。

「どうした？」

　そう言って振り向いた課長は、私が持つものを見つめたまま呆気にとられていた。

　課長が見つめているものは、サラダの上に乗せるために買ったミニトマトで、私はそれを一個だけ洗って、課長の顔の前に持っていく。

「はい、あーんしてください」

　さっきの〝リアルセクハラ〟のお返しだ、と思いながら、私はニヤニヤ笑って、課長が次にとる行動を待ちわびた。

　課長はしばし呆気にとられていたが、少しすると神妙な表情になり、何かを決意したように一度息を吐いた。

「……あんまり見くびるなよ」

　思いがけない指摘と、まっすぐに見据えられた視線に気をとられていると、私の指に課長の唇が近づいてきた。

　課長の口がミニトマトをくわえヘタから実をとろうと少し顔を動かした瞬間、私の指に唇が触れる。そこから全身に電気が走ったみたいに、ビクリと体が跳ね上がった。

　課長の顔が離れていっても、私は一瞬触れた右手を掲げたまま、課長が口を動かす様子を眺めていた。

　少し赤くなっているように見える課長の耳に気づいて、心臓は余計に暴れてくる。

　課長は噛んだものを一気に呑み込んでから、一度深くため息を吐き、そして私をちらりと見つめた。

「言っておくが、ミニトマトは食べられるから」

「……ぷっ！」

　方向のずれた課長の言葉に、私はまたもや吹き出してしまった。

　まるで子供みたいにいじける課長を見ていると、傍はたから見ればかっこよく見える課長の根底にあるのは、意地っ張りな可愛い男の子のような性格なのかもしれないと感じた。

　そんな課長にもっといろいろ突っ込みたかったけれど、無言でコップに水を汲くんで飲み下す様子を見ていたら、これ以上何か言うのは可哀想な気がして、その欲望は胸にとどめておくことにした。

　炊飯器の炊き上がりを告げるアラームが台所に鳴り響いた。私は蓋を開けてご飯を軽く混ぜていく。

「課長、お茶碗をお借りしてもいいですか？」

「ん？　なんて言った？」

「お茶碗です。あとはお皿とスープを入れるボウルもあれば」

「そうじゃなくて」

　課長の言わんとしていることがわからず、答えを探るように首を傾けさせて課長の顔を覗き込んだ。

「どうしたんですか、かちょ……」

　唇の動きは課長の人差し指で止められ、物理的に私の台詞は押しとどめられた。

　目の前の男の得意げな表情とその行為によって、私は自分の失態に気づく。

　さっき私がミニトマトを食べさせた時とは反対に、今度は課長の指が私の唇に触れていて、そこからじんわりと背中の方まで熱を伝えた。

「何度も間違える悪い口はこれか？　紗耶香」

　そう言ってニヤリと笑みを浮かべる課長は心底楽しそうな顔をしていて、まるで、トマトをネタにして散々からかった仕返し、とでも言っているかのようだった。

「お……お皿を出してくれませんか？　……俊一さん……」

「了解」

　課長はくすくす笑いながら、食器棚へと向かって行った。

〝可愛い男の子〟は撤てっ回かい。やっぱり彼は、人の隙を突いて弄もてあそぶ大人の男なのだ。

　私は悔しさに眉をひそめつつも、赤くなる顔を抑えることができなかった。




　課長はハンバーグもスープもすべて食べ切ってくれた。

「美味いな」とニコリと微笑まれて、私はたまらなくうれしかった。

　後片付けまでやろうと思ったのに、課長は「俺がやるから座ってろ」と私をソファへ追いやる。ソファに腰掛けた私は、ソワソワしつつ辺りを見渡した。

　課長の部屋には必要最低限の家具しかないようで、テレビとテレビを置く台、食事用のテーブルにソファとローテーブル、他にはひとつ本棚があるくらいだった。

　少し意外だったのは、壁にさまざまな写真が飾ってあることだ。そのためなのか、本棚は低いものを使っている。

　見ていると、夕焼けや夜景、海、空、草原、花畑といった風景を中心にした写真が飾られている。

「キレイ……」

　思わず立ち上がり飾っているところまで近づいていく。まるでポストカードのように思える美しい写真は、表面の光沢の具合や見慣れたサイズから個人が撮ったものだとわかった。

「どうした？」

　振り向くと、課長が両手に持っていたコーヒーをローテーブルの上に置いて、私の方へと近づいてくる。

「写真、素敵ですね」

「あぁ、そうか？」

　課長はうれしそうに微笑み、海の写真を指差す。

「これは前に住んでた家から少し行ったところの海なんだ。ちょうど日の出に合わせて車を飛ばして、待ち構えて撮ったんだよ」

「え？　課ちょ……俊一さんが撮ったんですか？」

「悪いか？」

　不機嫌そうに眉をひそめたのに気づき慌てて名前を言い直した。おかげで、なんとかソレについてはお咎とがめなしみたいだけれど、私の発言自体も課長はあまり気に食わないようだ。

　私は「いえ、別に……」とだけ告げて俯いた。だって、写真を飾っているだけでも意外なのに、それを撮っている姿は想像できない。

「こういう風に意識して写真を撮るようになったのは大学の頃からかな。今はあんまり時間はないが、それでもどこかに出かける時はいつもカメラを持っていくんだ」

　懐かしそうに眺めながら言葉を紡つむぐ課長は、いつもの職場で見られる様子とは違いキラキラして見える。

　仕事のできる課長とは違う、ひとりの男性としての課長は新鮮で、みんなが知らない姿を見られたようでちょっとした優越感を抱いた。

　その後も持っているカメラやレンズの話をしてくれた。しかし課長は、はたとしゃべるのをやめてしまった。

「すまん、こんな話どうでもいいよな」

「えっ、そんなことないです。もっと聞かせてください」

　話をやめてしまった課長に対してそう告げた私に、課長は「そうか？」と言って微笑んだ。

　課長の話をもっと聞きたいし、課長のことをもっと知りたい。そんな欲望が私の中で生まれていることに気づいた。

「撮るのは風景がメインなんですか？」

「いや？　人も風景も撮るよ。でも飾るのは風景だけにしてる」

　課長はソファを指差して座るよう勧めた。私がソファに腰掛けると、彼も当然のように私のすぐ隣に座った。

「紗耶香は？　何か趣味はあるのか？」

　いきなり詰められた距離に、近いです！と抗議したかったけれど、課長の質問でそのタイミングを逃してしまった。

　今にも触れてしまいそうなこの距離感に心臓は痛いほどドキドキしている。

「とくにないです、それこそ料理くらいで。季節の果物でジャムを作ったり、果実酒を作ったり。そういうことがストレス発散になってるのかもしれないです」

「そうか、俺は最低限しか料理はしないが、紗耶香は家庭的なんだな。今だと何の果物だ？」

「今の季節だと梅ですね。梅ジャムに梅酒。梅のはちみつ漬け……。ひとり暮らしなのでそんなに量は作らないんですけど」

　なんでも手作りしてしまう母親の影響からか、季節のものでジャムや砂糖漬けを作るのは私の習慣になっている。

「俺にはくれないのか？」

　そう尋ねる課長に、思わずきょとんとしてしまう。梅酒も梅ジャムも、あまり課長のイメージではない。

「課長、梅酒飲まれるんですか？」

「俺はけっこう酒は飲むぞ？　手作りってのがうまそうだな」

「ジャムも使うんですか？」

「俺は、朝食は甘いパンって決めてるんだ。ジャムなんかはいろいろと揃えてある」

　真剣な顔で言う課長に思わず、トーストに優雅にハチミツをかける様子を想像してしまい、口元が緩んでしまう。

　すると「何ニヤニヤしてるんだよ」と小突かれてしまい、額を手のひらで押さえた。

　いや、だって課長の朝食のイメージと言えば、コーヒー一杯、あってもトーストに軽くバターを塗るくらいなものかと思ったから。

　でも、私の作ったものを食べたいと言ってくれたことがうれしかった。

「わかりました。梅酒と梅ジャム、お持ちします」

「あぁ。それくらいなら向こうにも持って行けそうだしな。楽しみだ」

　そのひとことに私は、さっきまで笑っていたのに、いきなり胸をつかまれたような苦しさを感じた。

　そうだよ、わかっていたじゃない。

　課長が一ヶ月後にはニューヨークに旅立つことも、私がそれまでの間の仮の恋人だということも。楽しいのは今のうちだけで、親しくなれたと思っても、すぐにいなくなる人だということも。

「どうした？　紗耶香」

　急に静かになった私の顔を、心配そうな表情で課長が覗き込む。

「い、いえ！　なんでもないです」

　私は慌てて取り繕った。

　初めからわかっていたことなのに、今さら何が言えるというんだ。

　でもやはり、せっかく距離が縮まったのに、すぐにいなくなってしまうのは寂しい。

　そう、だからこんなにも胸にぽっかり穴が空いたような気持ちになってしまうんだ。

「課長はひと月後にはニューヨークですか。なんだか信じられません」

「俺もだ。引き継ぎをしてはいるものの、来月には別のところで仕事をしてるなんて想像もつかない」

　課長の言葉に顔を上げて彼の方をうかがってみると、カップに口をつけたままどこか遠くを眺めていた。

「来月には紗耶香とこうすることもなくなるかと思うと、なんだか寂しいもんだな」

　コーヒーカップを見つめたまま、課長はぼそりと言った。そのひとことが私の想いと一緒で、途端に心が温かくなる。

　私だけじゃないんだ。こんなにも喪失感を抱いているのは、課長も同じなんだ。

「……じゃあ課長！　せっかくの一ヶ月間、楽しんで過ごしましょうね！」

　私は、あえて明るい声をあげた。

　ニューヨークという新天地に行く課長を、最後まで笑って見送りたい。それまでの期間を楽しく過ごしたい。寂しさよりも今はその想いが勝っていた。

　すると課長は顔を私の方へ向け、まっすぐ見つめてきた。その瞳が驚きから徐々に穏やかなものへと変わったように感じた。

「……なら、まずはその〝課長〟から直してほしいもんだがな？」

　そして課長は目を細め、怪しげな視線を向けつつ、ニヤリと笑う。私はそのひとことに焦りはしたけれど、もうその表情を怖いとは思わなくなっていた。







第五章　噂にヤキモチ













「だから、何回言ったらわかるんだ？」

　課長の低いけれどよく通る声がフロアに響く。

　今、彼と話しているのは、課長の転勤後に案件を引き継ぐ主任だ。仲の良いふたりだが、仕事上はちゃんと公私を分けているようだ。

　課長は主任を引き連れ、例の会議室へと消えて行く。その扉が閉まった途端、横から「はぁぁ」と深いため息を吐く音が聞こえた。

「課長ってかっこいいですけど、仕事中はちょっと怖いので、遠くから見てるほうがいいですよねぇ」

　ため息を吐いた隣の後輩ちゃんは、会議室を見つめたまま肩を竦めている。

「……そうかな」

「え？」

　私は思わず反論していた。

『かっこいい』と言いつつ、否定的な言葉を述べる彼女の態度に違和感を感じてしまう。目を丸くさせている彼女の方へと体を向けて、ゆっくり思いを口にしてみる。

「課長って厳しく見えるけど、それはその人にしっかり覚えてほしい、っていう想いからだと思うな。他の人も、課長は面倒見が良くて、教えるのも上手って言ってたし。一度近くで仕事させてもらえばわかると思うんだけど、……残念だったね」

　まぁ、私もそれほど一緒に仕事はしていないし、直接話すようになったのもここ数日のことだから、言えたようなものではないのだけれど。

　体をデスクに向き直しキーボードを打ち始めると、「……なんか意外です」という後輩ちゃんのひとことに、再び手を止めた。

「ん？　何が？」

「樋口先輩が課長について語ってることです。だって樋口先輩って、課長には全然興味なさそうにしてるんですもん」

　彼女の思いもよらない言葉に、きょとんとしてしまう。

「私、そんな風に見えてた？」

「はい！　だから私、勝手に樋口先輩はイケメンがダメな人なのかな、って思ってました」

　後輩ちゃんのその発想とあっけらかんとした物言いに苦笑する。でも事実、それが周りから見た私の課長に対する態度ということなのだろう。

　私とどこか距離をとろうとする課長に対して、私も知らず知らずのうちにそっけない態度をとってしまっていたのかもしれない。意地を張り、まるで彼に興味はないとでも主張するかのように。

　私は気になっていたことを後輩ちゃんに尋ねてみた。

「新人の子たちの間でもやっぱり課長の話題って、あがるの？」

　もちろん、私が入社した時も課長の話題で盛り上がったけれど、それは私たちの年齢差が十くらいで、まだ課長は三十代前半で、恋愛対象の圏内に入っていたからだ。

　今の新入社員も、同じように思っているのか正直気になっていた。

　柄にもないことを聞いた気まずさに、仮だけど、彼氏だから一応ね！と自分に無理矢理言い聞かせる。

「そりゃあそうですよ！　同期の子たちと誰が一番カッコイイか、って話になったら、真っ先に課長があがります。私の周りの子はみんな目つけてましたよ。私、毎日顔合わせられるから、かなり羨うらやましがられてますもん」

　やっぱり、課長はかなりモテているらしい。

　でも、どうせみんなは課長がトマトを嫌いだってことも、カメラが趣味だってことも知らないでしょ？と優越感を抱く自分もいたりして。

「課長が海外勤務になるって知って焦る子も出てきたみたいでぇ、なんか何人も告白してるみたいですよ？　知ったその日に告った子もいるって聞きました」

　私は後輩ちゃんから明かされた思いがけない事実に驚き、思わず「は？」と間抜けな声を上げてしまった。

　課長に告白？　しかも海外勤務が決まってから何人も？

　そんな話初耳な私は、驚きを隠せない。しかし彼女はそんなのお構いなしで話を続ける。

「でも課長、みんな断ってるみたいです」

「そ、そうなんだ……。なんでだか聞いてる……？」

　急に真面目な顔で聞き出したから不思議に思ったのか、後輩ちゃんは戸惑いぎみに答える。

「彼女がいるからだそうですよ。課長の恋人ってどんな人でしょうね？」

　その返答に、思わずホッとして息を吐く。

「さ……さぁね」

「きっと、仕事がバリバリできる美人な女性ですよ」

　その言葉に、「そ、そうかもね」と苦笑いしつつ、再びキーボードに手を置く。

　すると、後輩ちゃんは私の耳元に顔を寄せ、囁いた。

「もしかして、樋口先輩って課長狙いだったんですか!?」

　後輩ちゃんのあけすけな発言に「え!?」と声をあげ視線を向けると、彼女はまるで同情するような目で微笑みかけてくる。

「樋口先輩はスタイルいいですし、顔もキレイでかなりイケてますから、狙えそうでしたけどねー。でも彼女持ちを狙うような不毛なこと、先輩しなさそうですもんね！」

「いや、あの……」

「大丈夫です！　樋口先輩ならきっと課長以外にもいい男いっぱいいますから」

　呆気にとられたまま後輩ちゃんを見つめると、彼女はいかにも、ドンマイ！とでも言いたげな表情で親指をグッと立て、デスクを去っていった。

　なんか……絶対に勘違いされた……。

　訂正するのも面倒で、私はため息を吐きつつパソコンに向き直る。

　仕事をこなそうとキーボードをタイプしていくけれど、私の頭の中に広がるのはさっきの言葉。

『何人もの女子社員から告白……しかも海外勤務が決まってからすぐに』

　その事実が自分に突きつけられ、なんとも言えぬモヤモヤした感情が心を支配していく。

　じゃあ、なんで課長は私を彼女役にしたんだろう。課長の転勤がわかってからすぐに告白されていたのなら、きっとこの彼女（仮）という位置を望む人は大勢いただろうに。

　ふと会議室に目をやると、ちょうど課長と主任が出てくるのが目に入る。余裕な表情で笑っている課長に、根拠のない苛立ちが湧いてくる。

　課長の言動だけでなく、噂にまで振り回されている私が、なんだか滑こっ稽けいに思える。

　デスクに肘をつきうなだれる私の頭に、ポコンと軽く何かがあたる。

　上を見れば、先ほどまで課長と話していた主任が丸めた資料を持って立っていた。

「珍しいな、樋口がサボッてるなんて」

　ニヤニヤしながらからかってくる主任に、私のイライラは増すばかり。主任をじとっと睨みつける。けれど、主任はそんなこと気にもとめず「疲れたぁ」と言って首を鳴らしている。

「近藤さんと密室にふたりきりって緊張するよな」

　プライベートでは仲が良い主任でもそう思うなんて。私も何度か経験した課長とふたりきりのシチュエーションを思い出して、おおいに同感する。

「主任でそうなら、新人の子なんか怖くて当然かもしれないですね」

「ん？　誰かが何か言ってたのか？」

「さっき、課長のことを仕事だと怖そうって言ってる子がいたんです。課長って損な人ですね。一度一緒に仕事すれば、思ったほどじゃないってわかるのに」

　しみじみ言う私に対し、主任は思い切り吹き出した。

「いやいや、実のところ本気で課長を怒らせたら、かなりマズイと思うぞ。泣くくらいじゃ済まないかもな」

　そう言ってけらけら笑うこの主任は、けっこう神経が図太いと思う。

　主任は「樋口も気をつけろよ」と付け足してくるから、「私は主任より上手くやってますから」と言い返してみせた。

　でも、さっきの主任の話は、事実とそう遠くなさそうだ。

　人よりも多い仕事量をこなし、部下の面倒も見て、帰宅も遅いから睡眠時間も少なくて……。ストレスはいったいどうやって発散しているんだろうとちょっと興味が湧く。写真を撮ることがそれにあたるのだろうか？

　そんなことを思いながら、ふと課長の方を見れば、同じように自分のデスクからこちらをじっと見ていた課長と目が合った。

　それはただの偶然ではないようで、視線が合ってからも課長は私をしばらく見ている。気まずさに耐えられなくなり、私の方から目を逸らしてしまった。

　な、なんだったんだ今のは。

　背中を冷や汗が流れていく気がして、私はそれを振り払うように仕事を再開させようとした。

「樋口、ちょっといいか」

　課長の呼びかけに心臓が嫌な跳ね方をする。上司に呼ばれれば従わなくてはいけない。私は椅子から立ち上がり、課長のデスクへと向かった。

「はい、なんですか？」

「これを頼む」

　そう言って差し出されたのはひとつのメモ。

『資料室に来い』

　そこには問答無用の呼び出しが書かれていた。上司の権限を使われて、断ることなどできるはずがない。

「はい、わかりました」

　私は仕事用の笑顔を貼り付けてその場をあとにした。

　ため息とともに覚悟を決め、向かった先は、上の階の一番奥の部屋。ここは、普段はあまり使われることがなく、もっぱら内密の話し合いがあるときに使われている。

　例えば部下をひっそりと叱るときや、社内恋愛中のカップルの密会場所として……。課長の目的はどちらだろう、と考えるけれど、正直なところ両方可能性があるので、身震いしか出てこない。

　誰も見ていないことを確認してから、私は資料室に身を滑り込ませる。幸か不幸か、中に人はいない。手近にあった資料をパラパラとめくっていると、扉の開く音がして課長が入ってきた。

「何か御用ですか……？」

　私は課長の様子をうかがいつつ、用件を確認する。嫌なことは早く終わらせてしまいたいのに、課長はしばらく黙ったままだった。

　ふたりの間の沈黙が気まずくて、私は視線をあちこちへと巡らせる。

「…………斎さい藤とうと仲が良いのか？」

「え？」

　沈黙をやぶった課長のひとことがあまりにも予想外だったから、私は思わず聞き返した。そう言われて私が思いつくのは、さっきまで話していた斎藤主任だ。

「主任のことですか……？　普通の上司と部下ですけど」

「普通ってなんだよ」

　そう呟いて私に向けられた視線は、確実に怒りを含んだものだった。

　その様子に気圧されて一瞬たじろぎそうになったけれど、なんで私がこんなことを聞かれなくちゃいけないのかと思ったら、無性に腹立たしくなってきた。

「普通は普通です。ただの仕事上の関係ですよ。課長と一緒です」

　勢い任せに言ってから、しまった、と思った。昔からカッとなると口が止まらなくなってしまうのは、私の悪い癖だ。

　課長を恐る恐る見上げると、先ほどの怒りに加えてどことなく切なそうな表情をしていた。私はその表情に途端に罪悪感を抱いてしまう。

「あの、今のは……」

「そうか、俺と斎藤は同じなんだな」

　課長が一歩一歩私に近づいてくる。それに合わせて私も後ろに下がるけれど、すぐに背中は壁についてしまい、これ以上は距離がとれない。

　課長は私の頭の横に手をつき、じっと見下ろしてくる。

　背の高い課長に追い詰められたら、私の体なんて容易に包み込まれてしまう。

「……じゃあ、俺としてることを斎藤ともしてるってわけか？」

　顔が近づいてきたと思ったら、課長は私の耳に唇を寄せて囁いた。

「どうなんだ？　こんな風に耳元で囁かれるのか？」

「……そ、そんな訳ないじゃないですかっ……だいたいこれは課長が勝手に近づいてくるから……」

　反論すると、その返答を諌いさめるかのように課長はさらに体をかがめ、完全に囲い込んでくる。私は言葉に詰まり、固まってしまう。

「普通の上司に、ここまでされても、紗耶香は受け入れるってことか」

　課長に言われっぱなしで悔しい。負けじと強い視線を向けると、少しだけその表情が緩んだ。

「……そんな可愛い反応、他の男に見せてないよな？」

　課長の不機嫌そうな言葉と表情に、私の心臓は跳ね上がる。

　昼間の会社でこんなこと……でも心のどこかで課長に対してドキドキしている自分に気づく。

「……なんで……こんなこと……」

　息もたえだえに尋ねる。まるでひと運動したあとみたいに、鼓動が暴れている。

「紗耶香が変なことを言うからだ」

「あれは……言葉のアヤですよ」

「紗耶香は俺の彼女だろ。どこが同じなんだよ」

　まるで当然のことのように怒りをあらわにされると、もどかしい気持ちでいっぱいになる。私の発言も、彼女として不適切なものだったかもしれない。でも、そんな私を選んだのは課長じゃないか。

「……だったら、言うことを聞いてくれる可愛い子にお願いしたら良かったじゃないですか！」

「はぁ？」

　さっき後輩ちゃんと交わした会話がよみがえり、心の中に嫌な感情が湧き上がってくる。

『なんか何人も告白してるみたいですよ？』

『でも課長、みんな断ってるみたいです』

『彼女がいるからだそうですよ』

　こんな噂、聞きたくなかった。

「言うことを聞かない私なんかじゃなくて、進んで課長の彼女になろうとしてくれる子を選べばいいじゃないですか」

　課長のご両親を安心させるだけが理由なら、期待させるようなことはしないでほしい。他の子じゃなくて私を選んだのは私が特別だからだ、という血迷った考えが浮かんでしまうから。悔しさに下唇を噛んで、課長から目を逸らす。

「紗耶香、こっち向け」

　私は課長の言葉を無視して頑なに下を向いた。だって今顔を見られたら、私の気持ちがバレてしまう。

「こっちを向けよ」

　課長は私の顎を掴み、ぐいっと顔を正面に向けさせた。

「……見ないでっ」

　課長は少し身をかがめて私の顔を覗きこんで、驚いた顔をした。

「何、泣きそうな顔してるんだよ」

　涙がこぼれないよう目頭に力を込めたけれど、私が涙ぐんでいることくらい彼にはすぐにバレてしまう。

　なぜか課長まで眉を八の字に寄せて泣きそうな顔をしたように見えたけれど、その表情は次の衝撃で遮さえぎられてしまった。

　それは、課長が私の頭を引き寄せ、腕の中に包み込んだからだ。

　課長の香りが胸いっぱいに広がる。熱は服越しでもたしかに伝わってくるから、私はさらに泣きそうになった。

　こんなに泣きたくなるのは、課長のぬくもりを近くに感じられたからなのか、それとも期待させられたところで私のものにはならないという切なさからなのか、その理由はわからなかった。

　わかったのはただひとつ。課長の腕の中が、とても心地よいということだけだった。







第六章　仲直りのしるし













　課長の温もりが、まだ拭ぬぐえない。

　仕事帰りに寄ったスーパーで梅の実を見つけて、不意に課長の喜ぶ笑顔が思い出された。蘇ってくる彼の熱、吐息、香りに声、が私をまた切なくさせる。その全てから逃げるように、私はその青い実から目を逸らした。




　あの時資料室で、課長に抱きしめられた私はそのまま突っ立っていた。

　押し返すことも、抱きしめ返すこともできなかったのは、私のもどかしい気持ちの表れだ。どれくらいの間そうしていたのかわからない。一分くらいにも思えるし、はたまた十分以上だったような気もしてくる。

　私が泣きやんだ頃、課長がぽつりと呟いた。

「だから、課長って呼ぶなよ」

　そのひとことに疑問が湧く。だって社内だから、呼んでいいはずだ。そんな私の疑念が伝わったのか、課長は不機嫌そうに眉をひそませ、唇の端を軽く上げた。

「言うことをきかない奴だ」

　そう呟き、そのまま顔を寄せてきた。驚きつつも、必死で距離をとろうとする私は、背中を反らせ膝を曲げる。全身の筋肉を使ってなんとか体勢を保っている状態で、いわゆる海老反りのようなスタイルに、私の足も背中も悲鳴をあげた。

「ちょっ!!　……もう無理……っ！」

　次第に足も震えだし、限界を感じ、そう訴えた。

　それでも課長はそれを無視して顔を近づけてくる。やっと離されたときには、私の体はへとへとだった。課長は睨む私を指差し、子供に言い聞かせるように告げてきた。

「お仕置きだ。体勢が〝キツい〟やつ」

　そう言って軽く舌を出すと、彼は私から離れていった。

　課長の言葉で思い出されるのは、お仕置きラインナップの〝キツい〟やつ、〝イタい〟やつ、〝苦しい〟やつ、だ。今のがそのうちのひとつということなのだろうか？

　しかし、私がそれを確認するより先に、課長は資料室を出て行ってしまった。

　戸惑う私を、置き去りにして。




　家に帰ってきた私は買ったものをキッチンのそばに置く。結局、あの梅の実は買えなかった。

　思い返すと、課長と最低限の付き合いしかしていなかった頃は、彼のことを優秀で部下の面倒見も良いイケメン上司、という完璧を形にしたような人だと思っていた。

　しかしこの数日で知るようになった彼は、かなり自分勝手で、強引な男の人だった。

　それに対して怒ったり、戸惑ったりすることも多い。でも、大人っぽい様子とは裏腹に、ちょっと子供っぽく意地を張る姿や、頬を赤くさせて照れる表情は、まず仕事をしているときには見られないものだ。ときには私を認めてくれるような言葉をくれる。私がすることひとつひとつを大事にしてくれる。それらは、私が知るようになった課長の新しい魅力だ。

　それに、課長がそんな姿を見せるのは私だけかもしれない、そう思ったら、誰かに言いふらしたくなるくらいうれしい。もちろん、誰にも言えないけれど。

「わけわかんない……」

　そのひとりごとは、課長の行動についてなのか、自分の気持ちについてなのか、それさえも私にはわからない。

　とにかく夕食にしようと思い立ち、キッチンに向かう。たしかほうれん草を冷凍していたから、今日はそれでクリームパスタでも作ることにする。

　冷凍庫を開けてほうれん草を取り出すと、その下に赤い実が詰まったタッパーを発見した。

　母親に送ってもらったけれど食べきれず、そのまま冷凍してしまっていたのだ。

　そこであることを思いつき、実行すべく耐熱ボールを取り出した。




　翌日、オフィスに入ってまず確認したのは課長のデスクで、案の定そこにはすでに課長が座っていた。

「おはようございます……」

「早いな、樋口」

　久々に呼ばれる上の名前に違和感を抱く私は、かなりの重症だと思う。

「今日は、名前で呼ばないんですか……？」

　彼のデスクに近づきながらそう尋ねると、課長は驚き、少したじろぎながら「どうした？　紗耶香」と言って微笑んできた。

「昨日のことで、少しお話があります」

「……なんだ？」

「俊一さんが、昨日私に向かってなんで主任との関係を尋ねたのかはわかりません。でも、たしかにその後の私の発言はいけなかったなと思います」

『ただの仕事上の関係ですよ、課長と一緒です』なんて言葉、仮でも彼氏である人に向かって言う台詞じゃない。私は、「ごめんなさい」と口にして頭を下げた。

　そして勢いよく顔を上げ、鋭く課長を睨む。

「でも、俊一さんも俊一さんです」

　私の反撃に課長は「どういうことだ？」と言って、デスクから出てきた。

「たかがあれくらいで、あんなことしないでください」

「あんなこと、って……」

「資料室でしたようなことです……」

　私は昨日課長にされたことを思い出し、赤くなった顔を隠すように床へと視線を逸らした。その視界に課長の靴が現れ、彼が私のそばまできたことがわかる。

「嫌だったのか？」

「嫌に決まってます……」

　私の発言に課長は苦笑する。

「……わかった、今度からはあまり近づかないように気をつけるよ」

　そう言って少し寂しそうな顔をするから、私は思いもかけない反応に当惑する。

　たしかに私は、昨日課長にあんなことをされて嫌だった。

　でもそれは、課長の一挙一動にドキドキして、呼吸が苦しくなって、思考がうまく働かなくなって、私がどんどん壊れていくみたいだったから。

　だから、課長に触れられることが嫌だったわけではない。

「違います。あの、嫌なのは嫌がらせであんなことをするからで。だから、初めの契約書通り、必要なら少し、ほんの少し触るくらいはいいですけど……」

　取り繕おうと言葉を重ねるけれど、それはまるでもっと触ってくれと頼んでいるようで居たたまれなくなる。

　真っ赤になる私に、向かいの課長は微笑んだ。

「わかった。俺がしたいと思った時は、そうさせてもらうことにするよ」

　課長は笑顔でそう言った。なんで触っていいと言った途端、そんなうれしそうな顔を向けてくるんだろう。

「ところで、もうひとつお話があるんですが……」

　話を切り替えるかのように、私は別の話題を切り出した。

「課長は私を彼女役にして良かったと思ってますか？」

　本当は、『なんで私を彼女役に選んだんですか？』と聞きたかったけれど、それは怖くて聞けなかった。

「当たり前だろ」

　恐る恐る課長の方を見上げると、私の目をまっすぐ見つめていた。

「彼女役は私でいいっていうことですか？」

「違う。紗耶香〝が〟いいんだ」

　その返答に、私の胸は大きく跳ね上がり、同時に安堵の思いで満たされた。

　その言葉が聞ければいい。その言葉があれば、もう私は迷わない。

　課長が誰かから告白されても、課長が私と離れることを決めていたとしても、今この時に一緒にいるよう選ばれたのは私なんだ。

「じゃあ、これで仲直りですね？」

　そう言って鞄から包みを取り出し「どうぞ」と差し出す。課長は渡された紙袋をいろんな方向から眺め、不思議そうな表情をしていた。

「何だコレ？　何かの瓶か？」

「梅は手間がかかるので。とりあえずコレで」

　課長が包みを開けて中身を取り出す。それは赤くキラキラ光る瓶。

「お手製イチゴジャムです。良かったら」

「苺……？　今の時期にか？」

「冷凍してたんです。あ、味と品質は保証しますよ。実家の母が自家栽培で作った苺なので」

　課長はまじまじと赤い瓶を眺めながら、うれしそうに口元を緩めていた。

「ありがとな。食わせてもらうよ」

　そのひとことに私は満面の笑みを浮かべる。

　良かった、これでわだかまりなくひと月を過ごせる、と安心した。

「というか、本当に斎藤とはなんでもないんだよな？」

「もう、しつこいですよ。主任は席が近いから話す機会も多いですけど、課長みたいにプライベートで会うことはないですから」

　私の発言に課長は「そうか……」と緊張を緩め、ホッとした表情をしている。

　その様子を見て思う。課長、それってもしかして……？　でもそんな自意識過剰なことは言えない。

「あの……それパンやヨーグルトにつけてくださいね！　では、私ちょっと失礼します!!」

　私は無理矢理、話を切り上げてオフィスから離れた。なんだか舞い上がってしまいそうだったから。その場から逃げ出すことで、湧き上がってくる感情を奥深くにしまい込んだ。きっとこれは、気づいてはいけない気持ち。




　ヤキモチを焼いていたのは、私だけじゃなかったんだ。







第七章　決戦の前夜













　机の上の携帯電話が震え、私の肩は驚きと緊張でピクリと微動する。

　届いたメールに目を剥き、思わず吹き出した。課長からのメールには一枚の写真が添付されていた。

　ひとつの器に盛られる白い塊、そしてその上に掛けられた赤いベール。

　その写真をニヤニヤしながら眺めていると、手の中の携帯電話が震えだす。

「もしもし」

『どうだ見たか』

　間髪入れず得意げに言うので、また吹き出しそうになる。口を押さえたものの、手の中で笑い声が漏れてしまっている。

「いきなりなんですかこの写真は！」

『紗耶香が言ったんだろ、俺がジャムをつけてヨーグルトを食べる姿は想像できないって』

　だから証拠を送ってやった、と課長は言っている。

　昨日の電話で「あげたイチゴジャムをヨーグルトにかけたら美味かった」と言うから、「課長が本当にそうしているのは想像できない」と思わず笑ってしまったのだ。

　課長はそれを気にしていたのか、わざわざこんなものを送りつけてきた。できれば実際に食べている写真が欲しかったが、それは贅沢というものだろう。

　あの仲直りのシロモノを送ってから、私たちの毎日のメールは自然と電話に変わってしまっている。課長との会話は、最初こそ慣れなかったものの、回を重ねるごとに私の中で楽しみなものになっていた。それに戸惑いを感じつつも、課長の低い声が耳に注ぎ込まれるのはとても心地よい。

『で、明日のことなんだが、いよいよ両親に会ってもらう。覚悟はできてるか？』

　覚悟ってなんだ……、と心の中で突っ込みつつ、話の重大さに身を正す。

　明日はついに課長のご両親に会う日だ。私たちにとって、これが付き合うことになった最大の目的といっても過言ではない。

「精一杯、両親受けの良い彼女を演じさせてもらいますよ！」

　私が拳を握り締め言い切ると、電話の向こうで課長は笑っていた。

『まぁ、あんまり考え込まなくていい。そんなに怖い両親じゃないから気にしすぎるな』

「……課長のご両親ですもん、気に入られたいって思うのは当然です」

　課長の言葉に胸の中がモヤモヤして、私は口を尖とがらせつつそう呟いた。

『……そうなのか？』

「だって……尊敬している上司のご両親じゃないですか、粗そ相そうのないようにしたいと思いますよ」

　自分の今の感情はただの〝尊敬〟とは少し違うような気がしたけれど、私はとりあえずそう言っておいた。

　私の言葉に、なぜか課長は黙ってしまった。自分でも迷いながらのひとことだったから、何か変なことを言ってしまったのだろうかと心配になる。

　どうしよう、何か補足しないといけないかなと思い始めた頃、「ふっ」という笑みをこぼしたような音が聞こえてきた。

『ありがとな……』

　課長のそのひとことにホッと胸をなでおろす。

「課長のお役に立てるようにがんばりますから！　よろしくお願いしますね」

『こちらこそ』

　私はその後に続く言葉が見つからず、口を閉じてしまう。課長も同じのようで、私たちの間には沈黙が流れた。

　必要事項を確認してもう切ってもいいはずなのに、なぜかどちらからも別れを切り出せずにいるようだった。

『……じゃあ、また明日な』

「あ……はい」

　ちゃんと言わなくちゃと思いつつ躊躇っていると、課長の方から切り出してくれた。それはとてもありがたいはずなのに、なんだか切ない気持ちになってしまう。

『本当に、紗耶香に頼んで良かったよ。ありがとう』

　課長がぽつりと呟いたひとことで、私の胸はぎゅうっと掴まれたようにきしんだ。

「ありがとうございます……。あの……おやすみなさい」

『おやすみ』

　上手い返しはできないまま、私はプツリと電話を切った。そのままソファにボスンと倒れ込み、部屋着の胸元を握り締めた。でもその下で高鳴る鼓動は、なかなか収まってはくれない。

　もどかしさに苛まれる中、再び着信音が鳴り、私は飛び起きて携帯電話をタップした。けれど、送り主は私の想像していた人ではなく、大学時代の友人の初はつ美みからだった。

「収穫なし、か……」

　それは、私が脅された原因である例の写真についてのメールだった。

　あの時の学園祭で私はコスプレサークルに入る初美の援助として、メイド服、黒レースのガーターベルト、極めつけの猫耳という格好をさせられることになった。

　今思い出すと、なぜあんなことをしてしまったのかという後悔で顔が火照ってくる。

　今しかできない、という若い考えと、初美の説得に負けたのが大きな要因だ。

　嫌がる私に対して周りの人たちは、写真はあまり撮らないようにする、と言ってくれていたはずだ。もちろんサークルのメンバーは、ポラロイド風の写真を撮って販売したり、お客さんにお願いされて一緒に写真に写ったりしていたけれど、正式なメンバーでもない私の写真はあまり撮られていなかった。

　それなのに、課長があの写真を持っているということは、メンバーの誰か、またはあの時学園祭に来ていた人が写真を撮り、それがなぜか課長の手に渡ったということになる。

　だからひとまず今でも連絡できるサークルメンバーに、あの時の写真を撮って誰かに渡したりしていないか、初美に聞いてもらったのだ。

　でも結果は、撮ってない、もしくは撮ってはいてもそんなことしないよ、という人ばかりで、めぼしい収穫はなかった。

　正直なところ学園祭だから部外者でも入れるし、私はかなり人目につくところにいることもあったから、写真を撮るくらいは誰でもできてしまう。

　もう捜そう索さくは不可能かと思われて、私は携帯電話をテーブルの上に置いた。

　こうなってしまうと、聞ける相手は課長のみだけれど、それはあまりにもハードルが高い。

　そんなことを思案していると、再び携帯電話がバイブする。確認すると、メールではなく着信だった。

「もしもし？　初美」

『あ、紗耶香？　さっきのメールの話だけど、あれっていったいどういうことよ？』

　相手は、あの猫耳メイド服を作り、嫌がる私に無理やり着せた張本人の初美だ。

　私がメイド服を着ている時、彼女は、水色のウィッグをツインテールにして、当時流行していたキャラクターの格好をしていた覚えがある。

「たいしたことじゃないんだけどね。私のコスプレ写真を持ってる人がいたから、誰かから回ったんじゃないかな、と思っただけよ」

『何よ、なんかマズイことでもあったわけ？』

「……その通りよ。初美のせいで本当、しなくてもいい苦労させられてるんだから」

　そう愚ぐ痴ちを吐いてから、職場の上司にメイド服の写真をネタに脅されていることを言うと、電話の向こうで初美は大爆笑していた。

『紗耶香は顔もスタイルもいいから、コスプレさせたら絶対いい客寄せになる！って思ったんだけど、それが就職してからも衰おとろえないとはね』

「こっちは笑い事じゃないってば！」

　あの学園祭の時も、こんな調子で乗せられてしまい、あれよあれよという間に着がえさせられてしまっていたのだ。休み時間中にいきなり「紗耶香、胸大きいのにウエスト細いなんて羨ましい！　サイズ測らせてよ」と言われた時から、嫌な予感はしていたんだ。

『あれはでも、男性の視線克服も狙った私なりの優しさだったんだけどな。まぁ、紗耶香のコスプレはけっこう人気があって隠し撮りしてた人もいたから、克服以前の問題だったか』

　初美の言葉に、そういえば、そんな理由もあのメイド服には含まれていたな、と思い出した。いっそ人に注目されまくったら、苦手克こく服ふくになるんじゃ、と勧める初美におだてられてやってみたけれど、今まで感じたこともないほどの視線を一気に受けてしまい、その日のダメージは相当だった。

　思い出したくもない過去に深くため息を吐くと、初美はそれを勘違いしたのか、急に大きな声で私を問い詰めてきた。

『もしかして、その上司からもそれをネタに言い寄られてるの!?　それならそうと早く言いなさいよ、私がその上司ぶっとばしてやるから!!』

「はっ!?　どうしてそうなるの？」

　初美からの思いがけない言葉に、私は途端に焦り、なんとか否定した。

「そんなのじゃないから大丈夫だよ。相手が上司だから追究しづらい、ってだけだから」

『本当に？　何か隠してない？　変なセクハラされてるんじゃないの？』

　そう言われると、何もないとは言いきれない。

　課長の家でされたことも、資料室でされたことも、ただの上司と部下ならセクハラ認定されてしまうものばかりだ。

　でも、私にとってあの行為はすべて、嫌なものじゃなかったから。

「あれは、セクハラじゃないよ……」

　課長が言うにセクハラとは、『労働者が不利益を受ける性的な言動』なのだ。私が何か不利益を受けているのかと問われたら、そんなことはない。

　だってむしろ、今までただ見つめていただけの憧れの上司と、親密な数日間を過ごすというギフトをもらい、得をしているくらいなのだから。

　私の言葉に、初美はさっきまでの激しさとは打って変わって沈黙してしまったから、私は「どうしたの？」と電話の向こうをうかがう。

『……〝あれ〟って？　紗耶香、その上司から何かされたの？』

　不意に漏れていた言葉を指摘され、自分が知らず知らず〝何か〟あったことを暴ばく露ろしていたのだと気がついた。

「ち、違うの！　ただ課長はからかってるだけで、別に私も嫌な思いをしてるわけじゃないから、気にしなくていいよって伝えたかっただけで……」

『……でもその上司、もしかしたら変なことを考えてるかもしれないじゃない？　そんなことされてるのに信用しちゃっていいの？』

「課長はそんな人じゃないから!!」

　課長を誤解したような初美の発言に、勢いのまま反論していた。親友である初美に、課長のことを誤解されたままでいてほしくなかった。

『……ふうん。やけに真剣に〝課長〟をかばうんだね？』

　振り返ってみればとんでもないことを口走っていて、口に出してから『はめられた』と自覚した。

　とっておきの遊び道具を見つけたみたいに、楽しげな声色で呟く初美に、私は無言で電話を切ってしまいたい衝動に駆られる。

「とにかく！　私は困ってないから、そんなに気にしないで」

『まぁ、詳しいことはまた追々聞かせてもらうことにするよ。今聞いたって教えてくれなさそうだしね』

　余裕そうな声で告げてくる初美に、「だからなんにもないんだってば!!」と叫んだら、逆に初美は『ムキになると墓穴を掘るよ』とありがたい忠告をしてくれた。私は真っ赤な顔を手のひらで押さえながら口を噤つぐむ。

『そういえば今思い出したんだけど、私の従い兄と弟こ、紗耶香が働いてる会社の支社に勤めてるんだよね。』

　顔の火照りを冷ましていた私は、意外な初美のひとことに耳をそばだてた。

『もしかしたら、従兄弟の知り合いがその上司に流した……なんてことがあるかもしれない』

　私は一連の内容を聞いて、一度深呼吸する。初美の話は、大きな手がかりになりそうだ。

「ありがとう、それがわかっただけでも十分かも」

『もし良かったら、従兄弟に詳しく聞いてみようか？』

「まぁ、無理にじゃなくていいよ。もし機会があったら、お願い」

　その後少し近況報告などをしてから、初美との電話を切った。

　考えてみれば、私は別に課長に文句を言いたいわけじゃないから、それほど詳しい入手手段を知る必要も、欲求も持ち合わせてはいない。

　あえて言うなら、課長と私を結ぶ会社以外の線を知りたかったのかもしれない。

　だって、あの写真があったから、私は課長と付き合うことになって、今までは考えられなかったほど親しくなることができたんだ。

　それこそ、ただの上司と部下じゃないほど、近い存在になった。

　それはすべて、何かしらの理由があったから至っている結果なのだと、自分で納得したかったのもしれない。

　私はカレンダーを開き、明日の欄に記した〝決戦〟という文字を眺める。

　今までのやりとりが、お遊びや練習と言うのであれば、ついに明日は本番、いわば私たちの恋人関係の最高潮の日だ。

　つまり、一ヶ月とは言っても明日が終われば私たちが恋人として過ごす必要はなくなる。もしかしたら、この近づいた距離もすべて元通りになってしまうかもしれない。

　そう思ったら、言いようのない不安に駆られ、できればこの居心地の良い関係が続いてくれたらいいな、とどこか期待してしまう。

　でももし仮に、この上司と部下以上の関係が続いていくとしても、それがより親しい関係にまで発展することはないだろう。私はそう信じているし、そうであってほしいと願っている。

　なぜなら課長は、ひと月後にはここにいないから。

　いくら私の鼓動が高鳴ったとしても、別れることがわかっているなら、恋が始まるわけがない。私はそう言い聞かせて胸元をぎゅうっと掴み、感じる痛みを抑え込んだ。







第八章　両親とご対面













　決戦の日である今日、窓の外は、布団でも干したいと思うくらいすばらしい快晴だった。けれど、今の私にそんな余裕はない。

「ご両親への挨拶って……こんな感じでいいのかな？」

　鏡の前に立ち、シフォンワンピースの裾をひらりと持ち上げてみる。

　インターネットを参考にチョイスしたのは、胸元の開いていない、膝丈で清せい楚そな印象を与えるレモンイエローのワンピースだ。

　髪型はいつもだとそのまま流すか後ろでひとつしばりだけれど、今日はハーフアップにしてバレッタで留める。メイクはナチュラルかつピンクのシャドウを乗せて愛らしい雰囲気に。

　どうですか、私のこの格好。見事な〝彼女〟じゃない？　自分の姿に満足し、鏡の前でこくこくと頷く。

　気づけば約束の時間まであと三十分ほど。私のマンションから駅まで十五分くらいだから、余裕を見てそろそろ玄関へ向かう。

　歩きやすく、それでいてオシャレなパンプスを響かせながら玄関を出ると、見覚えのある黒い車が停まっていて驚いた。

　そういえば、この前課長のマンションに寄ったあと、家まで送ってもらったのだ。その時にこのマンションの場所を覚えていてくれたんだなと思うと、さりげない気遣いに胸が温かくなった。

「おはよう、今日はよろしく」

　窓が開いて現れた課長の姿に胸を高鳴らせつつ、私は助手席のドアを開けて車に乗り込んだ。

　今日の課長は、ボーダーのＴシャツにＧパンと、私に比べれば少し軽い雰囲気の恰好だ。それでも、それに薄めの黒いジャケットを羽織っていて、オトナな男の雰囲気を醸し出す。髪型も、分け目をいつもより少し斜めに持ってきていて、色気が溢れでている。

　その姿に一瞬見惚れてしまったけれど、今日は課長に気をとられている場合じゃない、と自分に言い聞かせた。

「わざわざ家まで来てくださってありがとうございます。今日はよろしくお願いします」

　運転席の方に顔を向けそう告げると、課長はハンドルに右腕を置き、そこに体重をかけながらこちらをまじまじと眺めていた。

　まるでジャッジされているかのような視線に、私は焦燥感に襲われる。

　だって、彼氏のご両親ウケは狙っていても、彼氏ウケは狙ってないんだもん、この格好。

　視線に耐えきれず顔を背けたけれど、課長は相変わらずこちらを見ているようだ。

「またこの前とは違う雰囲気だな」

　その言葉に続いて、私の顔周りの髪が一束持ちあげられたのがわかった。

「こういう髪型も似合う」

　髪が課長の手から滑り落ち、私の頬をくすぐる。ちらりと横目でうかがえば、課長はそのまま手をずらし、私の後ろ髪を撫でていた。

「あの……」

　何をしてるんですか？という言葉は、課長の笑顔で押しとどめられた。こんなに楽しそうな人を咎とがめることは私にはできない。

「さぁ、行くか。だいたい二時間で着くから」

　散々、私の髪を触った課長は、突然そう言ってエンジンをかけた。

　不完全燃焼な気持ちが渦を巻いているけれど、まっすぐ前を見て運転する課長にかけられる言葉はない。私は火照った顔を冷ますように、手であおぐ仕草をした。




　しばらく走らせれば、車はインターチェンジへと吸い込まれていき、どんどん加速していく。

「課長ってけっこう、運転お上手ですよね」

「ん？　ああ、車？　転勤前は公共の交通機関が少ないところだったからな。車が必須だったんだよ」

「えっ。課長って転勤でこちらにいらしてたんですか？」

　初耳だった。てっきり課長は、入社時からずっと本社勤務なのかと思っていた。

「知らなかったか？　実家はこっちだけどな。もとは、地方の経理にいたんだよ。こっちに来てからは、まだ四年くらいだな」

　私は昨日の初美との会話を思い出す。

　もしかしたら、転勤前の知り合いからあの写真をもらったのかな……？

　昨日は詳しいことをあえて知る必要はないと思ったけれど、やはり多少興味がわき、さらに聞き出そうと挑戦してみる。

「そうなんですか。じゃあ課長、それまではどこにいたんですか？」

　そう尋ねると、なぜか彼は沈黙し、そのまま運転していた。

「課長……？」

　道もまっすぐで難しくないはずなのに。訝いぶかしんで様子をうかがう私に聞かせるかのように、課長は長いため息を吐いた。

「……そうか、そんなに紗耶香はお仕置きしてほしいのか」

　そして、くく、と笑い声を漏らす。

　その言葉と「紗耶香」と当然のように呼ぶ様子で、一気に私の体に戦せん慄りつが走る。

「ち……違いますっ！　今のはうっかり……」

「選ばせてやるよ、この間の選択肢の中から。さあ、〝キツい〟やつ、〝イタい〟やつ、〝苦しい〟やつ、どれだ」

　だから何なのよその選択肢は!?

　課長の言葉で、この前資料室で受けた、体勢が〝キツい〟お仕置きを思い出した。その時に感じた温もり、熱、感触、吐息は、私の顔を赤くさせ、課長はそんな変化を楽しそうに横目で眺めていた。

「な、……何を言ってるんですか！　どれも嫌ですよ！」

「じゃ、次は〝イタい〟のな」

　課長は私の返事など考慮もせず勝手にそんなことを言っているから、なにも言い返すことができなくなってしまった口を噤んだ。

「まぁ、ともかくもう一回練習だな。ほら、言ってみろ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　私は一回深呼吸をし、覚悟を決めて、一週間前に散々練習した言葉を紡ぐ。

「……俊一さん」

　まだ高鳴る心臓を抑えつつ課長に向かって得意気な顔をしてみせた。

　課長も満足したようで、口元をニヤリと微笑ませ私の頭をぽんぽんと撫でるから、その瞬間、胸がきゅんときしんだ。

　さっきまでの緊張よりも、さらに心臓の高鳴りが加速して、顔が一気に熱を持ち始める。きっと顔は真っ赤に染まっているに違いない。

　課長はさっきの仕草は無意識でやったようで、今は何も無かったように運転に集中している。そんな様子を見ていると、これくらいで恥ずかしがっていたら彼女失格だと感じ、ぐっと目を閉じ気合いを入れ直す。

　そうだ、彼女と言えば、と昨日不安を感じたことを思い出し、私はそれを課長に相談することにした。

「課……俊一さん。私たちの馴れ初めについてなんですけど、ご両親にはなんて説明すればいいんですか？　あと、付き合ってからの年数も……」

　課長のご両親は、結婚を意識しているくらいだから、挨拶にくる彼女は当然、結婚相手にと思うはずだ。

　そうであるなら、馴れ初めの説明は絶対だし、付き合い始めてからの年数もしばらく経っていたほうがご両親も安心するんじゃないだろうか。

　そう思ったから課長に相談しているのに、彼は何も悩む様子などなく、しかも信じられないような返答をしてきた。

「ありのままを言えばいいんじゃないか？」

「ありのまま、って？」

「馴れ初めは会社の上司と部下で、一緒に仕事をするうちに、俺が付き合ってほしいって言い出した、くらいに言ってくれればいい」

「年数は……」

「それもだ。先週からでいい」

　あっさりすぎる課長の設定に、私は慌ててストップをかける。

「それでいいんですか？　まだ付き合い始めて二週間しか経っていないと、逆にご両親は心配されるような気がするんですが」

「……じゃ、いっそ五年くらいにするか？」

「極端すぎますって！　だいたい私たちが出会ったのって二年前じゃないですか！」

「ははっ、……紗耶香は真面目だな」

　課長はそう言って、私の返しに苦笑しているから、どうせからかっているんでしょといじけてしまう。

　いつも課長はこうやって、ふざけて私で遊んでいる。

　私がいつだって真剣に考えていることも知らないで……。

「まぁ、そういじけるなよ。うちの親は付き合ってる期間が長いだの短いだのは気にしない。紗耶香も気にするな」

　課長はそう言うけれど、私はそんなに簡単には割りきれない。とは言っても、ふたりの関係を大きく繕わなくてもいいのなら、ボロを出す心配も少なくなるからありがたい。私はそのあとも確認事項を課長に尋ね、これから始まる決戦に備えた。




　高速道路を降りれば、もうそこはいつもとは違う風景で、私の緊張感は一気に高まる。

　頭の中で覚えてきた挨拶を復唱していると、課長は私の方を横目で確認しつつ声をかけてくれた。

「緊張してるのか？」

「はい……。けっこう」

　私は昔から緊張が顔や行動には出ないタイプで、周りからはよく「リラックスしてるね」と言われてしまうんだけれど、実は心の中でかなり焦っていたりするのだ。

「何度も言うが、それほど神経質な親じゃないし、俺がフォローするから心配はするな」

　微笑む課長に陽射しが差し、サングラスの奥の穏やかな瞳が覗く。

　頼りがいを感じさせ、安心感を与えてくれる課長の笑顔を見ていたら、まったく状況は変わっていないのに、少し緊張感がほぐれていて驚いた。

「紗耶香は努力家だからな。きっと昨日も、インターネットで調べたり原稿作ったりしてたんだろ？」

「な……なんでわかるんですか!?」

　課長の言うとおり、昨日はインターネットで彼氏のご両親宅へ挨拶、といったキーワードを調べていた。

「わかるよ、いつも見てるから」

　課長はなんでもないひとことのようにそう言って、青信号に従って車のアクセルを踏む。

　課長と恋人契約を始めてから何度も囁かれる『いつも見てる』という言葉に、私はいつも心を震わされる。

　課長は自分のことが苦手だ、と決めつけていた私はその度に、彼の言葉をどこまで信じていいものか困惑してしまう。

　真剣に言われるから余計に尋ねることもできなくて、結局私は戸惑ったままその問いを押し込むしかなくなる。

「あそこの家だ」

　私が課長の言葉に悶々としている間に、車は目的地に到着していたようだ。

　ある家の車庫に車を停め、シートベルトを外す課長にならって、私もベルトを外して外へと出る。

　その家は、オフホワイトの壁と黄土色の屋根、庭にはピンク色の薔ば薇らが咲いている可愛らしい家だった。

「紗耶香、こっちだ」

　課長に声をかけられ、そそくさと後についていく。

「ただいま」

　課長が扉を開くと、廊下の向こうからパタパタとスリッパの鳴る音が近付いてきた。

　出てきたのは、白髪交じりのウェーブがかった髪を後ろでひとつしばりにしている女性だった。きっと、課長のお母さんだろう。

「おかえりなさい、早かったのね」

「まぁな、早めに出られたし。あ、彼女が紹介したい人」

　そう言って課長は手のひらを上にして差し出し、私の方へと向けた。

「はじめまして、樋口紗耶香と申します。今日はお招き頂き、ありがとうございます」

「俊一の母です。疲れたでしょう？　どうぞ上がって」

　下げていた頭を上げて課長のお母さんを見つめれば、彼女は優しそうな笑顔を私に向けていた。まるですごく親しい人を迎えるみたいな満面の笑みに惹きつけられる。

　細められた目尻にうっすらと皺しわが寄り、その笑顔だけでまわりの空気がやわらかくなったような気がした。漂う雰囲気を感じただけで、緊張がふわりと解けていく。

　課長の後に続いて居間に入れば、ソファにはひとりの男性がいて、紹介されなくても、課長のお父さんだ、とわかった。

　たぶん、髪質やすっと通った鼻筋は母親譲りなんだろう。でも、シャープな顎や、大きすぎずそれでいて存在感を示す瞳は、未来の課長を見ているような錯覚を受ける。

「親父、この人が、この前話した人」

「は……はじめまして、樋口紗耶香です。俊一さんにはいつもお世話になっています」

「はじめまして、俊一の父です。こちらこそ、息子が世話をかけてますね。今日はゆっくりしていってください」

　そう言って微笑む顔は、さっき見た穏やかな笑顔の課長とそっくりだった。

「紗耶香さん、そこ座ってちょうだいね。今、お茶を準備してくるわ」

「あ、ありがとうございます。あの、これささやかなものですが……」

　私は課長のお母さんに手土産を差し出す。課長には言っていなかったけれど、昨日デパートに行って有名店のお菓子を仕入れていたのだ。

「あら！　ここのお菓子、美味しいのよねぇ。ありがたくいただくわね」

「わざわざ良かったのに。なんだかすまないな」

　あぁやっぱり、インターネットで調べてきておいて良かった、と胸をなでおろした。

　仮とは言っても、彼女だからそこはきちんとしなくちゃ。

　本当はお茶の準備を手伝わなくちゃと思ったのだが、お父さんに声をかけられそのまま話し込んでいる間にそれは済んでしまっていた。

「俊一から聞いた話だと、ふたりは同じ部署なんですって？」

　華きゃ奢しゃなティーポットで揃いのカップへと紅茶をつぐお母さんが、私にそう尋ねる。

「はい、俊一さんのチームで一緒に働かせていただいています」

「そう、会社での俊一ってどんな感じなの？」

　おお、なんだか彼氏のご両親っぽい質問が来た、と感じた私は背筋を正し、言葉を選びつつ答えていく。

「厳しいですけれど、まわりから信頼されていて、頼りになる人です。私は入社した時から俊一さんの下で働かせていただいているんですけれど、業務の進め方はもちろん、仕事に対する姿勢なども俊一さんの姿から教えていただきました。本当に尊敬できる人です」

「まぁ……。なんだかそんな風に言われると照れちゃうわね、ねぇお父さん？」

「ホントだな。おい、聞いていたとおり、いい子だな」

「ったく、変なこと聞くなよ……」

　課長はそう邪じゃ険けんにしてそっぽを向いているけれど、その耳がなんだか赤く染まっているように見えて、私まで顔が赤くなってきてしまう。

「私たちにとっては、あの俊一が課長なんて、って感じだけれど。ちゃんと働いているみたいで安心したわぁ」

　照れているように見える課長も気になるが、それよりもお母さんの言葉に耳を奪われる。いったい、お母さんの発言はどういう意味なのだろう。

「この子ね、昔から器用っていうか、要領がいいというか、とにかくなんでもソツなくこなす子だったのよ。でもそのわりに向上心がないみたいで。せっかくいい会社に勤められたっていうのに、全然やる気を出そうとしないから、きっと平社員で終わりだわこの子、って思ってたのよぉ」

　けらけら笑いながらお母さんは懐かしそうに語っているけれど、私にとっては、何かの冗談じゃ？と思うほど信じられない話だ。

　だって課長といえば、朝から晩まで仕事一筋、仕事に命かけてます、みたいなタイプなんだもん。

「そんな昔の話出さなくたっていいだろ」

「何言ってるのよ、地方に行ってたまにしか帰ってこないわりにはなんの進展もなさそうで、かなり心配してたんだから」

「まぁ、俊一が真面目に取り組むようになってからすぐに本社への転勤と出世が決まって、俺たちもやっと安心できたってもんだ。まさかあの俊一が、と驚きもしたがな」

　お父さんまでそんなことを言うから、数年前の課長は本当にやる気のない社員だったのだろうか、と思い始める。

　だとしたら、今これほど仕事一筋の課長に変わったのだから、何か大きなきっかけがあって、努力したということなのだろう。

「驚いたと言えば、俊一のビジュアルよぉ！　帰ってきた時思わず、どちら様ですかなんて聞いちゃったんだもの。あれは本当にびっくりしたわよぉ」

　そう言い出し、お母さんはずずいと私に体を向けるから、私は思わず仰のけ反ってしまった。

「ね、俊一って会社じゃイケてるほうなの？　それとも逆？」

　私はお母さんのあけすけな質問に慄き、「え……っと」とどもってしまった。

　会社でのモテ具合を聞かれるというアドバイスは、インターネットには書いてなかったよ？

　予想外な質問に戸惑いつつ、思ったままのことを口にする。

「イケてる方だと思います。きっと、というか絶対。入社した時からずっと女子社員に人気ですし」

「じゃあ、紗耶香ちゃん自身はどう？」

　さらに踏み込んだ質問に、私は顔を赤くして目を泳がせた。

　いや、そのまま言えばいいのだとは思うけれど、一般論を言うのと自分の気持ちを言うのとでは恥ずかしさのレベルが全く違う。

　お母さんはそんな私の様子にさえ、きゃあきゃあとはしゃいでいて、それだけでもかなり恥ずかしい。

「おふくろ、いいかげんにしろよ。紗耶香が困ってるだろ」

　課長の助け舟にホッとし、ひとつ息を吐く。

「いいじゃない、今はこんなにかっこつけた俊一が、学生時代も入社してしばらくもダサかったってこと、紗耶香ちゃんは知らないんでしょ？」

「ええぇ!?」

　何度目かの驚きょう愕がくの声をあげる私を、お母さんは満足そうにニコニコと眺めていた。

「信じられないでしょぉ。今はコンタクトにしてるけど、ついこの間まではびん底眼鏡だったのよ。しかも、センスなしのダサい私服で！　あ、写真見る？」

「もうその話はいいだろ、やめろよ！」

　ヒートアップしていくお母さんを課長が必死で引き止める。

　課長にとっては恥ずかしい過去なのかもしれないけれど、私はすごく気になる。

　ダサい眼鏡姿の課長。何それ、レアすぎる。

　課長はなんとかお母さんを説得したようで、ソファに腰掛け深くため息を吐いた。

　向かいのソファに座るお母さんは、口を尖らせ不満そうな表情をしていて、なんだかおかしい。

「すまないね、せっかく来てくれたのに家内も俊一もこんな調子で……。変なところを見せてしまって恥ずかしいな」

「いえ、仲のいいご家族なんですね。楽しいです」

　課長のお父さんのフォローにも、素直な本音がこぼれた。本当に素敵な家族で、来るまでの不安や緊張はどこかに吹き飛んでしまっていた。

　そのまま夕飯でも、と誘われたが、課長がうまく言いくるめて、今日は早めに帰ることになった。

　去り際、お母さんは私に近づき、そっと薔薇の花束を渡してくれた。

「良かったら、持っていって」

　それは庭に咲いていたもので、ピンクの花びらがいくつも重なり、甘い匂いを香らせていた。

「ありがとうございます、飾らせていただきます」

「いつでも遊びに来てね。私、紗耶香ちゃんのこと気に入ったわ」

　お母さんにそう言ってもらえ、本当にうれしいかったけれど、余計に彼女のフリをしているのが心苦しくてたまらなかった。

　どうして私、課長の本当の彼女じゃないんだろう。

　私は胸に抱えた薔薇の匂いを嗅ぐフリをして、潤うるみそうになる瞳を隠した。







第九章　波乱に満ちた帰り道













　課長のご両親は、私たちが角を曲がるまでずっと手を振ってくれていた。私もそれに応え、角を曲がり姿が見えなくなるまで小さく手を振り返した。

　もう会えないんだなと思うと、切ない気持ちが胸に広がり、鼻の奥がツンとする。

「ありがとうな」

　ボソッと呟いた課長の方に視線を向けると、彼は朗らかな笑顔を浮かべていた。

「親父もおふくろも、うれしそうにしてた。ホント助かったよ、感謝する」

「いえ、そんな」

　確かに彼女のフリをすることになった初めの理由は、課長のご両親を安心させるためだった。

　でも、ご両親に実際会ってみれば本当に優しくて素敵な人たちで、なんだか自分まで幸せな気持ちに包まれていた。私はむしろ課長に連れてきてもらえて良かった、と感謝さえ抱いていた。

「私の方こそ、素敵な方々にお会いできてうれしかったです」

「そうか？　けっこう図々しいところあるからな、とくにおふくろ。悪かったな、変な質問までしてきて」

「たいしたことじゃないですよ」

「いや、助かったよ。本物の彼女みたいな答え方で、上手いなって思った」

　そう言う課長の様子に私は違和感を覚えた。

「……本物の彼女みたい、って？」

「もし、紗耶香が彼氏の家に行ってあんな風に挨拶してくれたら、彼氏も相手の両親もうれしいと思うよ。実際、親父もおふくろも安心したみたいだし」

　課長の言い方がどこか他人事のようで悲しかった。だって、それじゃあまるで。

「……課長、私が彼女のフリでああ言ったって思ってますか？」

「ん？　そうだろ？」

　ちら、と視線をこちらに向けた課長が次の瞬間、少したじろいだのがわかった。

　理由は考えなくてもわかる。なぜなら私は、悔しさと悲しみを込めて課長のことをじっと見つめていたからだ。

「……フリなんかじゃありません。私は、本当に課長のことを尊敬してるんですよ？それを義務感から言ったみたいに……そんな安っぽく見ないでください！」

　せっかく課長と親しくなれたのに、結局彼にとって私は、彼女のフリをしてくれるただの部下でしかないということなのだろうか。

　それはまるで、今の私の感情がすべて否定されるかのような感覚だった。

「なんで私の言うことを素直に受け取ってくれないんですか……！」

　彼とたくさん時間を過ごして、こんなに彼の魅力に気づけたのに。フリで良かったなら、私じゃなくてもよかったじゃないか。

　マイナス思考は止まらず、どんどん自分の顔が歪んでいくのがわかった。私は課長とは反対側の窓に顔をぷいっと向けた。

　しばらく沈黙が続き、気まずいけれど私は謝らない。

　窓の外の景色だけが、すごい勢いで後ろに流れていく。それらが徐々に減速し始めたなと思ったら、車はサービスエリアへと吸い込まれていた。

　課長は駐車スペースに車を停め、エンジンを落としたまましばらくそのままでいた。長い長い沈黙を破ったのは、課長の「すまん……」というひとことだった。

　くるりとそちらに顔を向けると、課長ががっくりと頭を垂れさせているから、自分の目を疑いそうなくらい驚いた。いつもと違い弱々しげな課長に呆気にとられ、思わず口がポカンと開いてしまう。

「さっき言ってたろ？　おふくろが、その、俺が昔……」

「……ダサかった、ですか？」

「……そう。しかも、仕事に対してもやる気がなくて、それなりに給料もらえりゃいいか、って思いで適当に働いて。そんなどうしようもない男だったんだよ、俺は」

　たどたどしく言葉を紡いでいく課長は、あまり振り返りたくない過去と懸命に対峙しているようで、私はひとことも口を挟めず、ただ耳を傾ける。

「心を入れ替えて真剣にやるようになったのはここ数年だ。だから俺は、自分がデキる上司だとは思えないし、イケてるだなんて思ったことももちろんない。俺の役職に気を遣って、お世辞を言っているくらいにしか思ってないんだよ」

　深呼吸をひとつして、私の方へと向けられたその真剣な表情に、目を奪われる。

「褒められることに、気持ちが追いついてなくて、つい……って言ったところで、結局言い訳だよな。せっかく言ってくれた言葉を無下にしてすまなかった」

　そして課長は私に向かって頭を下げようとするから、慌ててそれを止めた。

「や……やめてくださいっ。私なんかに頭を下げないでください！　私の方こそ、課長の気持ちも考えず、勝手に怒ってしまってすみませんでした……」

　私にとって課長がデキる人なのは当然で、彼がそれを認めていないなんて考えたこともなかった。

　今まで完璧に思えていた課長は、私たちと同じひとりの悩める人間なんだとわかると、不謹慎にも親近感を覚え、うれしくなってしまう。

　私は眉を下げつつ、課長の顔を覗き見た。徐々に頭を元に戻し、課長もじっと私を見つめる。

「怒ってないのか？」

「怒ってませんよ、それくらいじゃ怒りません。……少し悲しかっただけで、それも課長の話を聞いたらどこかに行っちゃいました」

　それを証明するかのように、にっこりと笑顔を向けると、厳しい課長の顔がほどけていく。あ、いつもの穏やかなやわらかい笑顔だ。課長のその笑顔は、私にも暖かい気持ちをくれる。

　彼が朗らかな表情で私の名前を呼んだ。

「紗耶香……。気づいてたか？　呼び方が戻ってること」

　課長の話についていけず、ポカンとしたまま彼を見つめていると、向かいの男の表情はみるみるうちに怪しいものへと変化する。

　その様子に、先ほどまでとは違うただならぬ気配を感じた私は、助手席のシートの上で少し後ずさる。とは言っても、所詮は車内だからとれる距離は限られていて、それも課長が詰めればすぐに埋まってしまう。

「家では言えてたのにな。やっぱり紗耶香は欲しくてたまらないのか、俺の〝イタい〟お仕置きが……？」

　予感は的中。かなりマズイ展開だ。

「しゅ……俊一さん!!　次は気をつけますからっ！」

「却下。だいたい車に乗った途端忘れるっていうのは、意識してないってことだろ」

　そして課長は、「ちょっとはイタい目見ないとな？」と言ってどんどん近づいてくるから、私の心臓は爆発寸前。

「外に出ろ」

　私がぎゅっと目をつぶったら、暗闇の中、課長が低い声でそう言うのが聞こえた。




「三百五十円になりまーす」

　課長はお金を払い、ブツを受け取ると、ん、と私にそれを押しつけた。

　無言でじっとりとした視線を向ける私に、課長は怪訝な表情をする。

「なんだ、食わないのか？」

　財布をポケットに仕舞いつつ、課長は私の顔を覗きこむ。

「これのどこがお仕置きですか……」

　飄ひょう々ひょうとしている課長をキッと睨みつけ、手の中のソフトクリームをスプーンで口に放り込む。

　サービスエリア恒例のおやつ、濃厚ミルクソフトクリーム。課長に外に出ろと言われて従ってみれば、渡されたのはソレだった。

　お仕置きで、なぜ私は食べ物を買い与えられているんだろう。今度はどんな〝イタい〟お仕置きが来るのかドキドキしてしまった自分がバカみたいだ。

　釈しゃく然ぜんとしない思いを持ちつつも、甘くて幸せになる味にスプーンは止まらない。

　好きなんだよね、ソフトクリーム！　まさか食べられるとは思ってなかった。

「美味いか？」

「はい、それはもう！」

「じゃあ、俺にも分けろよ」

「えー、くれるんじゃないんですか」

　課長も食べたいならふたつ買えばいいのに、という図々しい発言は、買ってもらった分ぶん際ざいで言えるはずがない。渋々、私はソフトクリームを差し出す。

　そこで初めて、スプーンがひとつしかないことに気がついた。

「待っててください、今スプーンもらってきます」

「いい、それで」

　そして課長は、くわっと口を開けた。

　そうやって待ち受ける課長と自分の手の中にあるスプーンを何度か見比べて、やっと何を期待されているか気づき、目を瞠みはる。

「早くしろよ。でないと、この頭のところひとくちでいくぞ」

　課長はそう言って再び口を開けるから、私はおずおずとスプーンにひとさじ取り、ソフトクリームを課長の口へと入れた。

　ぱくりとそれを咥えた課長がソフトクリームを舐めとり、舌なめずりをする色っぽい仕草に、私は思わず見惚れてしまった。

「……甘いな」

「そりゃ、ソフトクリームですもん」

　私は口を尖らせてそう呟き、ソフトクリームに噛り付く。

　だって、このスプーンをもう一度私が使ったら、間接キスになっちゃうじゃない。

　無言でソフトクリームを口にする私を課長はしばらく眺めていたけれど、半分くらい食べ終えた時、「やっぱりもうひとくち」と言って、軽く私の頬にくちづけた。

　突然襲いかかった柔らかさと温かさの衝撃に、動揺し赤面する私に向かって、課長は片側の口角を上げて微笑んでみせた。

「ついてた」

「う、嘘っ！」

「そう、嘘」

　頬を押さえる私の顔を見た課長はニヤニヤと笑いつつ、私の耳元に顔を近づけた。

「ほら、……周りの視線が〝イタい〟だろ？」

　課長のお仕置きラインナップ、〝キツい〟やつ、〝イタい〟やつ、〝苦しい〟やつ。その言葉が思い返された。

　周りを見渡せば、ちらちらと眺めるおばさま方や、辟へき易えきしているおじさん、子供の目を隠すお母さん。

　お、お仕置きってそういうこと!?

　私は、課長を鋭く睨みつけ、速足で駆け出した。

「おい、どこに行くんだよ？」

　楽しそうな課長の声色が、今はとんでもなく不愉快だ。

「車で食べますっ!!」

　そう言い捨てると、背後から課長の笑い声が聞こえる。

　今度お仕置きって言われても、絶対言うことなんて聞かないんだから!!

　私はそう心に誓った。







第十章　回り始めた歯車













　課長のご両親と会ったあとの私たちは、良くも悪くも〝いつも通り〟だった。

　仕事場ではただの上司と部下で、帰ったら来るメールでは恋人のよう。

　元の関係に戻るわけではなく、ましてや先に進むわけでもなく、ただのらりくらりと続けられる関係。

　ひそかに変わったことと言えば、職場での私への対応が少し和やわらいだことだろうか。

「課長、今提出されている分の資料になります」

「ん、わかった。残りいくつだ？」

「あと三社です」

　資料をひと通り確認した彼は、私の目を見つめ笑顔で資料を戻した。

「とりあえずこれはオッケーだ。また報告を頼む」

　課長は私に対してよそよそしくはなくなった。

　けれど、それが特別優しい扱いかと言えばそうでもなく、あくまで、普通。

　私は受け取った資料を腕に抱え、ため息を吐く。ご両親への挨拶のあと、何か変わると期待していたのは私だけだったようだ。それはなんだか自分だけ空回りしているようで癪にさわる。

　私は課長のところから戻り、そのままデスクについた。

「それ、今度の会議の資料？」

　後ろから声をかけてきた主任に、私は身構えながら振り返った。

　なぜかと言えば、彼にからまれるとあの資料室でのやりとりが思い出され、課長の反応をうかがわずにはいられないからだ。

　ありがたいことに、あれ以来課長があんな風にイライラをぶつけてくることはない。

「はい、そうです」

「そうか、課長も転勤で忙しい時期に決算が重なって大変だよな」

　今週は月次決算の報告書を提出する会議があるから、経理を担当している人は私を含め、忙しく働いている。

「まぁ毎月のことですから、どこかではやらないといけませんからね」

　私はそう言いつつ、資料を横に置く。

「なんだ樋口、余裕そうだな？」

「そんなわけないじゃないですか。まだ提出されてないところがあるので、気は抜けません」

　私は主任の言葉にため息を吐きつつ訴えて、凝り固まった首を回した。

　うちの会社には子会社がいくつかあり、その子会社の月次報告書はうちの部でまとめている。

　会議資料にはその子会社の状況も織り込んでまとめなくてはいけないのだが、子会社からの報告はいつもギリギリになることが多い。今回もまだ三社から提出されていないので、完全な資料を作ることはできていない。

　会議まであと三日だから、徐々に焦りを抱き始める時期だ。

「今回もギリギリまで残業か。毎度この時期はキツいな」

　そう愚痴を言い、主任は自分のデスクに向き直った。

　私はどうしても課長のことが気になり、彼のデスクへと自分の視線を恐る恐る向けた。案の定、課長は私たちを不気味ともとれる目で見つめているから、誤魔化すようにへらっと笑ってみせる。

　課長が他の社員に話しかけられて視線が逸れたのをいいことに、私は逃げるようにオフィスを出て行った。

　報告書が上がってこないにしても、すぐに検討して資料を作成できるようにしておかなくてはいけない。

　課長によくやった、って言ってもらえるようにがんばらなきゃ！

　私は気合を入れ直し、仕事に取り組んだ。




　＊　＊　＊




　私は焦っていた。

　それは、私の担当している子会社からの報告が上がってきていないからだ。

　すでに会議まで二十四時間を切っているから、提出の催促をしなくてはいけない。

　忙しい中で事務仕事をお願いするのは気が退けてしまうけれど、これも必要なことだから、と意を決し受話器をとる。

「お世話になっております。経理部の樋口と申します」

『ただ今、担当者に代わりますので、お待ちくださいませ』

　そう言われて、保留中の陽気なメロディが流れ出す。それが、一回、二回……十何回か流れて耳にこびりつきそうになってきた頃、やっとガチャリと保留を外される音がした。

「もしも……」

『もしもし、お待たせしてすみません。今、担当者が留守にしておりまして……戻りは未定となっております』

「え!?　困りますっ!!」

　思わぬ事態に、私は思わず大きな声をあげてしまっていた。

　慌てて周りをうかがえば、隣の後輩ちゃんも後ろの主任も私の声に反応してこちらを見ている。私は軽く会え釈しゃくして、大丈夫だと伝えた。

　ちらりと見やると課長も私の方をじっと見つめている。絶対に今の状況がバレてはいけないと必死で笑顔を作った。

「あの……、どちらへ外出されているのでしょうか？」

『それは……大変申し訳ないのですが、わかりかねます。で、では、失礼いたします』

　対応していた社員はそう言って早急に電話を切った。私は無機質な音しか鳴らない受話器をあてたまま放心していた。

　約束を守ってもらえなかったことも、もちろん辛い。まるで何かを誤魔化すかのような電話の様子……おそらく居留守を使われているのだろう。そのことに何よりもショックを受けた。

　どうしてこうなっちゃうんだろう。関係作りがうまくできていなかったのだろうか。

　それとももっと早くやってもらえるよう、こまめに声をかけておくべきだった？

　不ふ甲が斐いなさや焦しょう燥そう感かん、そして重責感。そんなさまざまな想いに苛さいなまれて、頭はパンク状態だった。

　とにかく気持ちを落ち着かせようとコーヒーを淹いれにいく。

　給湯室でカップを出しているとドアが開く音がして誰かが入ってきたことを悟る。私は慌てて表情を整えそちらに振り向いた。

「お疲れ様で……」

「俺にももらえるか？」

　そう言って入ってきたのは課長で、私はその姿にホッとしつつも気を引き締めなおす。

「はい、わかりました」

　棚からもうひとつカップを取り出して並べている間に、課長はドリップのコーヒーを出してくれていた。

「大丈夫か？」

　カップにコーヒーをセットしながら、なんでもないことのように言われて、一瞬何のことかわからなかった。ハッとして、すぐにさっきの電話のことだと気づく。

　嫌だな、こんなに情けないところ見られたくなかったのに。

　悔しいような、恥ずかしいような気持ちに囚とらわれた私は、わざと明るい声を出した。

「大丈夫です。なんとかなりますから」

　報告が出せそうもないとは言えない。言葉を濁にごしつつも、たいしたことではないかのように笑ってみせた。

　課長にあきれられたくないから、平気な顔で取り繕いたかった。

　でも、それに対して課長は笑うことなくまっすぐ私を見下ろしている。次第に私の笑顔も弱々しくなってしまう。

「俺たちの契約内容、忘れたのか？」

　この件に関係のないことを取り出されて、私の頭の中にはクエスチョンマークが浮かぶ。

「契約書五番目『隠し事はしないこと』だろ？」

　真剣な彼の瞳から、目が逸らせなくなってしまう。

　課長が伸ばした手にビクリと肩をすくめたが、私の恐れとは逆に、それは私の頭にやさしく降り立った。

　ちらりと見上げた課長の顔が、今度は愛おしげに微笑んでいるから、私の胸は強い力で波打ち始める。

「忘れるな」

　課長がぽそりと呟いた言葉の意味がわからず、「え？」と聞き返してしまった。

　課長は私を見つめたまま、乗せた手を撫で下ろし、私の髪を耳へ軽くひっかけた。

「紗耶香が今までどんな風に働いて、どんな風に人と関わってきたか、俺はちゃんと知ってる。だから、紗耶香も忘れるな。ちゃんとした基盤があれば、話は通じるんだから」

　課長の優しい言葉に、全部見抜かれているのだとわかり目頭が熱くなる。

　自分の今までの仕事振りにまで疑問を持ち、不安を抱いてしまっていることも、私が誰にも相談できずひとりで必死に耐えようとしていることも。

　滲にじみそうになる涙をこらえようと俯いていると、ヤカンの湯が沸騰したことを告げ、それをさりげなく課長が止める。そのままカップに湯を注いだ課長は、ドリップされたコーヒーを私に差し出した。

　課長からコーヒーをもらうのは三度目だ。一度目は課長から付き合ってほしいと言われた日、二度目は課長の家で。

　誰かに淹れてもらうコーヒーは、いつも心を温かくしてくれる。私はひとくち飲んでから、長く息を吐いた。

「大丈夫だ、紗耶香なら」

　そのひとことに、ふと顔を上げれば、カップに口をあてつつ課長が微笑んでいた。その姿に胸がトクン……と音を立てる。

「紗耶香を信じてる。でも辛くなったら、……俺を思い出せ」

　課長の言葉が耳から全身へと心地よい温かさを伝えていく。

　再び頭に降りてきた課長の手のひらは、優しく柔らかく頭を撫で、私の緊張をほぐしていった。




　私は、ふぅっとひとつ息を吐き、目的の番号を押す。耳元で鳴る電子音に胸が潰れそうになるけれど、唇を噛み締めて必死で耐えた。

『もしもし？』

　聞き覚えのある声は、先ほどいないと言われていた担当者のものだった。私は喉の奥の方がキュッとしまるくらい緊張してしまう。

　グッと身を正し、震えそうになるのを抑えながら懸命に声を出した。

「度々申し訳ありません、樋口です。月次資料の件でご連絡させて頂きました」

『あぁ……樋口さん』

　時間を空けたにしても、一日に数回電話してくる相手はあまり好ましくない。それが、自分にとって都合の悪い相手なら尚更だ。

「お忙しいところ、本当に申し訳ないと思います。ですが……少しだけ、五分でいいんです。お話できませんか？」

　相手の沈黙は、あきれているのか、多少は聞く気があるということなのか、どちらかわからないけれど、とにかく私は言葉を続けた。

「何か急に進めなくてはいけない案件が生じたのでしょうか？」

　私は課長の言葉から、ひとつの考えを抱き始めていた。

　担当している子会社は、いつもなら余裕を持って報告を出してくれていた。それが今回だけ遅れているというのはつまり、イレギュラーな何かが生じたということだろう。

「詳しいことまではお聞きしません。ですが、何かご事情があるのでしたら、……私もご協力させていただきたいんです」

　そして私自身、事情を教えてほしい、と言えないような関係作りを相手としてきたつもりはない。

　経理の作業は、計算や分析といったデスクワーク中心だと思われがちだが、実はそれだけではない。他の部署との会議から改善点を見出し、提案するプレゼンテーション能力も必要とされる部署で、なおかつそれを率直に伝えることができる周りとのコミュニケーション能力も大いに要求される。

　もちろん、子会社とコミュニケーションをとり関係を作っていくのも、役割のひとつ。

『まずは相手の身になって考えてみろ』

　以前、他の部署の人と経費について意見が食い違い衝突した時に、課長にそう言われた。『そうすれば、自ずと答えは見つかる』と。

　私はその言葉の重要性を改めて感じていた。

　しばし沈黙していると、電話の向こうから弱々しげな声が聞こえてきた。

『樋口さん、謝るべきはこちらです。大変申し訳ありません……実はあるお取引様からの依頼が一週間も早まってしまって……』

　耳を傾けていると、その要求は無茶なことだが、そのお取引先様とは古くからのお付き合いで断ることはできないこと、そして今社員は身を粉にして働いていることなどがわかった。そんな中で、月次資料の作成など手が回るはずはないということも。

「そうでしたか……。教えてくださり、ありがとうございます」

　話がひと段落し、私は労いを口にしてから、ある提案をしてみた。

「ひとつお願いがあります。資料の素材データを私に送ってくださいませんか？」

『紗耶香を信じてる』

　さっき囁かれたひとことが、私の背中を強く押す。

「困った時はお互い様です！　今回は私が全部引き受けます」

　今私ができることを、私が正しいと思ったことをするという決意を胸に、相手の返事を待った。
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　一度ひと息つき、首をねじってコリをほぐす。

　目の前のExcelの表はやっと八割埋まった、というところだ。最初に表を確認した時は、正直なところ半分埋まっているかもあやしいものだった。だから、これでもだいぶ進んだ方と言えるだろう。

　量の多さに途方に暮れてしまうが、考えていても仕方がない。私は打ち込みを進める。

「お疲れ、樋口」

　その声に振り向けば、主任が私の横に置かれた資料の山を見つめ、苦笑していた。

「大変だったな。これ全部、樋口ひとりでやってるのか」

「仕方ないです、報告を上げなくちゃいけないですし」

　まだそれなりに量のある資料に眉を寄せていると、主任の手がそれにスッと伸び、ひとかたまり取り上げた。

「手伝うよ、少し貸せ」

「いえ、そんな……申し訳ないです」

　ありがたい提案だけれど、すでに定時が過ぎしばらく経っている今、それをお願いするのは申し訳ない。ただでさえ決算前でここ数日残業が続いているから、自分の仕事を手伝ってもらうのは気がひける。

「いつもそうだが、樋口はちょっと生真面目すぎるぞ。責任感があるのはいいことだけど、なんでもひとりでやろうとしてたらいつか倒れるぞ。俺の仕事はもう終わってるんだから、使えるものは使っておけよ」

　そう言って上機嫌に笑い、資料を持って自分のデスクへと向かっていく姿は、いつもより頼もしさを感じさせる。

「ありがとうございます」

「いえいえ。俺っていい奴だろ？」

「ぷっ。それ、自分で言います？」

　さっきまでのかっこいい様子とは打って変わって、得意げな顔を向けてくる主任に笑いが漏れる。

「まぁ実はな、言われたんだよ近藤さんに。樋口を見にいってくれって」

「え……、課長が？」

　思わず課長のデスクをちらりと見てしまうが、課長は会議中のようで、そこにはいなかった。

「きっと全部ひとりで抱え込むから、声をかけてやれ、って」

　主任はそう言って意味深な瞳を私に向けてから、自分のデスクで作業を始めた。

　給湯室で感じた胸をきしませる鼓動が私の中で再び始まる。

　課長が見てくれていて、陰からも私を支えようとしてくれるのがうれしくてたまらない。でも、無駄に期待はしたくないから、課長が優しいのは私が部下だからだ、と自分に言い聞かせた。

　それによって生じる胸の苦しさに惑いそうになるけれど、せっかく主任が手伝ってくれているのだから、と必死で作業に集中した。

　主任は一時間ほど手伝ってくれたあと、どうしても抜けられない用事があるということで帰って行った。けれど、打ち込み作業を手伝ってもらったおかげで、予想より早く次の作業に移ることができた。それでもかなりの時間になっているのはたしかで、オフィスに残っているのは私ひとりだった。

「樋口？」

　オフィスの入り口から声をかけられ、肩がビクリと跳ね上がる。

　声で相手がわかって、胸が震えるだなんて、今日の私はどうかしている。

「お疲れ様です、課長」

　課長は私のデスクに近づき、画面を覗きこんだ。

「あとは、まとめか？」

「はい……」

　課長に見られていると、作業が続けづらい。その気持ちが伝わったのか、課長はすぐに私のもとを立ち去った。

　私がキーボードをタイプする音と紙をめくる音がオフィスを占める。

　初めこそ課長の動向が気になっていた私も、次第に集中していき、必死で目の前の仕事をこなしていった。

　そして、時計の針が午後十時半を過ぎた頃。

「終、わったぁ……」

　保存をかけ完成した資料を前に、私は安あん堵ど感からため息を吐いた。

　一時はどうなることかと思ったが、提出できるレベルまで格好のついたものが仕上がった。これで今回はなんとかなるだろう。

「お疲れ」

　背後から呼ばれる声に振り返ると、課長がコーヒーカップをコトンとデスクに置いてくれた。

「いただきます……」

　それを手のひらに収めて口に流し入れると、疲れた体に温かさがしみていった。

「今回は大変だったな」

「はい……どうにかなって本当に良かったです」

「そうだな、まぁ今回のことを機に何か対策をあげておくといい。毎回背負ってたら、体がもたないしな」

　私は課長のアドバイスに頷きつつ、目の前でデスクに腰かけるその人を見つめる。

　そういえば、あの日もこんな風だった。私は課長から付き合ってほしいと言われた日のことを思い出していた。

　残業を終えた時に課長がカップを差し出してくれて、一緒にコーヒーを飲んだんだ。

　あの時は、珍しく課長と近づけてラッキーと思っていたけれど、こんな風になる日が来るとは思ってもいなかった。

　懐かしい思いで見つめていると、課長が口を少し開けて何か考え込むような仕草を見せた。どうしたんだろうと不思議に感じていると、課長は床に向けていた目線を少し上げて私を見つめた。

「明日、どこか一緒に飯いくか？」

　突然の課長の提案に呆気にとられ、「え？」と聞き返してしまった。すると課長は少し頬を赤らめながら、ためらいがちにもう一度、具体的な言葉を使って私を誘った。

「明日の仕事が終わったら、デートしよう」

　突然のお誘いに、私の胸がまた激しく音を立てた。呆ぼけたままの私は、「返事は」と促されるまで口をポカンと開けてしまっていた。

「いっ、行きます！　連れていってくださいっ」

　大きな声でそう返事した私に対して課長は、うれしそうに肩を揺らして笑っている。

「じゃ、約束な」

　私にとびきりの笑顔を向けて微笑む課長を見た途端、さらに熱が生まれた。私はそれ以上見ていられなくなって顔を逸らした。

　課長はわかっているのだろうか？　課長の些細な言動で私が期待してしまうこと。課長といつか別れなくてはいけない事実など忘れ、この関係にすがりつきそうになってしまっていること。

　だから、課長。

　そんな顔をしないで。そんなに優しい言葉をかけないで。そんな目で私を……見つめないで。







第十一章　もどかしい心













　窓の外に目をやると、赤く染まった空はキレイなグラデーションを作り始めていた。

　夏が近づくにつれ日が暮れるのが遅くなってきて、いつの間にか時間が経っていることもある。

　左手の時計に目をやれば、時刻は間もなく午後七時になるところ。それから目を離すと、テーブルの上に置いた携帯電話が私にメールを受信したことを伝えた。

　差出人は予想通りの人で、そして、今まさに待っている人からだった。

『待たせて悪かった。今どこだ？』

　端的な問いに私も、店名のみというシンプルな返事をすると、数分後、窓の外に彼の姿を見つけた。私は急いで会計を済ませ、彼に向かって走っていった。

「なんで紗耶香が走ってくるんだ」

　店を出ると、その前で課長は、にこやかな笑顔をたたえて立っていた。

　鼓動が早くなったのは、焦っていたからだ。顔が熱いのも日が照っているからだ。

　私は誰かに言いわけをするかのように、心の中でそんなことを唱えていた。

「だって、課長に出向いてもらうのは申し訳なくて……」

　そう説明する私の唇を、課長の人差し指が優しく制した。

「今からは上司じゃないから、余計な気遣いはしなくていい」

　課長の人差し指はさらに少しだけ距離を詰め、私の唇に微かに触れる。

　それと同時に私の心臓も、一つ大きな音を立てて跳ねた。

「返事は？」

　課長は挑戦的な瞳で私に問いかけるけれど、今の行動とその視線に囚われた私は即座に反応できない。

「紗耶香……？」

　課長の人差し指はそのまま私の顎のラインをたどり、自然な慣れた手つきで私の頬全体を包み込んだ。その感触に心地良さを感じ、目を細めた瞬間。

「痛っ!?」

　突然の衝撃に私は目を剥く。課長の手がサッと離れていってから、急な攻撃を受けた左頬を手のひらで覆った。

　優しく包み込んだと思った課長の手は、そのまま私の頬を思い切りつまんだのだ。

「な……何するんですか!?」

　向かい合う課長は、そんな私を見て思い切り笑っている。

「あまりにも気が抜けてるから、起きてるのか心配になったが、目は覚めたみたいだな」

「寝てなんかいませんよっ！」

「じゃあ、今何を言えばいいかわかるか？　紗耶香」

　見下ろしつつそう言われるから、私は当然、とでも言うように得意げに課長を見上げた。

「遅かったですね？　俊一さん」

「おい、これでもかなりスピードを上げてやってきたんだぞ」

「女性を待たせてるんですから、文句を言われるくらい当然じゃないですか？」

　ふざけてそんなことを言ってみるけれど、本当はわかっている。

　今の課長にとってこんな時間に仕事を終わらせるには、かなりの無茶をしないとできない。それは全部私のためなのだと思ったら、知らないうちに口角は上がっていく。

「じゃあ行くか」

　課長はそう言って、まるで当然のことのように私の手を握って歩き出した。

　驚いたから何か言ってやりたい気もしたけれど、私に構わず歩いていってしまう課長を見ると何も言えなくなってしまう。

　私自身、課長に絡められる手のひらも指も心地よいものだったから、何も言わずそれを受け入れた。




「美味しい！」

　課長に連れられていったところはイタリアンの店だった。とは言っても、堅苦しい雰囲気ではなく、大衆向け食堂のような、気軽に入れる感じの店だ。

　店内はわずかな黄熱球にともされて少し暗く、テーブルの上ではロウソクが揺れている。カウンターから調理風景を覗くことができ、客席からも見える窯かまで焼かれたピザは絶品だった。

　私はマルゲリータを頬張りながら頬に手をあてた。

「紗耶香は美味そうに食うな」

「だって本当に美味しいですよっ！　生地がサクサクなのにふんわりしてて……。ハマっちゃいそう」

「そんなに喜んでもらえたなら良かった」

　課長は肩を揺らして笑い、グラスを傾けた。今日、課長は自動車で通勤していて、一緒にそれに乗ってこの店に来た。だから課長はアルコールを飲んでいない。

　私はグラスの赤ワインを喉に流した。今日はいつもより飲んでいないはずなのに、顔が火照ってきているのを感じる。

　ロウソクのささやかな明かりによって課長の顔は魅惑的に彩られていて、私はそれに無意識で見惚れていた。

「どうした？　そんな目で見て」

　目を細めて微笑む課長からは色気が溢れ出ていて、それを見ているだけでのぼせてしまいそうだ。

「違います、ちょっと……ボーッとしてただけです」

　私が顔を逸らす様子を見て、課長がくすくす笑っているのが聞こえてきたけれど、グラスをあおって気づかないフリをする。

　ちょうど良くデザートのレモンシャーベットが運ばれてきて、私はその冷たさで体の火照りを冷ました。

「じゃあ、そろそろ行くか」

　食べ終わって少し落ち着くと課長がそう切り出したから、私は荷物を持って立ち上がった。

　その時さりげなく課長に体を支えられ、思わぬ彼女扱いに胸がトクンと音をたてた。

　課長はアルコールの入った私を引き寄せるように、肩に手のひらをあてて歩き出す。

　会計を通り過ぎていく課長に訝し気な視線を向けると、「もう払ってあるから」と言われ、さらに肩をぐいと引き寄せられた。

　働かない頭では、温かい手を避ける理由は思いつかなくて、そのまま彼に支えられて車まで向かった。

「家に着いたら言うから、寝ててもいいぞ」

　助手席に座り、半分落ちかけた瞳の私を見て、笑いつつ課長はそう言った。

「大丈夫です。寝ませんから！」

　私はそう言って、前を向いて真剣な表情で運転している課長を見つめた。

　酔った頭と視線が合わないという緊張感のない状況に調子に乗った私は、思わぬ台詞を口走っていた。

「俊一さん……、どうして私だったんですか？」

「何がだ？」

「仮の彼女役にする相手のことです」

　仲直りをして、イチゴジャムを渡す前に聞きたかった本当の質問。

　あの時は、図々しくて口にすることもできなかったけれど、少し距離感の縮まった今なら、お酒の力も借りてその答えを受け入れることができそうな気がした。

「……何をいきなり言ってるんだ」

　課長は不意をつかれたのか、少し声をよどませて答えた。

「だって、俊一さんの彼女になりたいって言う子、探せば山ほどいるじゃないですか。最初の頃に『他の奴は面倒くさい』って俊一さんは言ってましたけど、それにしたってなんで私なんだろう、って思ったんです」

　課長は何かを考えこむように、眉間に皺を寄せている。

「黙ってないで、何か言ってください」

　そう促しても、口を開いたかと思えばまた閉じてを繰り返している。

　なんだ。何か特別な理由があるんじゃないかと期待してしまったけれど、やっぱりそうではなかったのだ。

　途端に、悲しいような恥ずかしいような感情に襲われた。

「やっぱりなんとなくなんですね。私でないといけない理由なんてどうせないんでしょう」

「……そんなことはない」

「俊一さんがもともと私のことが嫌いだったのはわかってますから、別にいいですよ」

　すると課長は一瞬驚いたように視線を向けてきて、私はその表情にドキリとした。

「どうしてそんなことを言うんだ。俺はそんなこと、一回も言ったことないぞ」

　急に真剣な表情で反論し始めたから、なんだか悔しくて、私も意地を張る。

「だ、だって……俊一さん、私だけ目も合わせてくれなかったじゃないですか。だから私、嫌われてるんだと……」

　急に車が停車し、私の体は軽く前のめりになる。窓の外を見ればどこかの路肩のようで、なぜそんなところで車を停めたのかわからなかった。

「だれが嫌いだって言った」

　課長は私の方へとまっすぐ顔をむけてそう呟く。その視線は、何者をも逃すことを許さないような強さを秘めていた。

「嫌い、だなんて思ってもいないこと、俺は言ってないぞ」

　その言葉と彼の表情に私は戸惑い、言葉を失ってしまった。

　課長の顔は悲痛に歪んでいて、ともすれば私が彼を傷つけたかのようだった。

「俺はずっと紗耶香のことを見てた」

　まるで、言葉を今行動で証明するかのように、目を逸らさず見つめられる。私はその視線に囚われてしまった。

「俺が、紗耶香のことをどれほど大切に思っているのか、もっと知ろうとしてくれよ」

　心臓がドクン大きく跳ね上がって、切なげに響く言葉に涙が溢れそうになる。

「今も、紗耶香しか見えてない。……紗耶香は？　俺のこと、どう思ってる？」

　私の気持ち……？　改めて尋ねられてしまい、言葉に詰まる。

　課長のそばに居られてうれしい。でも、他の人でも良かったんじゃないかと思ったら、悔しくてたまらない。それでも、他の女の人が彼の横に立っていると考えるだけで胸が苦しくなる。

　この感情は、何と表現すれば良いのだろう。

「わかりません……」

　何を言えば正しく自分の気持ちが伝わるのかわからず、目を泳がせ、私はそう言葉をこぼした。

　課長はしばらく黙り込んでから、途端に肩を震わせて笑い出した。その突然の行動に困惑するけれど、道路の街灯で照らされる彼の表情は寂し気で、私は何も言うことができなかった。

「……そうだよな。困らせてすまん」

　課長はそう告げ、再びエンジンをかけた。

　車を発進させ再び前を向く課長を見つめたまま、私は自分に向かって問いかけた。

　課長は、なんであんなことを尋ねたのだろう。

　どうして、私はちゃんと答えられなかったのだろう。

　胸の中に疼うずく感情に気づきたくなくて、私は窓へと視線をずらした。

　なぜか私の瞳にはじわりと涙が浮かび、窓の外の景色が滲んで見えた。







第十二章　嵐の到来













　頼みたいことがある、と課長に言われ資料室に向かったのは、昼の業務が始まる少し前のことだった。

　あんなことがあってからも課長は何も変わらず、あの後も私をマンションまで送り届けてくれた。次に職場で会っても何食わぬ顔で挨拶されるから、私の方が拍子抜けしてしまった。

「わからない」と答えた私を課長は深く追求しなかったから、私も課長の言葉の意味を問い詰めることができずにいる。

　重大な問いかけをしておきながら、課長はそれ以上踏み込もうとしない。その様子から、もしやあの時もからかっただけだったのだろうか、という考えが浮かび、私の胸をチクリと痛めつける。

　でも、演技にしては課長の表情は真剣そのものだった。

　まるで恋人に向けられたような言葉たちを思い出すと、自然と私の頬は赤く染まる。

　あれがただの彼氏（仮）としての台詞なら、課長の演技力はプロ並みだ。

　課長の真意が何かはわからないけれど、私と課長が不安定な状況にあるのは事実だ。そんな彼が、頼みたいことがある、と言うから私は気まずさを感じずにはいられない。

　けれど、課長の指示を無視することはできず、不安な気持ちで資料室のドアを開けた。

「失礼します」

　そう言って中に入ると、すでに課長は到着していて、資料を眺めつつ棚に背を預けていた。

　ブラインドから漏れる微かな光に照らされたその姿に胸が高鳴った気がしたが、それはただの気のせいだと、思考の端に追いやる。

「お待たせしてすみません、なんでしたか？」

「いや、呼び出してすまないな」

　私を一いち瞥べつしてからそう告げ、課長は手に持っていた資料を本棚に入れた。

「いきなりなんだが……、紗耶香、明日の晩って空いてるか？」

「明日ですか？　とくに予定は入ってないですよ」

　ちょうど会議や急ぎの仕事もなく、平日ということもあり、誰とも用事は入っていない。

　さらに先を促そうと課長に視線を送ると、彼は言いづらそうに口に手をあてつつ話し始めた。

「明日、俺の母親がこっちに来るらしい」

「あ、そうなんですか」

　数日前に初めて会った課長のお母さん。明るくて楽しくて、とても素敵な人だった。

「それで、用事が午後五時くらいに終わるらしいんだが、紗耶香の仕事が終わるまで待ってるから、一緒に食事でもどうか、って言ってるんだ」

　課長のご両親に会うのは一回だけだと思っていた私は、課長のひとことに当惑する。

「ちなみに、俺はその日どうしても抜けられない会議がある。だから、紗耶香におふくろの相手をしてもらいたいんだ」

「えぇ!?　それは無理です！　絶対に大変なことになっちゃいます」

　ひとりでお母さんの相手をしてほしいというまさかのお願いに、さすがに私は焦ってしまう。

　ただでさえ課長のお母さんともう一度会うということで戸惑っているのに、ふたりきりで食事だなんて、失態を犯す可能性はかなり高い。会いたいのはやまやまだが、ひとりで会って何かあっても、責任を取り切れない。

「だけど、おふくろがどうしても会いたがっててな。俺はいなくてもいいから、紗耶香に会わせろってうるさいんだよ」

　課長が顔をしかめて告げた言葉で、お母さんが私を気に入ってくれているとわかりホッとした。けれど、それとこれとは話が違う。彼女のフリをしてお母さんを騙さなくてはいけないんだと思うと、この間も感じたもどかしさが浮上してきた。

「どうにか断れませんか？」

　じっと見つめ必死の思いでお願いすると、課長は一瞬目線を逸らしてから悲しそうに俯きこう呟いた。

「……やっぱりうちの親と会うのは苦痛か？」

　まさかそんな失礼なことを考えている女だと思われていたのだろうか？　困惑した私は思わず声を荒げた。

「そうじゃありません！　もう騙したくない、って言ってるんです。素敵な人たちだったから、もうこれ以上嘘は吐きたくないんです！」

　課長とふたりきりでやる恋人ごっことはわけが違う。ご両親が寄せる恋人への期待は、仮の彼女である私が負うには重いものだった。

　口を噤んで床に目をやると、頭上から「そうか……」と課長の呟く声が聞こえた。

「じゃあ、おふくろにはなんとか伝えておくから。悪かったな」

　課長はそう言い残して資料室を出て行った。私は静かに閉じた扉を見つめたまま拳を強く握り締め立ちすくむ。

　課長は今の私たちの関係をどう思っているのだろう？　もうご両親への挨拶も終わって私の役目は済んだはずなのに、それでも仮の恋人関係を続け、私に無駄な期待を抱かせ続ける。

　そんなはっきりしない課長の行動に揺れつつも、だったら自分は課長とどうなりたいのかと問われたら、私だって答えることはできない。

　自分はどうしたいのかが、一番わからないからだ。

　誰にも訴えられないもどかしい感情を胸に、私はそのまま資料室でじっと考えあぐねていた。
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　それは突然の衝撃だった。

「紗耶香ちゃん!!」

　退社後、駅に向かおうとする私を止めた声は、どこかで聞いたことのあるものだった。振り向くと、そこにいたのは課長のお母さんだった。

「お、お母さん!?」

「俊一にはダメって言われたんだけどねぇ、どうしても会いたくて来ちゃった」

　かなりの無茶ぶりをかましていても、それを許してしまうような笑顔を向けるお母さんはやはり素敵だ。

　突然の出来事で仕方ないとは言っても、私が出てくるのをずっと待っていてくれたと思うと申し訳なかった。

「紗耶香ちゃん、今から少し時間ない？　三十分くらいでいいのよ、お茶に付き合ってちょうだい？」

　そんなことを言われたら断れるはずもなく、私は会社近くのカフェにお母さんと向かった。

　私はブレンドを、お母さんはカフェラテを注文して、しばらくはふたりとも何気ない会話をしていた。

　でもそんな中で私は、きっとこんなところまで来るくらいだから、お母さんは何か言いたいことがあるに違いないと感じ、どこか緊張した心もちでいた。

「俊一は今、忙しいのかしら」

「そうですね。引き継ぎがあるので、遅くまで働いているみたいです」

　そう答えると、お母さんは眉を下げて苦笑しつつ口を開いた。

「紗耶香ちゃん、ごめんなさいね。俊一の転勤があるから、すぐに離ればなれになる上に、忙しくて今も十分に話せていないんじゃない？」

「いえ、そんな。それは仕方が無いことだって、わかってますから」

　それに、課長の転勤があったからこそ、私たちはこんな関係になったのだ。それが無かったら、今でも私たちは気まずいままで、ろくに会話もしていないに違いない。

　そう思えば、私たちが離ればなれになるのは決められた運命だとも思える。私はその事実に心のどこかで、あぁ、やっぱり……、と納得していた。

「あのダサくて向上心のない俊一が海外転勤だなんてねぇ。本当、人生何が起きるかわからないわぁ」

「お母さん、その話気になってたんですけど、もう少し詳しくうかがえませんか？」

　私は、もしかしたら課長の弱点を教えてもらえるかもしれないという興味本位と、できるだけ楽しい話をしたいという思いから、詳しく聞き出そうとする。

「聞いてくれる？　もうホントに大変だったのよ」

　そしてお母さんが始めた課長の話はすごく興味深いものだった。

　高校は学年トップで通っていて、生徒会長にも推薦されたが、『面倒だから』のひとことで引き受けなかったということ。進学した大学ではさまざまな資格や検定を漁るように受けて、その時取った簿記やTOEIC、さらにはコミュニケーション試験というものが入社の時に役立ったこと。しかし、入社した先ではやる気を見せず、上司から厄介者扱いされる時もあったということ。

　お母さんから聞く話は、課長らしかったり、逆に予想外なこともあったりして、私は飽きることなく聞き入っていた。

　いつもは上司として頼りになる課長も、お母さんが話せば可愛い男の子のようで、それがまた新鮮だった。

　お母さんが言う課長のダサい格好は本当におかしくて、私は上司ということや仮の彼氏ということも忘れて、大笑いしてしまっていた。

　気づけば時間はかなり過ぎていて、お母さんはそろそろ電車の時間があるからと言って、帰る支度を始めた。

「最後にひとつだけ、いいかしら？」

「……！　はい……」

　ついに本題が来たかと思い、姿勢を正してお母さんの次の言葉を待った。

「ありがとうね、俊一のそばにいてくれて」

　まさかお礼を言われるとは思わなかった私は、予想外の言葉に肩すかしをくらったような気分だった。お母さんは、真っ直ぐ私を見つめたまま、さらに言葉を続ける。

「さっき話したみたいに、俊一はいろいろと心配なことが多かったのよ。だからそんな俊一が今頑張っていることはうれしいし、紗耶香ちゃんみたいな子がそばにいてくれることがありがたいの」

　課長とそっくりの穏やかな笑顔を向けられて、それに申し訳なさを感じた私は目線をテーブルへと移した。

「……でもね、無理に一緒にいようと思わなくてもいいのよ」

　視線を戻してお母さんを見つめると、その表情は何かを覚悟しているように見えた。

「支えてほしいだなんて、親の私から頼むことは申し訳なくてできないわ。もちろんそうであってくれればとは思うけど。……だから、紗耶香ちゃんが思うように行動していいのよ」

　私は何も言えなかった。本当なら待っていてあげてと言いたいだろうに、息子や自分の幸せよりも、私のことを気にかけてくれる。

　お母さんの優しさが心にしみて、私の瞳には涙がたまり始めていた。

「お母さん……」

「今日は会えて良かった。本当に楽しかったわ」

　そして向けられる笑顔に、今度は完全に俯いて、私はこぼれる涙をこらえた。




　駅までお母さんを見送るために、私はホームに来ていた。

「すみません、ごちそうになってしまって……」

「当然よ、私が引き止めたんだもの」

　お母さんの乗る予定の電車はもうすぐ到着するところで、アナウンスがホームに電車が来ることを伝えていた。

「そうそう、これプレゼント」

「なんですか？」

　渡されたのは封筒で、お母さんは歯を見せて笑いながら「帰ってからのお楽しみにして」と上機嫌に言った。

「じゃあ、またね」

「はい、ありがとうございました」

　そしてお母さんは来た電車に乗り込み、窓から手を振りつつ去っていった。

　私はそれを見送ったあと、改札を出た。

　向かう先は会社。きっと彼はまだいるだろうと期待して、ヒールを響かせ来た道を戻る。

　受付をする社員も帰ってしまい静まりかえるメインロビーを抜けて、エレベーターに乗り込んだ。

　上昇していく箱の中で息を整え、自分の頭の中も整理していく。

　私は彼に言わなくちゃいけない。そして、けじめをつけなくてはいけない。

　その決心を胸に決めた時、目的の階に到着してドアが開く。私はそのままオフィスへと直行した。

　中に入れば、ひとりで作業をしている課長の姿があり、彼は私の気配に気づいて頭を上げた。

「……紗耶香？」

「……〝課長〟」

　はっきりと呼んだ役職名の呼び方で、その意思表示は伝わっただろうか。

「どうした？」

　ただならぬ様子を察してデスクから出てきてくれた課長に対して、私はひとつ深呼吸してから話し始めた。

「さっきまで、課長のお母さんと会ってました」

「……そうか。悪い、強めに言っておいたんだが、やっぱり来てたんだな」

　課長は眉尻を下げて困ったような顔をした。

「それはいいんです。私も話せて楽しかったですし。でも、それで思ったんです」

　そして私は課長に向かって、自分の決意を言い放った。

「私たちもうこれ以上、一緒にいるべきではないと思います」

　課長は目を丸くしたあと、俯いて笑っているから、どうしてこんな緊張した状況で笑えるのだろう？ともどかしい思いに襲われた。それは同時に、真剣に考えているのは私だけなんだろうかという不安な思いも抱かせる。

「何かあったのか？」

「課長のお母さんと会ったのが決定打ではありましたけど、ずっと思っていました。やっぱりこんなのいけないって」

　お母さんのためにも、私のためにも、課長のためにも、この関係はもうケリをつけるべきだ。

「だから、これで終わりにしましょう」

　私のその言葉のあと、しばらく沈黙が続く。

　私は目を逸らさず課長を見つめて、課長も同じように私を見据えていた。まるで、目を逸らせば負けであるかのような気迫をお互いに持っていた。

「……それならいっそのこと、本物にするか？　俺たちの関係を」

　沈黙を破った課長のひとことが私に降りかかり、それに私は、やっぱり、と納得しつつ悲しい気持ちになってしまう。

　思っていた通り、彼にとって私との関係は本気ではないんだ。こんなに簡単に、軽い気持ちで大事なことを言い出すのがその証拠だ。

　私は顔を歪め、自分の言いようのない切なさが伝わることを願いながら、課長を見つめた。

「……何を言ってるんですか……。冗談はやめてください」

　微笑んだままの課長を見ていると、私の唇には自然と力がこもり眉が寄ってしまう。

　どうせ私を置いて行ってしまうくせに、そんなことを言わないで。

「私と課長が別れることは決まっているんですから」

　はっきり言い切ったその言葉は、まるで私自身に言い聞かせているかのようだった。

　課長が「そうか……」と呟きながら近づき、目の前に来て私をじっと見下ろした。

　私も課長をじっと見つめているから、距離が近づいたことで顎が上がってしまう。

「俺たちの関係が変わる可能性は、少しもないのか？」

　見下ろされる威い圧あつ感に負けじと、私は課長を睨み上げる。

「ないに決まってます。そんなこと、初めから決まっていたじゃないですか」

　そんな風に気安く期待を持たせて、私の心を乱さないで。

　悔しさを必死でこらえて課長に強い視線を送っていると、彼は何かを諦めたみたいに空を仰いでから、よどんだ瞳のまま私の顎を掴んだ。

　その表情に背筋がゾクリとする。私は衝動的に顔を背けようとしたけれど、掴まれた顎のせいでそうすることはできなかった。

　そのまま引き寄せられ、抗あらがう間もなく唇が近づいてくる。私は身を固くし、思わず目をつむってしまった。

　しかし、しばらく待っても触れるはずの感触はなく、おそるおそる目を開けると、間近に諦めたように微笑む課長の顔があった。

「……俺だって、初めから知ってたよ」

　虚うつろな目で私を見下ろし、課長は吐き捨てるようにそう囁いた。

　ついに課長が触れることはなかった。それによってどこか満たされない気持ちが私の中に広がっていく。

　自分が知らず知らずのうちに抱いていた期待とそれを裏切られたもどかしさから、逃れようのない現実を突きつけられる。

　胸の中に確かに広がっていく感情は、今まで気づいてはいても、認めようとしなかったものだった。

　――私は課長が好きだ。







第十三章　認められない気持ち













　あれから、どうやって帰ってきたのか詳しくは覚えていないけれど、気づけば息を切らしてホームに立っていた。

　何かを課長に喚わめいた気もするし、何も言わずに課長の言葉を無視して逃げてきた気もする。

　わかるのは、イケナイものに気づいてしまったということ。

　とてつもなく課長が好きで、期間限定とわかっていても恋してしまうほど、熱烈な想いを抱いているという事実。

　家に着いた途端、中身が散らばるのも構わず鞄を放り投げ、頭を抱えて床にうずくまった。肩は震え、涙と嗚お咽えつがこぼれ出す。

「……叶うはずないって、わかってたのに……」

　わかっていたから、気づかないまま目を逸らしていたかった。

　本当は初めから課長に惹かれていたし、仮の関係では満足できなくなっていた。

　それを認めなかったのは、ただひたすらこの結末を恐れていたからだ。

　いつかは自分が置いていかれる未来が見えたから、必死で想いを誤魔化していた。

　それでも課長との恋人関係にすがりついてしまったのは、彼と離れたくなかったからだ。

　警鐘が鳴っているのはわかっていたのに、それを無視したのは、私自身。

　完全に彼の罠にはまってしまった私が逃げることは、もうできない。

　目からとめどなく溢れる涙がフローリングを汚しても、私はそのまま胸の痛みを抱えたまま床にくずれ、もがいていた。

　……課長のことを想いながら。
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　私はあれから課長をことごとく避けた。

　提出資料も、帰宅時間ギリギリに、しかも課長が席を立った隙をついてデスクに置くようにした。

　メールも開かなかったし、電話にも出なかった。

　幸い課長も今は転勤前で忙しい時期だから、捕まることはなかった。

　そして今日もまた私は忙しく仕事を終えようとしていた。

　課長は今会議に行っているからまさにチャンスと、課長のデスクに資料を置いて、帰り仕度を始める。

　すると、「樋口、もう終わりか？」と背後から声をかけられ、恐る恐る振り向けば、ニコニコ微笑む主任がそこにいた。

　こんな顔をされたら不気味としか言いようがないな、と内心ビクつきながら主任の顔をうかがう。

「ど……どうされましたか、主任？」

　もう帰るのだと主張するように、持っている鞄を見せつけてみるけれど、彼にそんなことは関係ないらしい。

「俺の仕事手伝いたいだろ、やらせてやる」

　下した手てに出る私に向かって、主任はとんでもない俺様発言を飛ばしてくる。

「すみません……私、今日は……」

「この間大変な時に助けてやったのは誰だっけ？」

　目を見開いて主張する主任の手法は、まるで借金取りみたいに強引だけれど、とてもそんなことを言い返せるような雰囲気ではない。

　私は嫌々手のひらを差し出し、主任からやるべき仕事の資料を受け取った。

　内容を見てみれば、簡単な作業の割に、手続きが面倒な仕事だった。思わず主任に対して恨みを抱いたが、仕方なくパソコンを立ち上げ仕事を進めていく。

　しばらくして目め処どがついたなと思い軽く伸びをして周りを見れば、徐々に人が少なくなってきていて焦りを感じる。

　だが、こういう時に限ってソレは訪れるのだ。

「樋口先輩……、お願いがあるんですが……」

　まさか、と引きつりそうになる口元を整え、ニッコリ笑ってその子の方を見ると、そこには予想通り八の字眉をした後輩ちゃんがいた。

「すみません……、これがどうしてもわからなくて……」

　その資料を受け取りめくってみると、たしかにまだ新人の彼女には難しいと思える仕事内容だった。

「……わかった、やっておくよ」

「本当ですか!?　助かりますぅ」

　いや、今にも帰れるように鞄を持って資料を差し出してこられたら、やるしかないじゃない。「お疲れ様でしたぁ」と上機嫌に帰る後輩ちゃんの背中を見送りながら、私はやさぐれる。

　なんだって今日は次から次へ仕事がこんなにやってくるのだろう。しかも、帰れそうと思ったところに。

　深く深くため息を吐いた私は再びデスクに向かい、渡された仕事にとりかかり始めた。




　主任からの仕事、そして後輩ちゃんからの仕事が片付いた時には、周りの人は完全に帰宅していた。というか主任まで帰っているのはどういうことだろう、とまるではめられたような印象を抱く。

　その時、ドアから入ってきた人の姿を見て、私は呼吸が止まるくらいの衝撃を受けた。

「仕事は終わったのか？」

　それは私が避けて避けて避けまくっていたあの人で、そのしてやったりな顔から、私は本当に罠にはめられていたのだと気づいた。

「斎藤は上手くやってくれたみたいだな。大変だったろ、突然の仕事が来たから」

　課長は不敵な笑みを浮かべ近づいてくるから、私は立ち上がり、例によって後ずさる。すぐに壁に背中がついて、逃げられなくなるのはわかっているけれど。

「……な、なんですか」

「どうして俺を避ける？」

「どうして……って」

「まだ紗耶香は俺の彼女だろ。なんで電話にもメールにも返事をしないんだ」

　まだ、というひとことさえ、今は私の胸を抉えぐる凶器だ。

　ほら、どうせいつかは私との関係を清算するつもりなんでしょう？　だったらこれ以上私が傷つかないためにいっそ、今別れることにしてほしいのに。

「言ったはずです、もうやめましょうって」

「俺はいいなんて言ってないぞ」

　課長は私の前に立ち、まっすぐ見下ろしてくるから、それだけで私はいてもたってもいられなくなる。

「なぁ、どうしてだよ？」

「……言いたくないです」

「関係なんて変わらなくていい。俺はそれでも、……できるだけ長く紗耶香と一緒にいたいんだ」

　課長の表情が切なく歪むのにつられて、私の胸の中にも何とも言えない気持ち悪さが広がっていった。

「……だから、そんな冗談言わないでください」

　認めたくなるけれど、それを認めてあとで泣きを見るのは自分だと知っている私は、課長の言葉を否定する。

　長くと言ってもあと数日の話。その事実がわかっているのに、課長の言葉に期待を寄せられるほど、私の心は強くない。

　私の言葉に課長は余計に眉を寄せるから、私は視線を別の方向へと向けることでその現実から逃れようとした。

「それ、本気で言ってるのか？　これだけ俺が真剣に言ってるのに、少しも紗耶香には伝わってないのか？」

　課長が真剣な声で切なげに懇こん願がんする様子に、私の心はひどい罪悪感を覚える。それは、あの資料室で課長に向かって『ただの仕事上の関係』と言い放ってしまった時と同じだった。

「紗耶香、俺は紗耶香のことが……」

　課長の言葉を拒むように、両耳を手のひらでふさごうとしたが、その動きは課長の手によって押しとどめられた。

　目の前にいる課長は、私を覆ってしまいそうなほど背が高く、鍛え上げられた腕は太くびくともしないのに、……その表情だけが、切なげに揺れている。

「ちゃんと聞いてくれよ、俺の気持ちを」

　課長は私の手首を握り締め、勢いよく引き寄せた。そのまま私は課長の腕の中にぴたりと収まる。その温もりが心地良くて、私は胸が震えるのを感じた。でも、そんな自分を認めたくはないから、私は課長の胸に顔を押し付けたまま強気に吐き捨てた。

「どうしてこんなことをするんですか……!?」

　瞳にはじわりと涙がたまっていく。そんな滲んだ世界の中、課長がくすりと笑う声が聞こえた。

「だったら、どうして紗耶香は拒まないんだ？」

　その言葉にカッと頬が熱くなり、反射的に課長の体を押し返した。

　認めちゃいけない。流されちゃいけない。頭の中で危険信号が鳴り響く。

「もう……近づかないでください……」

　どうせ離れていくくせに、これ以上私を惑わせないで。

「嫌だ」

　課長は子供のような発言とともに詰め寄って、手を壁に押しあてるから、私は囲まれたまま身を縮こまらせた。

「好きだって言えよ、紗耶香。嘘でもいいから」

　なんでそんなことを言うの。嫌だ、言いたくない。嘘じゃないから。好きだと言ったら、次々と溢れ出してしまいそうだから。

　私は誤魔化すように大きな声で喚いた。

「キラいです！　課長なんてキラいです！」

　衝動的に叫んでから、自分の発言の意味するところにハッとして口を押さえる。

　顔を上げ課長の顔を見た瞬間、私の背筋は凍りついた。

　それは、課長が今までとは比にならないくらい悲しげに微笑み、まるですべてを諦めたかのように脱力していたからだ。

「……だよな、知ってるよ」

　何も言えなくなってしまった私に、課長が弱々しく呟く。

「紗耶香言ったよな、俺が紗耶香のことを嫌いなんだと思ってた、って」

　私の胸は嫌な音でドクンと跳ね、心臓を鷲掴みにされたような苦しさを覚える。息がうまく肺に入っていってくれない。

「嫌いなんかじゃないけれど、言われてみれば、たしかに紗耶香に対して苦手意識は持っていたと思う……。その理由、わかるか？」

　そこで一度深くため息を吐いて、課長は吐き捨てるように次の言葉を告げた。

「紗耶香が俺のことを嫌いだって知ってたから、俺は紗耶香が苦手だったんだよ」

　私はビクンと激しく体を震わせた。

　そんなことない、と言いたいけれど、口が震えて何も言葉が出てこない。見ているのも辛いのに、課長から目が逸らせない。

　こぼれそうになる涙を、まぶたに力を入れることで耐えた。

「引き止めて悪かったな、気をつけて帰れよ。〝樋口〟」

　自分も同じことをしたくせに、課長の素っ気なさに心臓が止まりそうなほどショックを受けてしまう。

　私は課長のひとことに下唇を噛み、顔を逸らしてデスクに向かった。

　鞄を掴んでオフィスから逃げるように走って出て行ったが、会社を出たところで息が上がり足が止まってしまった。ガクガクする足に鞭むちを打って駅へと歩く。

　今のはなんだったの？　課長を傷つけたのは私？　じゃあどうすればよかったんだろう。だって課長は本気じゃないもの。だからもうこれ以上、考えちゃいけない。どうせ別れるんだから……。

　後悔する私と、正当化したい私のせめぎ合いに思考回路は混乱状態。

　家に帰り着いた時には、今まで感じたこともないほどの疲労感に襲われ、そのまま床に倒れこんだ。ベッドに行く気力も湧かず、床に身を預けていると、ふと封筒が床に落ちているのを見つけた。

　手を伸ばし眺め、記憶を辿っていくと、それは課長のお母さんから頂いたものだということを思い出す。

　正直に言えば、その中身を確認するのも今はキツかったが、何か返さなくてはいけないものだったらマズイと思いそれを開いた。

　中に入っていた手紙と写真を取り出すと、手紙には細い女性らしい字で、『ダサい頃の俊一です』と書いてあった。最後は、『また遊びに来て』と締めくくられていて、申し訳なさで胸が苦しくなる。

　もう会えない。課長とは何の関わりも持てない。

　そう思うとこれも返したほうがいいかもしれないと思いつつ、写真をめくった。

「……え？」

　私はその写真を見て、放心した。

　それは、写真に写る男性に見覚えがあったからだ。

　くるくるの天然パーマの髪を伸ばしっぱなしにして、厚い眼鏡をかけて、ダサいＴシャツにＧパンを履いて、背中を丸くしている彼を、私は見たことがあった。

　いや、記憶がたしかなら、この人と私は会ったことがある。

　猫耳のカチューシャをつけてメイド服を着た私に向かってカメラを向ける男。

　私の隣にいる初美が、そのカメラマンも一緒に写真にうつろうと促した。

　カメラを外して、困り果てたような表情をしていたその男の顔は…………。

　混乱して思考回路が上手く働かない中、携帯電話がバイブする音に驚き、体を震わせる。相手の名前を見て、私はすがるような気持ちで電話をとった。

『もしもし？　紗耶香？』

「初美……」

　出てはみたものの、どう切り出せば良いかわからず黙り込んでしまう。

『あのさ、この前言ってたコスプレ写真のことだけど』

　自分が今考えていたのと同じ話題に、私はそのまま次の言葉を待つ。

『従兄弟に聞いたら、職場の人をひとり連れて学園祭に来てくれたらしいの。そういえば、なんか変わった人がいたなって、私も思い出したんだよね』

「……うん、……それで？」

　まさか、そんなはずは……。たどり着いてしまった答えが信じきれなくて、それを否定する言葉を期待してしまう。

『その人がカメラに詳しいって言うから連れていって、写真撮ってもらったみたいなの。紗耶香の写真も撮った、って言ってた』

　彼へとつながるキーワードがどんどんと登場するから、誰か違うと言って、と藁わらにもすがるような思いで受話器を握り締めた。

「ねぇ……その人の名前って……」

『ん？　今聞いてみよっか？』

　初美が電話の向こうで誰かと話している間、私は目をつむり審判を待った。

『もしもし？　わかったよ、名前』

　あぁ、どうか。

『〝近藤俊一〟だって。その二年後に紗耶香の職場の方に転勤になった……って言うから、その上司に写真渡した可能性は十分にあるんじゃない？』

　初美の話の後半はほとんど聞こえなくて、どこか冷静な自分が、めまいとはこんな風に起きるのだと納得していた。

　こんなに頭の芯が痺しびれるような感覚があるのだということも、初めて知った。

　私の頭の中は、あの日写真を撮ってくれたダサい男で占められる。その男が私のことを『紗耶香』と優しく呼んだ。

　――ねぇ、課長。私はあなたをどれほど傷つけてきたのだろう。







第十四章　彼に仕掛けられた罠













　紗耶香が出て行った扉を見つめ、俺は立ち尽くしていた。

　嫌われていることはわかっていたし、それを受け止める覚悟もできていたはずなのに。

「直接言われるとやっぱりキツイな……」

　俺の呟きが、静まり返るオフィスに響く。

『私、あなたみたいな人大っ嫌いです』

　目をつぶれば、メイド服に身を包んだ彼女が睨みつつそう吐き捨てる姿がいまだに浮かんでくる。

　まだ恋に気づく前の自分に投げかけられた言葉に、俺はまだ囚われたままでいる。

　彼女が俺を嫌いだということは、それこそ、彼女に恋していると気づく前からわかっているんだ。だから、俺のこの恋は、始まる前から終わる予測がついていたということで。

　それでも、俺は、彼女に恋をする。




　＊　＊　＊




　その大学は、俺にとっては何の縁もゆかりもない学校で、それなのに俺が学園祭に付き合わされたのは、ただ同僚の親戚が通っているから、という理由だった。

　それでも、毎日を楽しく生きている学生たちに囲まれていると、何やら懐かしい気持ちになるものだ。

　そんな心持ちで歩いていると、俺を連れてきた同僚がこちらに不ぶ躾しつけな視線を向けてくるから、俺は心底迷惑そうな瞳で見返した。

「なんだよ？　木きの下した」

　そう言ってじろりと睨むと、向こうはすこし怯んだが、恐る恐るその理由を口にした。

「近藤、私服そんなのしかなかったのかよ」

　木下の言葉に、俺は怪訝な顔をする。

　俺のこの時の服装は、胸元に英単語が書かれた白のＴシャツとＧパン。

「いけないか？」

　それに対する木下は、信じられないと言うように空をあおぎ見ていたが、この頃の俺にはそれが理解できなかった。この時俺は、いわゆる〝オシャレ〟というものに興味を持とうとしていなかったからだ。

「お前、そんなに顔は悪くないんだから、もう少し洒落っ気出せよ。せっかくピチピチの女子大生がいるってのに、やる気ないな！　もっとアクセとかなんかさぁ！　なかったのかよ」

「俺がそんなものを持ってるように見えるのかよ」

　ジェスチャーを交えて力説する木下を軽くあしらう。

　まぁ、俺がそんな洒落たものを持っているわけがない。髪は天然パーマをそのまま伸ばし、視力の悪い目は見えればいいと、黒ブチのぶ厚い眼鏡をかけて。アクセサリーを身につけるという発想は頭に上ったこともなかった。

　もちろん、俺もこれでいいと思っていたわけではなく、面倒臭さとちょっとした反抗心から、素直に自分の容姿に気を配ることができなくなっていた。

　思えば昔から興味のあることにしか取り組むことができなかった。

　勉強をすることがそれほど苦にならず、むしろ楽しいとさえ思えたのは俺にとって幸運だったのだろう。高校と大学に通っている間はおもむくままに時間をただ勉強に費やし、さまざまな資格を取得することに必死になった。

　そのおかげでそれなりの会社に就職できたが、その中で出世したいという欲はわかず、なんとなく仕事をこなす日々を続け、気づけば三十路。

　もう、今さらオシャレなんて気にした方が負け、と思っていた。

　相変わらずちらちら見てきていた木下だったが、ふいにどこかに目線を移し、「あ、アレだよ。あのサークル」と、ある区画を指差した。

　そちらを見やると、そこにはピンクや青の髪をした装飾だらけの服を着ている、すごく派手な集団がいた。〝秋葉原〟や〝コミケ〟などで見かけるような集団だ。

「……アレはなんだ」

「ん？　俺の従い姉と妹こが入ってるとこ。コスプレサークルだってよ。アニメとかマンガのキャラクターの服を作って自分たちで着て、イベントに参加したりしてるらしい」

　そんなサークルがあるのか……と呆気にとられている中、木下はその集団に近づいていく。

　そこには、普段は見かけることなどない衣装に身を包んだ大学生たちがいた。周囲には展示スペースもあり、サークルの活動写真や作った衣装が飾られている。

　そんな中を呆然としつつ進んでいくと、木下はどうやら従姉妹を見つけたようで、手を振って合図をする。

　俺もそちらの方に目をやると、水色の髪をツインテールにし、白が基調になったノースリーブの衣装を着た女子がこちらに走ってきた。

　近くで見ると、水色の髪が何とも目に痛いが、けれどその衣装の精せい巧こうさには驚かされる。

「おー、またすごい格好してるな、初美」

「あはは、それ褒め言葉？　ちゃんと友達も連れてきてくれたのよね？」

　ふたりのやりとりを聞いているうちに、今日俺が呼ばれたのはつまりサクラだったのだと理解した。

　木下はそんな彼女に苦笑を浮かべながら、俺の方を指差した。

「連れてきたよ、同じ部署の同僚。近藤、こいつ俺の従姉妹の初美」

「はじめまして、近藤です」

「はじめましてっ、木下初美です」

　紹介された子は、それこそさっき木下が言っていたピチピチの女子大生で、その子の衣装は、素人が見てもよくできていることがわかるほど緻ち密みつに作られていた。

「それ君が作ったの？」

「そうですよ」

「へぇ、よくできてるね」

　素直にそう言うと、初美ちゃんはうれしそうに照れ、思いついたように手を叩いた。

「じゃあ、お兄さんには私のとっておきのコスプレ紹介してあげます！　ねぇちょっと！　こっち来れる!?」

　そう言って初美ちゃんは、少し離れたところにいる女の子に向かって手招きをした。

　それに気づいたその子は、サークルの紹介が書かれているであろう、段ボールの板を持って駆けてくる。

「何？　初美」

「この人たち、私の従兄弟とその友達なの。私のとっておきの衣装と、それを引き立てるプロポーション、見せてあげて？」

「変なこと言わないでよ！　まったく……。はじめまして。いつも初美にはお世話になってます」

　そう言って彼女が微笑んだ瞬間、なぜだかわからないが惹かれるものを感じた。

　話してもいないけれど、その柔らかな眼差しや、周りを明るくするような笑顔、少ない言葉でも感じられる丁寧な言葉遣いから、どこか彼女に惹かれていた。

　猫耳のカチューシャをつけたメイド服の彼女に。

　――これが、俺と紗耶香の初めての出会いだった。

　だがしかし、改めて彼女を見つめると、本当にスゴいのはそれだけではないと気づいた。

「うわぁ、これはすごいな！」

　木下が唸うなるのも当然で、それは衣装の出来栄えというよりも、彼女の露出度の高さと、初美ちゃんも言ったように、それを引き立てるプロポーションのことを指していた。

　彼女の着ている衣装は、周りと比べれば、普通のよく見かける〝メイド服〟だった。

　だが、しわの入った胸元が豊満な胸部を強調し、細いが女性らしい肉感を引き立てるミニスカート、そしてその下からのびる足を隠しているようで余計に色気を演出する黒いレースのガーターベルト……はっきり言って、かなりエロい。

　でも、初美ちゃんはそんなことは気にしていないらしく、「でしょー？」とうれしそうに笑っている。

　ちらりと彼女の表情をうかがうと、笑顔だが、俺たちや周りの視線に困っているようで、どうやらこの子はあまり乗り気ではないようだ、と感じた。

　俺も、さっきは彼女の笑顔に見惚れていたが、その事実を察した手前、彼女からは極力目を逸らすようにする。

「紗耶香、せっかくだし一緒に写真撮ってもらおうよ！」

「え！　いいよそんなの、申し訳ないし」

　そう彼女は拒否していたが、押しの強い初美ちゃんに負け、結局ポーズをとらされている。

　曲げた手首を顔の横に持っていき、猫のような仕草をするその姿は、正直言ってすごく可愛い。だが、間に挟まれてポーズをとらされる木下や、それを写真に収めている俺という図を俯ふ瞰かんしてみると、居たたまれない気持ちになる。

　……まぁ俺は、カメラマンという、あくまで部外者の立場だから大丈夫。

「あ、お兄さんも一緒に写ります？」

　そう誘われ、俺は目を剥いて焦りをあらわにした。とてもじゃないが、あの渦中に入るのはたまらない。

　俺の方を指差してニコニコする初美ちゃんに、俺は遠慮がちに拒否のジェスチャーをした。だが、彼女はまったく俺の意図を解さず、余計なひとことまで付け加えてきた。

「遠慮しないでくださいよ。どうせ、こんな若い女子大生と写真にうつる貴重な経験なかなかできないでしょー？　お兄さんダサいし」

　今さら女子大生にダサいと言われて傷ついたりは……しない……が。

　それでもこれほどはっきり言われると、やっぱりいけないのかと実感させられる。

　そんな俺を引っ張っていき真ん中に立たせる初美ちゃんはなにも気にしていないようだ。ぼんやりとうつろな目を向ければ、木下が片手を目の前に立てて、『すまん』のジェスチャーをしているのが目に入った。

　別に他人への遠慮がないことは突っ込まないが、若さって怖いな、などと思いつつ、もう逃げられないことを悟り、渋々レンズの方を見る。

　水色のツインテールの女子大生とメイド服の女子大生に挟まれる俺。

　両手に花と言えば聞こえはいいが、周りから見ればかなりイタいだろう。

　何枚か木下に写真を撮ってもらっているうちに、さらにおかしな提案を初美ちゃんはしてきた。

「あ、紗耶香。お兄さんの眼鏡貸してもらえば？　ほら、伊だ達て眼鏡とかあったらキャラ出ていいかもって言ってたじゃん」

「いや、いいってば！」

　キャアキャア言い合っている様子を、俺は面倒臭げに見下ろした。

　彼女はあまり注目されることを好んでいないようだから、眼鏡を貸したりしたら余計なお世話かもしれない。かと言って俺がかたくなに貸さない、と言い張るのも大人げないような気がするから、俺はあえてこの場を早く収めることにした。

「別に気にしないからどうぞ」

　そう言って俺は、軽い気持ちで眼鏡を外し、彼女に差し出した。

「度がキツいから短時間にしておいたほうがいいよ」

　しかし、目の前の彼女は受け取ろうとせず、ポカンと俺の方を見ているようだった。

　その反応に戸惑うが、〝三十路＝おじさん〟の俺が、女子大生に自分の眼鏡をかけさせようとする行為がどんなものかを考え直し、我に返った。

「あ、……ごめん。人の眼鏡をかけるのは嫌だよな」

　咄嗟にそう言ってかけなおそうとすると、彼女は焦りながら手を横に振りだした。

「違います違います！　お兄さん眼鏡外すとけっこうイケメンだな、って思って」

　さっき『ダサい』と言った初美ちゃんも、「え？　ホントに？」と興味津々で俺の顔をまじまじ見てくる。俺は突然向けられた注目に軽く体を引いた。

「ホントだ、けっこうイケてるじゃん」

「でしょ？　コンタクトにして、髪の毛整えたら、絶対モテますよ」

　そしてさらに顔を近づけ、彼女は俺の顔を覗き込む。

　眼鏡がないのに彼女の表情がそれなりに鮮明に見えるのだから、顔がかなり近いことは明らかだった。さすがに焦った俺は一歩下がりつつ眼鏡をかけ直し、逃げの言葉を探した。

「いや、……今さらだから……」

「今さら？」

「なんて言うか、……俺はもう三十路だし。今さら、そんなことしたってどうにもならないって」

「そんなことないですよ！　ねぇ、初美？」

「うん、確実に今よりはマシになると思いますよ。ま、今さらモテるとは思えないので、意味はないかもしれませんけど」

　初美ちゃんは相変わらず目上の人への敬意が足りないが、その意見には同感だ。

　今から自分のスタイルを変えるなんて考えられないことだから、俺はなんとかその提案を却下することに集中した。

「もうこの年齢までこんなままだしさ。今から新しいことをしても、恥ずかしいっていうか」

「えー、それくらい恥ずかしくないですよ。お兄さんが恥ずかしいって言ったら、私はどうなっちゃうんですか？」

　そう言ってチラリとスカートをつまみ上げる仕草も、ドキッとするほど彼女に似合っている。その様子に自分とは違う、若くてなんでもできる強さを感じた。

　そう、彼女は積極的にやってはいないかもしれないが、俺とは違うんだ。

　自分への諦めと、わかっていたのに挑戦しなかった後ろめたさから、自じ嘲ちょうを超えた言葉が溢れ出す。

「君だって乗り気じゃないかもしれないけど、自分に似合うと思って着てるんだろ？もとがいいから、恥も可愛くなる。……俺みたいなやつはさ、今さら何をしても無駄だから」

　必死の逃げと、少しの牽制のつもりだった。

「……それって私がなんの努力もしてない、って言ってるんですか」

　たっぷりの沈黙のあと、彼女の声色が変わったことに気づき振り向けば、彼女の顔から笑顔はすでに消えていた。

　彼女は悔しそうに眉間に皺を刻み、俯いて拳を握り締めている。その拳は、小さく震えていた。

　その様相から自分がかなりの失言をしたことを悟る。

「〝素もとがいい〟とか、簡単に言いますよね、人の気も知らないで。そのくせ自分は、今さらだって言って、逃げるんですか？」

　そして彼女は少し潤んだ瞳で、俺を厳しく睨みつけ言い放った。

「私、あなたみたいな人大っ嫌いです」

　俺はショックを受け放心したまま、去っていく彼女の姿を見つめていた。

「大丈夫か？　なかなかキツいこと言うな、あの子」

　俺が傷ついていると思ったのか、木下が心配して声をかけてくれるが、それは違う。

　たしかに傷ついたのかもしれないが、それはキツく言われたことに、ではない。

「木下……」

「な、なんだよ……」

　俺はたじろぐ木下を見据え、こう告げた。

「ここらへんでいい美容院、知ってるか？」

　俺が傷ついたのは、あのまっすぐな瞳を持つ彼女に嫌われたからだ。
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「お疲れ様でした！　お客様だいぶ印象が変わられましたね」

　店員に終わりを告げられ、目の前の自分をまじまじ見る。

　とりあえず邪魔な髪の毛を切りスッキリさせたが、それがいいのか悪いのかはよくわからなかった。

「お客様自然なウェーブの髪なので、パーマをあてなくても十分素敵な髪型になりますね！　こうするとまた違った雰囲気になりますよ」

　そう言って店員はワックスをつけて髪をかき上げさせる。

「ほら！　こうすればワイルドな感じになります。道行く人が振り返って見ていきますよ」

　店員のお世辞は笑って流し、俺が気にするのは彼女のことばかり。

　少しは、俺が努力したことが伝わるだろうか。いや、きっとまだまだだ。

　支払いを済ませ、その足で予約していた眼科に行きコンタクトに変える。その後、本屋へ行き男性ファッション誌を買い込んだ。店員に驚いたように見られるのは少し恥ずかしいが、気にしないことにする。

　今さらだとは思うが、変わりたいと、彼女に認められる男になりたいと感じたんだ。




　俺はこの時まだ、自分が失恋確定の恋心を育てていることに気づいてもいなかった。

　ただ彼女に認められたい、その一心だったんだ。







第十五章　止まらぬ想い













「おはようございます、近藤係長！」

「あぁ、おはよう」

　挨拶をされ、軽く返事をしてから通り過ぎると、後ろから女子社員の「キャァッ」という高い声が聞こえてきた。

「モテますな、近藤係長？」

「やめろよ木下。あんなのからかってるだけだろ？」

　隣を歩きつつちゃかしてくる木下をあしらう。と、木下は軽くため息を吐いた。

　あれから一年半がたった。俺は半年前に係長に昇格し、今度関東の本社に転勤することになった。じきに課長昇進も考慮に、という辞令だ。

「しかし、あの近藤が課長とはな」

「なんだよ」

　隣を睨めば、それさえもおかしそうに微笑む同僚。

「あんなに向上心もオシャレ心もなかった奴がここまでになるとは、人生わからないもんだ」

「何言ってんだ、親父かよ」

　しみじみ言う木下に悪態をつき、笑い声をあげる。

　俺はあの日、彼女と別れてからすぐさま美容院、眼科、服屋で自分を変えるのに必要な物品を購入し、本屋では役立ちそうな雑誌を買い込んだ。

　デキる男になろうと仕事にも前向きに取り組んだ結果のひとつが、係長への出世だ。

　体力を鍛えるためにジムに行くようになれば、今までひょろっとしていた体型はほどよい筋肉がつき、姿勢も良くなった。

　そして、女性から声をかけられることも多くなったが、それは急に色気づいた俺を楽しんでいるだけのような気もする。

　俺の今の原動力はすべて、あの彼女だった。




　木下と別れ、自分のデスクにつくと後ろから声をかけられる。

「近藤、これから飲みにいかんか」

「はい、是非御一緒させてください」

　そこにいたのは俺が所属している部の部長だった。部長は、俺が入社した時、つまり俺が本気でがんばっていなかった頃から、気にしてよく声をかけ、面倒を見てくれていた人だ。

『お前はそれでいいのか』

『精一杯やらないで後悔するのはお前だぞ』

『できない奴には言わん。俺はお前だから言ってるんだ』

　自分が仕事に対して真剣に取り組むようになってから、部長の言葉が思い出され、いかに自分が恵まれた状況にいたかを思い知らされた。

　だから、俺は部長には頭が上がらない。

「おい、行くぞ」

　すでに部長は帰り支度を済ませ待っていて、俺は急いで部長のもとに向かった。




「本当に近藤はやっと本気になったかと思えば、少し頑張っただけで本社へ栄転移動になるとはな！」

　酒が入り、陽気な雰囲気をまとった部長が俺の昔話を引っ張り出して揶揄する。

　最近では、これが飲み会の恒例となっている。ふたりきりの場で言われる今日はまだいい方だ。

「すみません……、ご心配をおかけして」

「いや、勿体ないとは思ってたが、これも本人次第だからな。本気で望んでないなら、俺は別にそれでもいいと思う」

　急に真剣な声色で話し始めた部長に、俺もじっと視線を向けた。

「だがな、俺はあの頃の近藤が満足してるようには見えなかった。くすぶってるのに何かを我慢していると思えたんだ」

　その言葉に俺は驚き、懐かしそうに微笑む部長をそのまま見つめていた。

　この人は、変わりたいけれど、変われないでいる俺の気持ちに気づいていたんだ。

　今更ながら、それほど心配して見守ってくれていた部長の思いに少しでも応えることができて本当に良かったと思う。

　そして、そのきっかけをくれた彼女にも、感謝の気持ちでいっぱいになった。

「思いっきり見た目を変えてきた時は驚いたが……いい目をしてるな、って感心したよ。で、安心した。やっとこさ」

「いい目……ですか？」

「ああ」

　部長はグラスを置いてからまっすぐ俺を見つめ、その答えを告げた。

「野心をはらんだ目だ。何か覚悟を決めて、それに向かって懸命に努力しようとする目……。違うか？」

「いえ……当たっています」

　あの頃俺は、彼女に認められたい一心ですべてのことに取り組んだ。それのためならどんな努力も厭いとわないという、まるで誓いにも似た決心を抱いていた。

「ある人に認められたい、それが俺の原動力でした」

　そう言うと、部長はいきなりニヤニヤし始めるから、俺は嫌な予感に眉を寄せる。

「あれか、その相手ってのは女か」

「え……はい、女性です」

　すると、部長は思い切り不気味な笑顔で「コレか」と小指一本だけ立たせ、俺の方へ向けた。

「ちっ、違います!!」

「なんだ片思いか？」

「いや、そんな……」

　そんなわけがない。だって相手は、ただ一度会っただけの女の子。しかも大学生だから、軽く十は年が離れている。

「ありえません……」

「でもソイツのために変わりたいと思ったんだろ？」

「それは……そうですけど……」

「誰かのために変わりたい、認められたいってのは、十分そういう意味で好意を持っているってことだと、俺は思うがな」

　部長がぐいっとビールを飲み干し、店員を呼び注文をする間、俺はずっと放心していた。

　俺が彼女に恋しているとは、考えたこともなかったからだ。

　でも、その感情がカチリとパズルのピースのようにはまり込んだから、俺は妙に納得していた。

　そうか、俺は、あのまっすぐな瞳を持ち、自分のために精一杯の努力ができる彼女にずっと恋をしていたんだ。

　しかし同時に、この恋心は始まる可能性さえない、不毛なものだと悟ることになる。

「好きだって気づく前から嫌われてるなんてな」

　部長をタクシーに乗せ、見送った後、そうぽつりと呟く。

　だがそもそも、俺が彼女に嫌われなければ、俺は彼女に認められたいとは思わなかった。変わりたいとも思わず、好きだと気づくこともなかったんだ。

「本末転倒だな……」

　俺はそう言いつつ、肩を揺らして笑った。

　悲しい現実に気づいたのになぜか心は清々しい。むしろその事実に気づけて良かったと、開き直りさえしていた。

　それは、自分をこれだけ変化させてくれたのだから、この出会いも、俺の恋心も決して無駄じゃないと確信できたからだ。

　そうだ、俺は恋をしている。叶うことはなくても、とても貴重な恋を。

　顔を上げ歩き出すと、爽やかな夜風が心地良く、俺の体を撫でていった。
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　本社に移動してから一年後、俺は課長に昇進した。

　本社勤務の中でも最も早い出世だという事実はもちろんうれしかった。だが、それでも俺の心が求めるのはいまだに、彼女に認められることだけだった。

　そんな俺へのご褒美のような衝撃的な再会は、突然訪れた。

　俺はその日、入社試験の担当として会場準備、そして受付を行っていた。

　受験者たちを案内するカウンターで、自分の後輩になるかもしれない子たちを見ていると、なんだか微笑ましい気持ちになる。

　以前は後輩指導も面倒な業務のひとつだった。しかし今では、俺みたいにくすぶって過ごす人がいてほしくない、と教育にも積極的になっている。そう思うと、そこまで俺を変えたあの子の力は本当にすごい。

「受験番号五〇二三番、樋口紗耶香です」

　ちょうどテーブル上の紙を見ている時にそう告げられ、顔を上げた俺は一瞬言葉を失った。

　それは、俺に劇的な変化を及ぼし、三年間焦がれ続けた彼女が、まさにそこに立っていたからだ。

「あの……？」

「……あ、失礼しました！　五〇二三ですね」

　そう言ってページを繰り、〝樋口紗耶香〟という名前を見つけ、それだけで胸いっぱいに何かが満たされていくような感覚を抱いた。

「……樋口さん、ですね。会場はあちらです。ご検討をお祈りしています」

「ありがとうございました」

　離れていく彼女の背を見つめながら、俺は戸惑っていた。

　どうして関東のこの会社に？　俺のことは覚えていないのか？

　今すぐ追いかけて問い詰めたい気持ちをぐっと抑え、そのあとから来た受験生たちの相手をした。

　写真を何度も見ることで鮮明に脳に焼きついている、周りを明るくさせる笑顔、そして礼儀正しい仕草、もの柔らかな言葉遣い。

「変わらないな……」

　俺は知らず知らずのうちにそう呟いていた。

　自分の胸に広がっていく温かい感情の正体を、俺はもう知っている。




　彼女は無事うちの会社に採用され、偶然にも本社の、しかも自分と同じ経理部に配属になった。そんなありえないほどの幸運に、俺は戸惑いつつも胸を躍らせていた。

　だが、うれしくなる思いとは反対に、俺は厳しい現実を突きつけられることとなる。

「はじめまして！　今日から経理部に配属になりました樋口紗耶香です。ご指導よろしくお願いいたします！」

　はっきり『はじめまして』と告げて頭を下げる彼女に、がっかりしてしまったのは本音だ。だが、数年前のたった数分の出来事なんて覚えていなくてあたりまえだと思い直す。

　しかも俺は、彼女に認められようと自分の見た目を変えまくっているから、気づかない方が当然かもしれない。

「よろしく、樋口さん」

　納得し割り切ることにした俺は、部下となった樋口と新しい関係を築くことを心に決めた。そして、上司として尊敬され、認めてもらうために努力することにした。

　その後すぐにチャンスは舞い込んだ。社の部品管理費の見直しを行うチームのリーダーとして、俺が抜ばっ擢てきされたのだ。

　以前から、管理方法を改善すれば大きな効果が得られると考えていたから、それを自分がやれることになり挑戦心を掻き立てられた。

　しかも、自分の近くには認めてもらいたかった彼女がいる。俺は全身全霊を込めてプロジェクトに取り組んだ。

　その結果は予想以上で、大幅な支出削減に幹部も満足したようだった。

　けれど俺にとっては、樋口がどう思ったのか、そればかりが気にかかっていた。

　――そして、そんな時にあの出来事は起きた。




「課長、できました」

　樋口が提出してくれた資料を受け取り、ちらりと彼女の様子をうかがった。

　俺の確認を待っている間、ソワソワと落ち着かない様子でいるのを見ると、そうかこの子でも緊張するんだなという安心感を抱いた。そして、そんなところも可愛いな、という惚れきった情けない感情も湧き起こる。

　樋口と同じ職場で働くことで、彼女の魅力がどんどん見えてきた。

　惚れた弱みなのか、日を増すごとに樋口に惹かれていて、俺はそんな感情が溢れ出ないようにするのに必死だった。

「これでいいぞ」

　そう言って資料の端を整え差し出すと、樋口は満面の笑顔を浮かべた。

　それはあの学園祭の日に惹かれた笑顔と同じで、俺は顔が崩れそうになるのを感じ、思い切り樋口から顔を逸らしてしまった。

　見られたらバレてしまう、そう思っての行動だったのに。

「ありがとうございます……。失礼、しました」

　明らかに落ち込んだ樋口の声にもう一度そちらへ視線をやれば、彼女はすでにデスクに戻ろうとしていた。

　少し肩を落としている姿から、自分が間違いを犯したことに気づく。

　彼女と新しい関係を築いていくはずだったのに、自分の方からそれを崩すような行動をとってしまったのだ。

　案の定、それから樋口とはどこかよそよそしくなってしまった。

　大半は俺が意識しすぎているからで、長く話していることなどできなかった。それに気づいているのか、樋口もどこか俺を避けているようだった。

　変われたと思ったのに、俺の本質はまったく変わっていなくて、結局自分が本当に望んでいることのひとつも叶えられやしないのだと痛感した。

　俺はその後、社長賞を受け、年に一回の全体朝礼でステージに上り賞状を受け取った。全体を見回すと遠くの方で、彼女が手を叩きながらこちらを見ているのが目に入る。俺はその姿をただじっと見つめていた。

　俺が認めて欲しい人は昔も今も、樋口ただひとりなのだと心の中で呟きながら。
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「ニューヨーク、ですか」

「あぁ、一ヶ月後だ。行けるか」

　専務に呼び出され、俺に転勤の話がきたのはそれから一年後のこと。

　樋口との関係は相変わらずで、転勤を拒否する理由など見つからなかった。

「行きます」

　俺はそうはっきり告げ、専務の部屋を出た。

　初めて会った時から五年たつが、俺と彼女の関係が上司と部下以上になりそうな様子はまったくない。

　このまま転勤すれば関係が変化する可能性さえ途絶え、樋口は俺を次第に忘れていくだろう。

「……なんだよそれ」

　俺は何のために今まで努力してきたんだ。ただ、樋口に認めてもらいたかっただけなのに、それすら実現もせず諦めるというのか。相手がそばにいるというのに、俺の恋は伝わることさえなく終わってしまうのだろうか。

　もどかしい思いを抱えたままオフィスに戻ると、樋口がひとり仕事をしているところに出くわした。

　そういえば夕方頃、資料のひとつに不備が出たと騒いでいたな、と思い出す。

　それはたしか樋口の後輩の仕事だったが、どうやらうまく頼まれてしまったらしい。

　それでも彼女が頼まれた仕事をしっかりやるということを、俺は二年の付き合いで十分過ぎるほど理解していた。

　コーヒーでも淹れて労ってやろうと給湯室に向かい、ヤカンを火にかけカップを準備する。少し悩んで、カップをふたつ出すことにした。

　今日は何か話せるチャンスかもしれない。

　とは言っても、何を話せば良いだろう。今自分に言えるのは、さっきの転勤の話くらいだが、なぜ自分に話すのかと戸惑われてもおかしくない。

　けれど、樋口には自分の口から伝えたいと思った。

　そしてできることなら、最後のチャンスにすがりたいという切迫感に駆られる。

　たとえあと一ヶ月でも、もう少し彼女に近づきたい。

　彼女の中に、俺の存在を残しておきたい。

　どうせならいっそ、〝恋人〟という印象の強い立場で。

　込み上げてきた強い欲望に流されるまま、俺は計画を練った。短時間で考えたにしてはいけそうなシナリオに、ほくそ笑む。

　あとは、これをどうやって樋口に認めさせようか、と頭を捻らせていると、自然と悪知恵が働いてしまう。……あったじゃないか、彼女の弱みが。

　さすがに印刷したものはないが、データとしてなら残してある。俺はヤカンの火を消してカップに湯を注ぎ、一度給湯室を出る。別の部屋のパソコンに携帯電話のＳＤカードを入れ、印刷をかけた。

　出来上がったものを見て俺は口角を上げ、ポケットにそれを突っ込んだ。

　給湯室に寄り、ドリップのフィルターを捨ててカップを持つ。ちょうど作業が終わった樋口の背後から近づき、それを差し出した。

「お疲れ。終わったのか？」

　さぁ、樋口、俺にはもう怖いものはない。

　嫌われていることが前提なのだから、これ以上失うものは何もない。

「来月、転勤することになった」

　少し言葉を交わしてから、前振りもなく切り出した。戸惑う樋口など気にも留めていないかのように、次々言葉を畳み掛ける。

　なんでいきなり、って思っているだろう。でも、俺にはもう時間がないんだ。

　……別れることは、すでに決まっているのだから。

「本当はこんなことを言うべきじゃないとは思うが、聞いてくれるか」

　樋口の瞳を見つめ、最初で最後の勝負に挑む覚悟を決める。

　俺の心残りは、樋口に認めてもらうこと、そして、この恋を後悔しない形にすること。

「俺と、別れることを前提に付き合ってほしい」

　それだけだ。







第十六章　自分との勝負













　土日の間に課長に会わなかったのは、この一ヶ月で初めてのことだった。

　課長から連絡はなかったが、それも当然だ。

　五年も前から課長のことを傷つけていたという逃れようのない現実が、私を責めたてる。私はシーツを巻きつけ、枕に頭を押し付けた。

　衝撃的な写真と電話で、私はすべてを思い出した。初美の話を聞くまでは、すっかり忘れてしまっていた。

　あの日、初美の従兄弟に連れられてひとりの男性が来たこと。その人に写真を撮ってもらい、一緒に写ろうと初美が言い出したこと。彼が意外にもかっこいい顔をしていたから、ついおせっかいで、もっとオシャレすればいいのに、と言ったこと。そして、彼の諦めたようなひとことにカッとなってつい出てしまった言葉。

『私、あなたみたいな人大っ嫌いです』

　その直後、言い過ぎたことを後悔したけれど、まだ若かった私は謝ることができず、そのままその場を立ち去ってしまった。

　まさかその人が課長だったなんて。

「……ホント、変わりすぎでしょ。ビジュアル」

　あんなにダサかったのに、今では通り過ぎる女子が振り返るくらいのイケメンになっているのだから、やっぱり私の目に狂いはなかったな、と思う。けれど、いくら変わっていたからといって、まじまじと見た人の顔を忘れているなんて失礼極まりない。

　しかも、若かった時と同じ過ちを私は犯した。

『キラいです！　課長なんてキラいです！』

　衝動に任せて、心にもないことを言った。自分の感情を隠すために課長を傷つけてしまったのは、ただただ怖かったからだ。

「俊一さん……」

　名前を呼んだら、つられたように瞳から涙がこぼれ出し、枕にどんどん染みができていく。

　課長が初めの頃私を避けていたのは、きっとあの時ひどいことを言ってしまったからなのだろう。はっきり面と向かって『大嫌い』と言われた相手に積極的に関わろうとする人などいるはずがない。

　けれど、この一ヶ月限定の恋人契約という関係に持ち込んでまで、私と親しくなろうとしてくれた課長の意図はなんだろう。私を惚れさせて、無様にフッてやろうというありがちな復讐パターンなのか？

　だったら、それは大成功を収めている。私は彼の名前を呟いただけで、こんなに愛おしい気持ちが溢れ出すほど、彼の罠にはまってしまったのだから。

　私は嗚咽を我慢することもなく泣き崩れた。

　悲しさ、後悔、寂しさ、苦悩。様々な感情に押し潰されそうになる。

　その中でも強く胸を占める想いは、課長が、……俊一さんが好き、という感情。

　どう思われていても、自分がいくら傷つけていたとしても、それは変わらない。

　もし彼が私を陥れようとしていたとしても、この感情をとどめることはできない。

　しかし、面と向かって嫌いと何度も言った人間が、どの面下げて告白なんてできるだろう。私にそんな資格はない。

　枕に濡れた顔を押し付けていると、横の方から聞こえる携帯電話の着信音に気づく。それでも、今は電話に出られるような状態ではないと、あえて無視をした。

　着信が止まりホッとしたのも束の間で、すぐさま着信音が鳴り始める。

　私は途方に暮れつつ電話に出た。

「何？　初美」

『もしもし？　紗耶香あんた大丈夫？』

　大丈夫、と言いたいところだが、明らかな鼻声では隠せそうもない。

「あー……まぁ、ね」

　結局曖あい昧まいな返事になってしまった私に、初美は鋭い指摘を繰り出す。

『この間の電話の時、明らかにおかしかったから心配してた。何があったの？』

　一瞬迷ったが、初美は当事者だ。ちゃんと事実を伝えておいた方がいいと思い、口を開いた。

「初美、教えてくれたじゃない？　従兄弟の同僚で、学園祭に来てくれた人のこと」

『うん、たしか近藤だったっけ？』

「その人が、例の写真を持ってた上司本人なの」

　初美はかなり沈黙してから、『うわああぁぁ、マジ!?　あのダサ男が!?』と叫んでいた。

　私だって信じられないのだから、初美が驚くのも当然のことだ。

『で？　その人といったい何があったのよ？　その確実に泣いたような鼻声は、何かしらソイツが関係してるんでしょ？』

　初美に言いあてられ、再び涙が溢れ出す。

　電話越しでさえ、私の変化に気づいてくれる彼女の優しさが今はすごくありがたい。誰かにこの感情を打ち明けなくては居ても立っても居られなかった。




　落ち着いてから、今までのことすべてを初美に打ち明けた。

　課長に仮の恋人になってほしいと言われたこと。実際に彼女としてご両親にご挨拶に行ったこと。次第に惹かれていったこと。そして想いとは裏腹にキラいだと言い捨ててしまったこと。

　すべて話し終えると、初美は『そっか……』とひとこと残し、黙り込んだ。何か考えているようで、その間に私はティッシュで涙と鼻水の処理をする。

『それで、どうして紗耶香は自分の気持ちを伝えないわけ？』

　ティッシュをゴミ箱に投げ入れた時にそんな思いがけない問いかけをされ、きょとんとしてしまう。

「……だって、こんな事実があったのに、簡単には言えないよ」

『なんで？　今言わなきゃ、これから先気持ちを伝えるチャンスさえなくなっちゃうかもしれないのに』

　そんなことは初めからわかっている。そもそも、私が自分の気持ちを誤魔化し、無視し続けたのは、いつかは別れなくてはいけないとわかっていたからだ。

　契約期間が終われば、離ればなれになってしまう。そんな先の見えない関係を始める勇気が、私にはなかった。

「だいたい、もしかしたら課長は私に恨みがあって、復讐してやろうって思ってるかもしれないでしょ？　それで告白なんかしたら、私、バカみたいじゃない」

　真剣な話題から逃げるかのように取り出した考えを、初美はあっさりと一いっ蹴しゅうした。

『バカで何が悪いの？』

　端的かつ素直なその言葉に何も返すことができない私に、初美はさらに追い打ちをかけた。

『どうしちゃったのよ。大学生の時の紗耶香はもっと、いろんなことに真正面からぶつかってたじゃん。人から見られるのが苦手なのに、猫耳メイド服だって着てくれたじゃない』

　初美の言葉で思い出す。あの頃は、苦手なものすべて、どうにかしたくてたまらなかった。あのメイド服を着せられた時も、こんなの無理だと思う反面、男の人の視線に怯えてしまう自分をこれでどうにか克服できないかと期待していた。

　あの時、ダサい眼鏡姿の彼が言ったひとことを思い出す。

『……俺みたいなやつはさ、今さら何をしても無駄だから』

　それに対して感情的に怒りを示した私はどこにいってしまったのだろう？

　今の私は、昔の彼と同じで『今さら』伝えたところで『無駄』だと決めつけてしまっている。

『転勤で別れるとか、近藤が自分をはめようとしてるとか、今はそんなことどうでもいいでしょ。だいたい、〝キラい〟って言って相手を傷つけたと思ってるなら、それとは逆の言葉で誠意を示すべきじゃないの!?』

　熱くなり大きな声で説く様子に呆気にとられたが、次第にとんでもなくうれしくなり吹き出してしまう。すると電話の向こうの初美は『何笑ってるのよ!!』と怒った。

　大人になってから、これほど熱心に友達のことを怒ってくれる人なんてそうそういない。そう思ったら、自分のそばにいるのは本当に素敵な人なんだと実感した。

「私のためにそこまで言ってくれてありがとう。私、初美のこと本当に大好き」

『それはありがたく受け取っておくけど、言う相手、間違えてない？』

　初美の突っ込みに、私は真剣な表情になって「わかってる」と頷いた。

「……私、俊一さんに会いに行ってくる」

『行ってきな！　応援してるから』

　初美の温かい声援を最後に、私は電話を切った。

　そうだ、私はずっと自分の気持ちからも、彼の言葉からも逃げていたんだ。

　いつかは離ればなれになって傷つかなくてはいけないなら、認めない方がまだましだと、そんな意固地な感情を抱いて。でも、そんなプライドも弱さも今は捨ててしまおう。

　ベッドから飛び降り洗面台の前に立つと、散々泣きはらしたせいで目の周りは腫れていた。目自体も真っ赤で、鼻の頭なんてこすれて赤みが差している。

　それをリセットさせるように冷たい水で顔を洗うと、少し顔がスッキリした。

　髪を櫛くしでとかし、軽くメイクをする。

　鍵と財布と携帯電話だけを掴んでエレベーターに乗り込み、一階のボタンを押した。下降していく箱の中、もう一度、冷静に考えてみる。

　自分の気持ちを伝えて、相手がそれを受け入れてくれなかったとしても、それを無駄な恋だったと誰が言えるだろう。

　今、本当に私に必要なのは、この気持ちを相手に届けることだけ。それはつまり、自分の気持ちに真正面から向き合うということだ。

　エレベーターが一階に着き扉が開くと、私はエントランスを抜けて駆け出した。

　怖気づきそうになるけれど、はやる気持ちが私の足取りを軽くさせていた。







第十七章　伝えたい言葉













　私は目的地である課長のマンションの前に来ていた。

　何も連絡せず勢いで来たから、もしかしたらいないかもしれない。そう覚悟しつつ、集合インターホンで課長の部屋の番号を呼び出した。

『はい？』

　インターホンから聞こえた年上の女性の声に、私は思わず息を呑んだ。だって、この声って……。

『あら！　紗耶香ちゃん!?』

　出てくれたのは課長のお母さんだった。予想外の展開に拍子抜けする。

『あらあらまぁどうしたの！　今、俊一いないけど、良かったら入って！』

　エントランスのドアが開き、いいのか悪いのか、私は無事課長のマンションに潜入することができた。エレベーターで八階のボタンを押し、壁に寄りかかる。

　ここに来たのは、まだ課長とお付き合いが始まったばかりの頃だった。

　あれからまだ半月しか経っていないのに、こんな気持ちでこのエレベーターに乗ることになるなんて……。

　緊迫感を抱いたまま、エレベーターは八階に到着した。私は勇気を振り絞って歩みを進め、目的のドアのインターホンを押す。

「ようこそ！　汚いけどどうぞ」

　やっぱりお母さんはすごく陽気で、そばにいるだけで安心感を抱かせてくれる。

　促されるまま部屋に入ると、そこらじゅうにダンボール箱が置かれていて、前来た時とはだいぶ印象が変わっていた。

「向こうに行ってる間はここを引き払わないといけないから、一度家の方に荷物を持っていくことにしたのよぉ」

　お母さんのひとことに、改めて課長が転勤することを思い知らされ、胸がチクチクと痛む。

「今日は約束してたわけじゃないのよね？　俊一は何も言ってなかったし。何かあったの？」

　何も疑うことなく私を見つめるお母さんの瞳に、胸が痛む。なんて言ったらいいのだろうと考えているうちに、私の瞳には再び涙が滲み始めていた。

「……ど、どうしたの!?　紗耶香ちゃんっ」

「お母さん、実は……」

　私はもう秘密を隠すことができなくなっていた。

　お母さんを騙していることが、まるで真剣に向き合っていないみたいでずっと辛かった。でも、自分の気持ちを伝えると決心した今、そんな曖昧な感情ではいられない。

　まず、お母さんとの間できっちりけじめをつけたかった。

「私、……俊一さんと本当に付き合っているわけではないんです」

　勇気を振り絞ってそう伝えるけれど、まっすぐ顔を見ることはできなくて、俯きつつ、でも必死に言葉を紡いだ。

「騙すつもりじゃなかった、なんて、今さら言っても言いわけがましいとわかっています。でも、初めはお母さんたちを安心させたいという気持ちから、俊一さんと恋人のフリをすることになったんです」

　何も言わないお母さんの様子から、どれだけ傷ついているのか考えると辛くなるけれど、それでも私は伝えなくてはいけない。

「……ですが、私は次第に俊一さんのことが本気で好きになっていたんです。転勤して遠くに行ってしまうとしても抑えられないほど、強く、愛しています。……だから」

　私は息を整えてから顔をしっかり上げ、お母さんの瞳をまっすぐ見つめた。

「私は、俊一さんに想いを伝えようと思います。たとえ本当の恋人になれなくても、私の気持ちを知ってもらいたいんです。どうか、俊一さんに私の想いを伝えることをお許しください」

　そして深く深く頭を下げ、お母さんの言葉を、判決を受けるような気持ちで待つ。

「紗耶香ちゃん……ふたりがまだ仮の関係だってことは、私たち知ってたわよ？」

「え？」

　思わず顔を上げると、お母さんはニコニコしつつ私の肩を支え、体を起こさせてくれた。

「俊一が言ってたの。恋人を連れてくるけどまだ仮の関係だ、って。それにね、こうも言ってたわ」

　お母さんは私の顔を見つめ、微笑みながら課長の言葉を告げた。

「自分は本当の関係にしたいと思ってるけど、まだ本人には言ってないし、可能性も低いから期待はするな、って」

　そう言って、舌をぺろっと出す姿はまるでいたずらっ子のようで可愛らしい。でもそれよりも今の私は、お母さんから聞かされた事実にただ混乱していた。

　ちょっと、それってもしかして……。

「あとは俊一自身から聞いてあげて。あなたの気持ちも聞けてうれしかったわ」

　そう言ってお母さんはショルダーバッグをサッと手にとり、太陽みたいに明るい笑顔を見せてくれた。

「もうじき俊一が帰ってくるから、ふたりでゆっくり話し合ってちょうだい。私は帰った、って伝えてくれる？」

　そしてひらひらと手を振り、お母さんは出て行ってしまった。そのまま私は、ひとり残された部屋で突如知ることとなった真実に頭を悩ませる。

　お母さんもお父さんも、本当は付き合っていないことを知っていた。つまり、騙されていたのは私の方だったということだ。

　課長のご両親を傷つけていたわけではなかったことに安心したけれど、ふつふつと怒りも湧いてくる。

　何よ！　私だけひとり焦っていたってこと!?　私の涙を返してよ！

　苛立ちを抱えつつ、ソファにドスンと座り込むと、目の前には何枚もの写真が広げられていた。

　前見たものとは違う風景や人物を撮ったものもあり、思わずぱらぱらめくっていると、その中のある一枚に衝撃を受けた。

　そこに写るのは、顔の横に曲げた手首をあて、猫のポーズをとるメイド姿の私。

　なんで現像してあるのよ、こんな写真！と慌ててそれを取り上げた。

　するとその下には、この間来た時に隠し撮りしたであろう、料理中の私を撮った、もっと衝撃的な写真があった。

　鍋の音のせいでシャッター音に気づいていないのか、真剣に包丁を扱う私がそこにいた。

「何を勝手に撮ってるんですか……」

　その写真から、あの日の記憶が蘇る。

　今思えば、この日明らかに私と課長の距離は近づいたと思う。

　上司ではない課長の一面に触れ、私と同じ思いを抱いていることを知って、その魅力にどんどん惹かれていった。

　そんな自分に警告を発し、必死で気づかないようにしていたつもりだけれど、それよりも前から、課長の罠は仕掛けられていたに違いない。

　それこそ、『俺と、別れることを前提に付き合ってほしい』と言われたあの日から。

　写真をテーブルに戻すと、玄関の方でドアの開く音がして胸がドキリと跳ねる。

「悪いおふくろ、遅くなった。これから駅に送るから……」

　課長の声が廊下から徐々に部屋に近づいてきて、それによって私の胸の鼓動も速まっていく。胸元を押さえつつ、私は扉の方を見つめた。

「早く準備……って、紗耶香!?」

　扉が開きリビングに入ってきた課長はすぐに私を見つけ、目を丸くして驚きの声をあげた。そんなに驚く課長は初めて見るから、私がいたのはかなり想定外だったのだとわかる。

　私も心の準備ができぬまま課長が来てしまったものだから、かなり焦った。

「あ、あの！　さっき来たら俊一さんのお母さんがゆっくりしていけって言ってくださって……。お母さんは帰られました、はい……」

　気まずくて、だんだん声が弱まっていってしまう。

　課長からしてみれば、勝手に自分の家に上がり込んでくつろいでいるわけで。私はどう取り繕えば良いかわからず、しきりにあたふたしていた。

「……この間は悪かった」

　戸惑っている私に向かって先に謝罪してきたのは課長だった。

　顔を下に向け肩を落としている姿から、なぜ私は彼の気持ちを疑ってしまったのだろうと後悔した。私を陥れようとするなんてひどいこと、彼に限ってあるはずがないのは考えればわかるのに。この人が私のことを真剣に見つめ、支えてくれていたこともわかっていたのに。

「紗耶香の気持ちを無視して、自分の気持ちを押しつけすぎた。嫌がってるってわかってたのに……。本当にすまなかった……」

「やめてくださいっ！」

　頭を下げようとする課長を声で止めると、彼は私を見つめ、その目を見開いた。

　それはきっと、私の瞳から涙がぽろぽろとこぼれ落ちていたからだろう。

「悪いのは私です。俊一さんの気持ちを無視して……。自分の気持ちにも気づかないフリをして……」

　溢れるしずくは止まらないけれど、それでも私は伝えなくちゃいけない。気合いを入れ直し、ぐいっと涙を拭き取って鼻をすすった。

「今まで、散々誤魔化してきました。これ以上傷つきたくなくて、いつかは離れなくちゃいけないのが辛すぎて。それならいっそこれ以上近づかない方がいいんじゃないかって。でも、それは間違いでした……」

　課長は黙って私の言葉に耳を傾けている。

「……遅いかもしれないけれど、言わせてください……」

　私は息を整え、ずっと伝えたかった言葉を紡いだ。

「俊一さんが好きです……」

　再び溢れ出しそうになった涙を隠そうと俯くと、目の前で課長の息を呑む音が聞こえた。

「……好きです、好きでたまらないんです……。離れるとわかっていても、愛しくて仕方がな……っ！」

　私の言葉は途中で遮られ、勢いよく体が温かいものに包まれる。

　その温もりが心地よくて、私は胸が震えるのを感じ、目の前にある彼の胸に顔を押しつけた。

「……それが本心か？」

　彼の声が耳から、そして触れる体からも振動で伝わり、私の中で響く。それに私はこくりと頷き返事をした。

　瞳からは相変わらず涙が溢れていて、涙でぼやけた世界の中、課長がくすりと笑う声が聞こえた。

「散々、隠し事をしてきたってわけか」

「……すみません」

「契約書五番目『隠し事はしない』じゃなかったか？」

　彼はからかうようにそう告げると少し腕を緩め、沈黙を保つ私の顔を上に向かせた。

「本当に言うことをきかない奴だな」

　課長は私の顔を両手で包み込み、唇の片方をニヤリと軽く上げてみせた。

　あ、来る。反射的にそう感じた。

　課長のお仕置きラインナップ、〝キツい〟やつ、〝イタい〟やつ、〝苦しい〟やつ。次に来るのは……。

「お仕置きだな。息が〝苦しい〟やつ」

　言葉を理解する間もなく課長の影が私を覆い、気づいた時には思い切り抱きしめられていた。あまりの強さに、本当に息が止まってしまいそうなほどだ。それでもむしろ私の心を占める感情は、愛しさと幸福感ばかり。

　私はこらえきれず腕をおずおずと回し、そっと彼の背中に沿わせる。それによって自分にかかる圧迫感が増し、私の心をより温かくさせていく。

　今まで与えられてばかりだった温もりを、今度は私も返してあげたい。

　それで私の気持ちが伝わるなら、思いのままにこの人を抱きしめたい。

　私は自分の持つありったけの力で課長の体にしがみつき、彼のシャツをキュッと握り締めた。

　すると、なぜか私の頭上からは課長の笑う声が聞こえてくる。

「紗耶香がそんなに強くしたら、お仕置きにならないだろ」

「なっ……！」

　課長のからかう言葉で私はパッと手を離す。

　ちらりと彼の顔を見上げると、視線を送る彼の表情がふっ、と崩れた。

「それとも俺の力だけじゃまだ物足りないのか？　そんな顔して」

　その言葉に私は目を丸くさせ、顔を隠すように勢いよく俯いた。

　物足りない……って、どんな顔よ!!

「紗耶香、隠すな」

　彼はくすくす笑いつつ、そう促すけれど、私は余計に顔を課長の胸にうずめる。

　すると、課長は私の耳元に唇を寄せ、囁いた。

「可愛い……って言ってるんだよ。もっと見せろ」

　急に訪れた攻撃に腰が抜けた私を、すんでのところで課長が支える。

「ったく、危なっかしいな」

　課長は笑いながらそう言って、私をいわゆるお姫様抱っこの形で抱え上げた。

「えっ!?」

　そしてそのままソファに座り、膝に乗せた私を見上げた。

「これでよく見える」

　課長は私の頬に手のひらをあてて、微笑みながらそう囁いた。

　私の頬に課長の熱が伝わっているのか、その行動のせいで火照っているのか。原因はわからないけれど、とりあえず私の顔は真っ赤になっているに違いない。

「この間、紗耶香のことが苦手だったって言ったろ？」

　あの時の辛い感情が思い返され、私の心臓は嫌な音をたててきしんだけれど、それに対して課長の声色は優しい。

「あれは、詳しく言えば少し違う。本当は……」

　課長は柔らかな笑みを浮かべ、顔まわりの髪の毛を耳にかけさせた。

「紗耶香が好きすぎて、どう接していいかわからなかっただけだ」

　あまりに自然に〝好き〟と言うから、一瞬意味を理解できず固まってしまう。

　課長はそんな私を優しく見つめ、さらに念を押すように囁いた。

「紗耶香、好きだ。叶うはずないってわかっていても、そばにいたいと願ってしまうくらい、……すごく」

　今まで絶対に聞いてはならないと拒み続けていた彼の言葉。

　それは胸の奥へじんわりと浸透して、私の体に熱をともし、瞳に涙を滲ませる。

　信じていいの？　その言葉を。……ううん、信じたい。

　たとえ、離れることになるとしても、今の瞬間私たちが愛し合っているという事実を信じたい。

「俊一さん、好きです……」

　自分の想いを刻み込むかのように、私は課長の前髪をかき上げ、その額にゆっくりくちづけた。







第十八章　別れと始まり













　人事を覆くつがえすことはできないから、一緒に過ごせる時間は、わずか数日しか残されていなかった。その間に、転勤のことも、ふたりのこれからのことも話し合わなくてはいけない。

　課長は忙しい中、私と話し合う機会を作ってくれて、今日も課長の家で少し話し合おうと約束していた。

『先に行っててくれ』

　そう言って渡された課長の家の合鍵とオートロック用のカードキーに狼狽うろたえたが、本当の彼女になったことを実感してうれしくなった。

　もう課長の家にはほとんど家具はなくて、残っているのはクッションと最低限の食器、そして課長がニューヨークに持っていくスーツケースくらいだ。

　私は窓辺へ向かい、その鍵を開け、爽やかな風を部屋の中へと送り込んだ。それは私の頬を撫で、髪を巻き上げ、もうすぐ訪れる夏を予感させた。

　課長との関係が始まった頃は、まだ春の終わり頃だったのに、いつの間にか季節は過ぎていたのだと実感する。

　このあっという間の一ヶ月は、私にとって人生を変えるようなひと月だった。それは言葉の通り、この先の運命を変えてしまうくらいの力を持っている。

　この数日の決定が与える重大さを考えると、不安で胸が押し潰されそうになる。

　……でも、二度と後悔はしたくないから。

　そう自分に言い聞かせていると、カチャリ、という音が玄関の方から聞こえた。

　課長が帰宅したことではやる気持ちを抑えつつ、急いで窓を閉め玄関へと向かう。

　予想通りそこには課長の姿があり、それだけで胸が高鳴ってしまう私は、完全に彼にはまってしまっていると思う。

「おかえりなさい、俊一さん」

　言い慣れない言葉につい俯いてしまうと、床に向かっている私の視界にふっと影ができた。ちらりと目だけ上げて様子を伺えば、目の前に立った課長が私の顔に手を伸ばすのが見えた。その手は私の頬をすくい取り、優しく上を向かせる。

「ただいま、紗耶香」

　そうして広がった視界に課長のはにかんだ笑顔が映り、私の胸は余計に速く、強く鼓動を始める。

　課長は「来いよ」と呟いてから、私の手を握り廊下を進んでいった。

　どこへ向かうのだろう？と不思議に思っていたら、課長は辛うじて残してあるクッションに座り、自分の膝の間をポンポンと叩いた。そのジェスチャーの意味するところは、私の予想で間違っていないのだろう。

　課長は、「早く座れ」と言い、たじろいで身動きが取れなくなっている私の腕をグイッと引っ張った。その力で膝が曲がり、体が課長の足の間にストンと収まる。

　向かいにいる課長は満足そうに笑みを浮かべ、私の頭を優しく撫でる。それはまるであやされているようで、少し気恥ずかしい。

「顔、真っ赤だな」

「しゅ……、俊一さんがこうやって触るからじゃないですか!!」

「散々待ったんだから、これくらいいいだろ」

　課長の言葉に顔を赤くしつつ、私は言われた気になるひとことに疑問を投げかけた。

「……さ、散々待った、っていったいいつから私のことに気づいてたんですか？」

「は？」

　その問いかけに課長は途端に体を離し、私をまじまじと見つめてくる。

　明らかに戸惑っている顔に私は思考を巡らし、ひとつの考えに至った。

「……あの、私、思い出したんです。例の学園祭の日のことを」

　そう告げると課長は一瞬考え込み、「あぁ……」と唸ってそのまま私の肩に顔をうずめた。

「あ、あの……俊一さん？」

「……そっか……思い出したか」

　課長は頭を起こし、もう一度私を見据え、「やっとだな」と言ってニヤッと笑った。

「俺は初めから気づいてたよ、紗耶香のこと」

「初めから、って……」

「〝初めて〟再会した時、だな」

「それじゃ……入社の挨拶の頃から、ですか？」

　そう私が尋ねると、あからさまに課長がうなだれるから、私は驚いて彼の後頭部を見つめた。

「どうしたんですか!?」

「……いや、うん、大丈夫だ。……少し、くらっと来ただけで」

　そう言って課長はひとつ息を吐き、私を見つめた。その表情はいつもの魅力的な笑顔だったから、私の顔も次第に微笑んでいく。

「……俺はすぐにわかったよ。相変わらず素敵な笑顔の子だな、って思ったんだ。で、一緒に仕事するうちにますます好きになった」

「ますます、って……」

「信じられないかもしれないけど、あの学園祭の日、とっくに俺は紗耶香を好きになってたんだよ」

　少し顔を赤らめてされる告白に、私の顔まで熱くなる。きっと、いや絶対、私の方が課長よりも真っ赤になっているにちがいない。

「だから、俺は五年間片思い。あーもー、本当に長かった」

「す、すみません……」

　なぜか謝ってしまった。気づかなかったのは申し訳ないけれど、……そもそも、私たちは三年間会えなかったのだから、課長が待たなくてはいけないのも仕方がないはずなのに。

「でも、五年待って手に入るのなら、……待つ価値があった、ってもんだよ」

　優しく頬を撫でられ、そこから顔中に熱が広がっていく。

「まぁ、俺は写真もあったから、余計に紗耶香の顔を覚えていたのも不思議じゃないな。しかも、俺はかなり見た目を変えてたし。わからなくても仕方ないってことか」

　まるで言い聞かせるようなその言葉に、ふと、私の好奇心が湧き起こった。

「……俊一さん、あの学園祭の日の私たちふたりが写った写真、見たいです」

　課長の顔を見つめながらそう口にすると、その表情は見る見るうちに硬いものになってしまった。

「……なんでだ」

「え!?　だって私たちの最初の思い出ですよ？　見て思い出したいんですっ」

「だったらこれでいいじゃないか」

　そう言って課長が荷物の中から取り出した写真は、猫耳カチューシャでメイド服の私が、こちらを見て笑っているものだった。

「や、やめてくださいっ！」

「なんでだよ、いい写真じゃないか」

「ピンの写真なんて恥ずかしすぎます……」

　まず、この写真がいまだにすぐ取り出せる場所にあるのはちょっと問題だと思う。

　とにかく写真を隠してくれと必死に訴えると、課長は声をあげて笑い出した。

「はぁ……、本当におもしろいな」

「私で遊ばないでくださいっ！」

「悪い悪い。つい可愛すぎてな」

　そのまま額にくちづけられ目を丸くする私と、したり顔の課長の視線が絡む。

「……信じられないくらい、幸せだ」

　課長に頭を抱え込まれ、ドキドキしつつも、私はされるがままになる。

　あと数日後にはどうなるかわからないから、せめて今この瞬間だけは、愛を言葉で、行動で示したいと思っていた。

「課長、いよいよ三日後ですね」

「……あぁ、そうだな」

　課長の海外赴任が何年かかるかは予測できないし、もしかしたら、帰ってこないかもしれない。

　それでも私は、課長の帰りを待っていようと思っていたし、課長もそれを望んでいると思った。

　でも、課長はそんな私の考えとは裏腹な言葉を発したのだった。

「色々考えたんだが、俺は紗耶香に、待っていてくれって言うつもりはない」

　そんな言葉が聞こえてきて、私の思考は一瞬停止した。必死で考えその事実を理解すると、困惑と悲痛な思いに苛まれる。

「……どうしてそんなことを言うんです？」

　あまりにも冷静に判断を下す課長が遠く思え、その顔をじっと見つめるけれど、彼はこちらを見ようともしない。課長の眉間には皺が寄り、瞳は切なげに揺らいでいた。

「……離れたくないのが本音だ。でも、待っていてくれって紗耶香に押しつけるのも本意じゃない。それなら、待っていてほしいなんて頼めるわけがない」

　背中に回された腕の微かな動きで、手に力が込められたことがわかった。そんな様子を感じるだけで辛く、思わず下を向いて課長から目を逸らしてしまう。

「実を言えば、付き合ってほしいと頼んだ時はまさか紗耶香が応えてくれると思ってもいなかった。今、紗耶香を苦しめているのも、申し訳ないと思ってる。だからこそ、俺のわがままで待っていてくれとは頼めない」

　なんで今、わがままになってくれないのだろう。これまで散々私を惑わせてきたくせに、と心の中で悪態を吐く。

　でもそれを口に出せないのは、課長も辛いとわかるからで、さらに言えば、自分自身も本当に待つ覚悟があるのか疑わしいからだ。

　別れることを恐れてばかりいた私が、いつ帰るかわからない課長を待てるのか。そんな不安な気持ちは拭えない。

　待っていたい気持ちはあるのに、私には覚悟と自信が足りないのだ。

「優しいのか、意気地がないのか、……よくわかりません」

　私の意地の張った発言に、課長は困ったような笑みを漏らす。

「どっちもだよ。……優しくしたいし、意気地もない」

「ごめんな」とぽつりと呟き、課長は私の頭を優しく撫でた。

　違う。意気地がないのは私の方だ。私だけいつも弱いんだ。

　課長のシャツに、私の涙の染みができていく。

「ごめんなさい……」

　自分の不甲斐なさに悔しさを感じつつ、私は彼の肩に顔をうずめた。




　＊　＊　＊




　課長がニューヨークへ旅立つ今日、私は有給をとって空港に来ていた。

「わざわざ来てくれてありがとな」

「そんな……。来るのは当然です」

　課長の荷物はすでに預けてあるから、あとは搭乗時刻を待つだけだ。

「もし足りないものがあったら、送りますから言ってくださいね」

「まぁ当分は大丈夫だよ。……紗耶香の梅ジャムも梅酒も、スーツケースにちゃんと入れたしな」

　課長と約束していた梅ジャムと梅酒。急いで作って、昨日荷物の中に紛れ込ませてもらったのだ。

「大事に食べさせてもらう」

「別にたいしたものじゃないですから……」

　ただ他愛ない話をして、時間が過ぎていく。別れが近づいているのがわかっているからか、大事な話をどちらもあえて避けているかのようだった。

　あの日以来、私が待つかどうかについて、課長とはほとんど話し合っていない。

　課長は何も言わず、ただ私の気持ちを優先して答えが出るのを待ってくれている。

　それは、私と課長が過ごしたこの一ヶ月間と同じだ。

　私は不安に負けてその場でただ足踏みをしていて、課長はそんな私を待ち続けてくれている。

　本当は、勇気を出して踏み出したいのに。

「そろそろ行く時間だな……」

　時計を確認しそう切り出す課長は、こんな時になっても何も要求してこない。

　私は、それでいいのだろうか？　このまま離れて後悔しないのだろうか。

『本当の気持ち、伝えなくていいの？』

　昔の私が、心の中で問いかけた気がした。

　――そんなの嫌だ、耐えられない。




「俊一さん！」

　強い想いが溢れ出し、衝動のまま彼を呼び止めた。

　私の呼ぶ声に、電光掲示板を見ていた課長が振り返り、優しい微笑みを返してくれる。

「ん？　なんだ、紗耶香」

「私、やっぱり待っててもいいですか」

「え？」

「俊一さんのこと、待っててもいいですか……？」

　待ち続ける自信はたしかにない。でも、自信がないから挑戦しないというのは、やっぱり逃げていることになるのだろう。

　だったら、この先どれほど辛いことが待ち受けているとしても、私は逃げたままではいたくない。逃げてあとから後悔するよりも、辛いことにも彼と一緒に立ち向かって、それでも無理だったときに一緒に納得したい。

　そんな覚悟をしたつもりなのに、彼の返事を待つのが怖くて、課長が口を開く前に言葉を続けた。

「認めてもらえなくても、勝手に待ってます。別に、期待はしてないですから」

「紗耶香……」

「だって、私のことをこんな風にしたのは俊一さんじゃないですか!!　もう、あなたなしの人生なんて今は考えられないんです。だったらせめて待つくらいいいじゃないですか!?」

　一気にまくし立てて息を上げる私を、課長はじっと見下ろした。

「なんですか？　なんか文句、ありますか？」

「俺の言いたいこと、先に言うなよ」

　眉尻を下げて頬を染める彼をポカンと見つめていると、いつの間にか私は課長の胸に顔を押しつけられていた。力強い課長の腕が私を温かく包み込んでいる。

「俊一さん……？」

「待たなくていいってかっこつけたけど、やっぱり無理だ。五年間我慢して、やっと手に入れたのに、手放すなんて到底できないんだ。かっこ悪くていいから、あきれていいから、俺のものになるって言ってくれ」

　そして腕にさらに力が込められ、胸を締めつけられるほどの苦しさに涙がこぼれ出した。

「本気ですか……？」

「俺が嘘を吐くと思うのか？」

「思います」

　鼻声で課長の言葉を軽く一蹴すると、彼は「仕方ないか」と呟き笑っていた。

「でも、全部本心だ。本当は離したくない、置いていきたくない。……俺の方が、紗耶香なしの人生なんて想像もできないんだ」

「……俊一さん」

　離れたくないという想いは一緒だったんだと思ったら、寂しさと苦しさに押し潰されそうになる。

　このまま続けることができるのか、いつの間にかふたりの気持ちが離れていくんじゃないかと思うと、不安でたまらない。

　今、こんなに好きなのに、いつかそれが望まない形で薄れていってしまうんじゃないかと考えたら、怖くて仕方がない。

「誓約書、一……」

　課長のジャケットにしがみついていると突然そう切り出され、思わず顔を離して課長を見つめた。課長はそんな私を見据え、真剣な表情のまま言葉を続ける。

「一、毎日メールすること。二、ちゃんとプライベートは下の名前で呼ぶこと」

「俊一さん……」

「三、できるだけ言葉で気持ちを伝えること。四、長期休みは必ず会うこと。五、隠し事はしないこと、六、会社でも恋人がいるとちゃんと言うこと」

　懐かしい私たちの〝契約書〟。あれは一時的なお付き合いのための約束だったけれど、次はきっと、私たちの関係を続けていくための〝誓約〟になる。

「七、別れる時は必ず笑顔でいること」

　突然、瞼にくちづけられたことで、私は反射的に目をつぶってしまった。

「だから泣くな。笑えよ、紗耶香」

　その言葉で余計に涙が溢れそうになるけれど、それを振り払うように思い切り笑ってみせた。

　絶対うまくできていないはずだけれど、課長は頬を緩め、「上出来だ」と呟き額に唇を寄せた。

　顔を真っ赤にさせる私を見下ろしながら、課長はまた得意げな表情をしている。けれど私は、彼の頬が実はほんのり色づいていることに、もう気づいている。

　課長も本当は恥ずかしいんでしょ？　だって、私の言葉をきっかけにダサ男からイケメンになって、その後もずっと私を思い続けてくれていたんだから、こんなやり取りに免疫があるはずはないのだ。

　私だってたまには課長の隙をついてみたい、という密かないたずら心が頭を見せ出した。

「……そういえば、俊一さんっていつも大事なひとことが遅いですよね。しかも隠し事ばっかりだし」

「……なんのことだ？」

「聞きましたよ。お父さんとお母さん、私たちの関係が本物じゃないって知ってたそうじゃないですか」

　課長は私の発言にあからさまに体をピクリと跳ねさせ、いたずらが見つかった子供みたいに緊張した表情になった。

「本当に俊一さんって、隠し事ばっかりですね」

「……すまん」

　小さくなる課長がおかしくて、私はさらにからかうように、片側の口角を軽く上げてみせた。

「約束をやぶる、言うことを聞かない人にはお仕置きが必要です、ね？」

　いつも余裕たっぷりの彼に、とっておきの逆襲を試みる。

　思い切りつま先立ちして背の高い課長の首元を掴み、そのまま勢いよく自分の方へと引き寄せた。課長の頭を力一杯腕に抱く。なんなら息もとまるくらいの強い力で。

　課長の髪の毛に顔をうずめると、爽やかなシャンプーの香りがして急に恥ずかしさに襲われた。でも、それを打ち消すように私は目をつむり、その香りを胸いっぱいに吸い込む。

　適度なところで腕の力を緩め、課長の表情を確認した。ウェーブの髪を少し乱れさせ驚いている課長に、私はニヤリと微笑みを向ける。

「どうですか？　体勢が〝キツくて〟、視線が〝イタくて〟、息が〝苦しい〟やつ」

　その台詞にしばらく課長は言葉を失っていたけれど、ふっと唇の端が緩んだかと思うと声をあげて笑い出した。

「本当に、紗耶香には敵わない」

　すると見つめてくる瞳は一瞬にして怪しい空気をまとい始めた。それに気づいた私は手を離そうとしたが、どうやら少し遅かったらしい。

「そういうお仕置きは大歓迎だ。……むしろ」

　課長は私の腰をしっかりとホールドして、片側の口角をニヤリと上げてみせた。

「仕掛ける方がタイプかな」

「それってどういう……、きゃあ!?」

　疑問を投げかけようとした言葉は最後まで課長に届くことなく、私の体は宙に勢いよく持ち上げられた。

　長身の課長に抱え上げられ、私は彼を見下ろすような体勢を取らされている。

　百八十センチメートル以上ある彼のさらに上にいるのだから、周りからの視線がこちらに向けられているのは言わずもがなで。私は自分の仕掛けた逆襲を激しく後悔した。

「こんな……恥ずかしいじゃないですかっ……！」

「今さらなに言ってるんだ。紗耶香から仕掛けてきたくせに」

　そう言って課長は念押しとでも言うように、頬にひとつくちづけ、いつもの余裕ありげな微笑みを私に向けてきた。

「……今度は、もっと熱烈なのを頼むよ」

　その言葉に、何を言い出すんですか！と怯えつつ、私の胸の内はドキドキが止まらない。

　一ヶ月の間にさんざん植えつけられてしまったせいか、課長のこの上から口調に私はすでに虜とりこになっているようだ。

　その時、課長の乗る飛行機が搭乗を開始したことを告げるアナウンスが流れた。

　それが合図かのように課長は私を下ろし、私たちはお互いに見つめ合う。

「いってらっしゃい、俊一さん」

「ん、いってくるな。紗耶香」

　課長はそう言って笑顔でゲートへと消えていき、私はそのままくるりと背を向けその場を立ち去る。

　涙は散々流してきた。悲しくないとは言わないけれど、それでもさっき交わした約束が私を強くしてくれる。

　空港をあとにし、ロータリーでタクシーを捕まえ、家の住所を伝えてから窓の外に目を向ける。

「次は、私が待つ番だからね」

　覚悟してよ？　俊一さん。

　私は飛び立った彼を思って、宣戦布告をする。

　青い空には、夏の入道雲に紛れて、飛行機雲がまっすぐまっすぐと伸びていった。







最終章　ふたりの未来













　＊　二年後　＊

「ねぇ聞いた？　今度海外支社から来るっていう人のこと！」

「知ってる知ってる！　何年か前に転勤していった超エリートなんでしょ？」

「そうそう！　しかもめちゃくちゃかっこいいんだってぇ!!」

「えぇー！　でもアラフォーだって聞いたよ？」

「まぁね。だから期待し過ぎは禁物だけど。でも先輩の話では、アメリカの食事でデブってなければ、絶対今でもかっこいいって豪語してるらしいよ？」

「そうなんだ!?　楽しみぃ！」

　エレベーターの中、キャピキャピ盛り上がる女子社員たちは、目的の階に着くと、話しながら降りていった。その様子を一緒に眺めていた横の男性が、私に意味深な視線を送ってくる。

「だってよ。本当のところはどうなんですか？」

「そんなの、あなたの方がよくご存知なんじゃないですか、斎藤主任」

　私は主任の方を見向きもせず、なんでもないことのように答えたけれど、その半分は虚勢だ。

　俊一さんがかっこよくてエリートなのは転勤前から変わらないことだし、それに女子社員がきゃあきゃあ言っているのも、今に始まったことではない。

　言いたいのは、俊一さんは確かにアラフォーだけれど、そこらへんの男よりかっこいいから期待を裏切るわけがないということと、でも、私という存在がいるのだから、変に期待を抱かれるのはお断りということだ。

「近藤さんが帰ってきたら、また会社が盛り上がるだろうな。いろんな意味で」

　そんなからかうような言葉を無視して、私はエレベーターを降りた。

　俊一さんはニューヨークの支社に転勤後、十分すぎるほどの成果をあげた。目的となっていた経営の見直しをするだけでなく、向こうに合った新たな経営戦略まで打ち出し、かなり高い評価を受けたと聞いている。

　上層部はそんな俊一さんのスキルをもう一度日本で発揮してほしいと考えたらしい。先月までの業務が最後となり、今日から再び本社での勤務が始まることになっていた。

　オフィスに入ってもやはり話題は俊一さんのことで、私はニューヨークへの転勤が決まった翌日の人だかりを思い出していた。

　私が俊一さんに声をかけられ、そのまま会議室に連れ込まれた懐かしい思い出が蘇り、知らず知らず唇の端が緩んでしまう。

　あの時仮の形で始まった恋人関係は、相変わらず終わりを見せる気配はない。それはきっと、これからも……。

　外がざわつき始めたのを感じ、入口に目を向けると、そこから懐かしくて愛しい人が入ってきた。その姿に、別に帰国して初めて見たわけじゃないのに、私の鼓動は高まっていく。

　取締役が前に立ち、軽く咳払いしてから話し始めた。

「はい、注目。今日からここで部長として働くことになった近藤君だ。前までこの部にいたから知っている者も多いと思うが、……とりあえず近藤君、挨拶して」

　そして話し手が入れ替わり、私の愛しい人が中央に立つ。

「近藤俊一です。本日より経理部部長に就任することとなりました。今まではニューヨークの支社に勤めていました。それまではこちらに勤めていたので、もう一度この場で働くことができ、懐かしい気持ちでいっぱいです。これからよろしくお願いします」

　前の俊一さんを知っている人も、知らない人も、全員の視線が彼に釘付けになっていた。

　海外で鍛えられてさらに溢れ出している自信と風格が、俊一さんの魅力を引き立たせる。歳を重ねて渋さを増した姿は、周りの若いイケメン社員にも引けをとらないし、勝ってさえいると思うのは私だけではないはずだ。

「……また私事ではありますが」

　俊一さんが私に視線を向けてきて、それを独り占めできることに密かに優越感を抱いた。

「この部署にいる近藤紗耶香は私の妻なので。以後、お見知りおきを」

　俊一さんの言葉で、その場にいた人たちはざわつきはじめる。女子社員の中には悲鳴をあげている子もいた。私は顔を赤らめつつ、薬指にはめた指輪を眺める。

　俊一さんが帰ってきたその日に、私たちは入籍した。結婚式は、俊一さんが落ち着いてから行うことになっている。

　私はその場に立ったまま、ふたりの始まりになったあの日のことを思い出していた。

『俺と、別れることを前提に付き合ってほしい』

　このひとことから始まった私たちのお付き合い。俊一さんの宣言通り、私たちは日本とニューヨークで住む場所は〝別れた〟けれど、それは私が想像していたような悲しい結末ではなかった。

　自分の考え方でそれが後悔する恋愛になるか、いい恋愛になるかは変わるのだと私は知った。自分の弱い気持ちに負けたままでいたら、こんなに幸せな未来はなかったかもしれない。

　逆に、うまくいくはずの恋でも失恋に変わることだってあるのだろう。

　だから私は、後悔しない恋愛を、これからも俊一さんとふたりで作っていきたい。

　ふたりの生活を、ふたりの未来を、一緒に歩んでいきたい。

　挨拶が終わり、みんながどんどん自分のデスクへと向かう中、俊一さんが私の方へ軽く手を挙げた。その手の薬指でキラリとお揃いの指輪が光る。

　ささやかだけれど、心が温くなるそんな幸せを噛み締めつつ、私も少し左手を挙げて、彼に返事をした。







特別書き下ろし番外編













　昼下がりのある日、私は空港から車で三十分ほどの所に位置するカフェにいた。

　今日、私がここにいるのには、ふたつ理由がある。

　ひとつは、用事があってこちらに来ている初美と待ち合わせをしていて、新幹線の駅からも近いこのカフェで会うことになったから。

　そしてふたつめは、これから俊一さんを迎えにいくから……。

　そう、今日は、俊一さんが帰国する日なのだ。

　ニューヨークに転勤してから二年。決して短くはなかったこの時間を越え、今日、彼は日本に戻ってくる。

　私は、空港で〝別れた〟あの日、誓った誓約書を取り出した。彼は律儀に、あの口約束をきちんと書面に残してくれたのだ。




『誓約書』

　近藤俊一、樋口紗耶香は、本当の恋人となり離れていても、以下の約束を守ることを誓います。

　一、毎日メールすること

　二、ちゃんとプライベートは下の名前で呼ぶこと

　三、できるだけ言葉で気持ちを伝えること

　四、長期休みは必ず会うこと

　五、隠し事はしないこと

　六、会社でも恋人がいるとちゃんと言うこと

　七、別れる時は必ず笑顔でいること




　この誓約書があったから、私たちはこの二年間を乗り越えることができた。すべての苦しみ、悲しみを受け止めることができた。

　そして、これから先のことも一緒に乗り越えていこうと決心したのだ。




　窓の外に見知った姿を発見し、私は慌てて誓約書を鞄に戻した。

「紗耶香ー！　久しぶり！」

「久しぶり、初美！」

　初美と会うのは実に数年ぶりのことだったが、彼女の様子は変わらず明るい。

　今回、初美と会うことになったのは、この近くで開かれたコスプレのイベントのために、初美が都内へ旅行に来ることになったからだ。

「今回はどんな衣装を作ったの？」

「今ハマってるアニメキャラのコスで行ったんだけど、その子と対のキャラの子がいてさ！　一緒に写真撮ってもらって盛り上がったんだよねぇ」

　そう言って見せられる写真は、やっぱり私とどこか世界が違う。でも、自分の好きなことを素直に語る初美は、すごく楽しげで輝いていて、私は思わず笑みをこぼした。

「また腕を上げたんじゃない？」

「そう？　まぁでも、趣味の範囲でやってることだからね。ところで、私のことより、紗耶香の方はどうなの？」

「どうって？」

　話の矛先がわからない私は、ニヤニヤした顔の彼女に探りを入れる。

　すると初美は、いかにも楽しげな声色で、少々不気味とも思えるような笑みを浮かべながら言い放った。

「近藤とのことに決まってるじゃん！　なんて言ったって、私のコスがふたりを結び合わせたようなものでしょ？」

　思いも寄らない初美の発言に、飲んでいたミルクティーを軽く吹き出してしまう。

　いや、突っ込みどころはたくさんあるんだけどね。まずとりあえずは、俊一さんのことを〝近藤〟呼ばわりしていることについて聞いてみたい。

「私の従兄弟、近藤と一緒に働いてたでしょ？　だから、変身前のことも変身直後のこともよく知ってるのよ。いろいろ話聞いてたらおかしくって！　ダサくて、仕事もやる気がなかったのに、いきなりイメチェン＆出世でしょ？　すごいよね」

　歯に衣着せぬ物言いに、苦笑いするしかない。

　たしかに今の言葉は事実だ。しかし、それの元凶が自分だと考えると居たたまれない気持ちになってしまうし、何よりどう反応していいものか悩ましい。

「で？　どうだったのよ。転勤から今に至るまで？」

「時々ちゃんと報告してたでしょ？」

「いや、本人を前にして、からかいながらやるのが一いっ興きょうなのよ」

　どうにかあしらってみようとするけれど、初美は逃す気などさらさらないようで、その様子はまったく昔と変わらない。

　そういえば、あのメイド服だってこんな風に押し切られて着る羽目になったんだ、と苦い過去の記憶まで蘇る。

　とは言っても、その強引な誘いが無ければ私と俊一さんが出会うこともなかったのだ。そう考えれば、彼女に進展を報告する義務はあるかもしれない。

「まぁ、いろいろあったからね……」

　言葉を濁しながら、再びミルクティーのカップに口をつけた。ちょっと砂糖の入った舌に馴染み良い味が、私の体を熱くさせる。

「すぐにニューヨークに行っちゃったわけじゃない？　よく我慢出来たよね」

「もちろん、キツい時だって何度もあったよ」

　初美の言葉で、私は俊一さんが転勤してからひと月ほど経った時に起きたある出来事を思い出した。

　それは、まだ遠距離恋愛に耐えるだけの覚悟がなかった頃のこと……。










＊　Episode1　＊　真夜中のホットライン




「樋口、もし今フリーならさ……俺と試しに付き合ってくれないか？」

　夕暮れ時、私に向かって囁かれる誘いの言葉。

　そう告げる男に、私は無表情、ともすれば敵意さえ込めたような瞳を向けた。それでも彼は相変わらず余裕を含んだ笑みを浮かべている。その表情も私の苛立ちをあおるには十分で、私は眉間に皺を刻み、その軽い台詞を一蹴する。

「私には素敵な恋人がいるので、お断りです。ついでに言うと、そのジョーク全くおもしろくないですよ、……主任」

　睨みながらそう言う私の横で、斎藤主任は思い切り吹き出し、ゲラゲラ笑い出した。

　いったい何が楽しくてこんなことを言ってくるのか、私は理解に苦しむ。

「俺だって近藤さんの彼女に手を出すほど、命知らずじゃないな」

　俊一さんと以前から親しい付き合いがあった主任は、私と彼との関係を知っており、時々こうやってからかって楽しんでいる。

　別にからかわれるくらいたいしたことではない。けれど、資料に目を通しながら発せられる彼の声はけっこう大きいから、誰かに聞かれたら弁解しなきゃいけないのは私なのに、と重い気分に襲われた。

「……樋口先輩、彼氏いるんですかぁ!?」

　すると案の定、私たちの会話は聞きつけられてしまったようで、私は思わず口を引きつらせてしまう。

　私たちの話を聞きつけて近寄ってきたのは、コーヒーカップを片手に持った隣の席の後輩ちゃんだ。彼女は私に彼氏がいることが相当意外だったようで、目を丸くしてこちらを見ている。

　そういえばこの子は、私が俊一さんに片想いしていると勘違いしているんだ。

「いるよー。ニューヨークにいる、〝近藤さん〟っていう超デキる人が」

　どう説明したものかな、と思案していると、後ろから揶揄を含んだ台詞が聞こえてきて慄く。勢いよく振り返ると主任はこちらに得意げな笑みを向け、最後に音符がつきそうなほど調子の良い声で「な、樋口」と告げてきた。

「ええええっ!!」

　そんな驚愕の声をあげたのは後輩ちゃんだけでなく、気づけば、フロア中の視線が私たちに向けられていた。

「近藤さん……って、あの近藤課長!?」

「樋口ちゃん、いつの間に!!」

「いつから？　……どうやって!?」

　ザワザワする同僚や先輩たちに顔が真っ赤に染まる。動揺しつつも、斎藤さんをキッと睨みつける。だが、彼は我関せずと手をひらひらと振り、あっさり資料を持って去ってしまった。

　この状況をなんとかしていってくださいよ!!と胸の内で悪態を吐きながら、嫌々視線を元に戻せば、後輩ちゃんに腕を勢いよく掴まれた。

「今日の飲み会で、じーっくり聞かせてもらいますからねっ！　先輩」

　眼力の込もった後輩ちゃんに苦笑いを送りつつ、掴まれた腕を引き抜き仕事を再開させた。後ろではまだなお、囃はやし立てる声が聞こえるけれど、そんなことは気にしていられない。

　さっき後輩ちゃんにも念を押されたように、今夜の飲み会ではいろんな人に問い詰められるんだろうな、と自分の今夜の行く末を案じて頭を抱える。

　今夜は部署の飲み会が予定されており、みんなそれに向けて必死に仕事をこなしていた。

　いっそ、仕事が終わらなかったことにして欠席してしまおうか、という悪い考えまで浮かぶけれど、隣の席の後輩ちゃんがいる限り、それも無理な話だろう。

　私は眉を寄せながら、深く深くため息を吐いた。




「ふたりの馴れ初めは？」

「いったいいつから付き合ってたの？」

「どっちから告白したの!?」

　次々に押し寄せる質問にたじろぎつつ、それなりの答えを返していく。とは言っても、すべてを話すわけにはいかないから、差し支えのない程度の話しかしない。

　それでも、相手はあのハイスペック課長だからみんなの興味はなかなか収まらず、私が解放されたのは、会も終盤の頃だった。

　普段こんなに囲まれることはなく、注がれるがままにお酒をもらってしまったから、いつもよりも酔ってしまっている気がする。

　お開きになって、駅までの道をフラフラ歩いていると、「樋口！」という声で呼び止められた。

「主任……？」

「お前、足フラフラだろ。タクシー拾うから一緒に帰るぞ」

「そんな……大丈夫ですよ、私」

「お前だけじゃなくて……、あいつもいるからさ」

　主任の指差す方を見ると、明らかに酔い潰れている女子社員がひとりいて、彼女もどうやら、先輩のお酌を断りきれなかったようだ。あの子はきっと、ひとりでは帰れない。

「俺ひとりで送っていくと、周りからいろいろ言われるだろ？　だからさ、頼む。付き合ってくれよ」

　そう頼まれると断りづらいから、私はお言葉に甘えて、主任の呼んだタクシーに乗り込んだ。

　私は助手席に、主任は女子社員を介抱するために後部座席に座る。

「……近藤さんとは連絡とってるのか？」

　主任の突然の質問に、胸が嫌な跳ね方をし始める。

　事情を知っているだけに、この人の追究は鋭くて的確だ。彼もたびたび俊一さんと連絡を取っているようで、こんな風に私たちの仲を探る問いをしてくることがある。

「……はい、毎日メールをしてますよ」

　誓約書一番目『毎日メールすること』は、お互いちゃんと守っている。

　俊一さんからのメールの内容は、近況報告とこちらの様子を尋ねる質問、……そして、私に向かって紡がれる愛の言葉。

『愛してる』『早く会いたい』『抱きしめたい』

　そんな台詞を朝から見せられる方の身にもなってよ、とも思うけれど、それがうれしいからあえて言うことはない。

　メールはしている。だから、連絡はとっている。

　けれど、主任はさらに突っ込むような詮せん索さくを私に加えてきた。

「……電話は？　してるのか？」

　主任の言葉で、私の胸の中に突如、モヤモヤとした気持ち悪さが湧き起こる。これは、ただアルコールを飲みすぎたからではないだろう。胃、というよりもう少し上の辺りが、キリキリ、チクチク、痛み出す。

「……電話は、してません。時差もありますし」

「時差なんて気にすることないだろ」

「そんなわけにはいきませんよ」

　繰り出される追求を瞬時にいなすことで、私は主任に牽制をかけた。

　後ろの席から、あきれたような深いため息を吐く音が聞こえたけれど、気づかないフリをした。

　どちらかの仕事中は当然無理だし、俊一さんの出勤前や帰宅後は、『忙しいかも』『疲れているかも』と考えると遠慮してしまう。休みの日も、もしかしたら仕事かもしれないと思ったら、『今、時間ありますか』と聞くことさえためらわれる。

　だったら、そんなことは無理、と初めから決めつけていた方が、幾分か楽だ。

　そうしていないと、この毎日を平常心で過ごすことなどできはしない。

「我慢ばっかりしてないで、限界になる前にちゃんと言えよ」

「はい、ありがとうございます……」

　たどたどしくも前向きな言葉を残してくれるのは、主任が気遣ってくれている証拠だとわかるから、私はとりあえず頷いておいた。

　しばらくしてマンションに到着し、私はお金を払おうとしたけれど、主任に止められてしまった。

「無理に乗せたのはこっちの方だから」と言い残して、あっさりと帰ってしまった彼は、俊一さんと同じく優しくてかなりいい上司だと思う。

　元上司と後輩の恋仲を心配してくれるくらいだもんな、と苦笑を漏らしながら目的の階に到着したエレベーターを降りる。

　主任に言った通り、毎日連絡はとっている。でも、私の心はどこか満たされない。

　転勤したばかりで、忙しいのは考えなくてもわかるし、時差だってあるから、タイミングを図ることも難しい。何より、『待ってる』と言った手前、不安にさせる言葉を伝えることはできないと私は感じていた。

　それでも、〝会いたい〟〝声が聞きたい〟〝触れてほしい〟。そんな欲望を抱いてしまう。

　たったひと月しか経っていないのに、私のわがままは止まらない。でも、そんなことは言えないから、私はいつもあたり障りのない返事を送ってしまうのだ。

　落ち込んだまま真っ暗な部屋に入り、電気をつける。無造作に鞄を置くと、ドスンという音が暗く静かな空間に響いて、私に孤独を実感させた。

　あぁ、虚しい。そんな被害者じみたことを思っていると、落とした鞄の中で携帯電話が微振動する。

　取り出し、画面に表示された着信のマークとその相手の名前を見て、私の酔いは一気にさめた。

『近藤俊一』

　まさか、そんな……。戸惑う気持ちに反して高まる期待に、私は震える指で画面をタップし、それを耳にグッと押しあてた。

「……もしもし」

『おかえり、紗耶香』

　久しぶりに耳に届く愛しい人の声に、胸が震えて息が詰まる。

「どうして、今帰ったこと知ってるの……」

『さっき、斎藤からメールが入ったんだよ。これから紗耶香を送り狼します、ってな』

　主任……、どういう冗談を俊一さんに送ってるんですか。

　私は胸の内であきれつつ、それも彼の優しさなんだろうな、と思った。

『紗耶香が電話に出たってことは、あいつはちゃんと帰ったんだな』

　そう呟く俊一さんの言葉に苦笑いしつつ、目を閉じて彼から発せられる響きに耳を傾ける。

　俊一さんの声って、こんなに馴染み良いものだっただろうか。

　私の耳に注がれる彼の囁きが、すんなり体に溶けていく。

　それでいて、彼の息遣いに呼吸が止まりそうなほど、心臓が激しく鼓動するから、ちょっと苦しいとさえ思ってしまう。

　久々に感じる心地良い感覚に身を委ねそうになった時、私はあることを思い出して勢いよく時計を見やった。

　時刻は午後十一時二十分。ニューヨークとの時差は、約十三時間。

「俊一さん、今は仕事中じゃ……！」

『大丈夫だ。こっちのことは心配するな』

　それでも、大事な時間を使ってもらっていると考えたらやはり申し訳ない。

「わざわざごめんなさい、私は別に大丈夫ですから……」

『何言ってるんだよ、気にするな。気分悪くなってないか？』

「そんなことはないですよ。少し酔っちゃっただけで、それもすぐにさめますから」

　できるだけ明るい声で、はっきりした発音で伝える。忙しい中、電話してくれたのだから、心配をかけてはいけないと必死に気を張る。

『……他に、何か言いたいことはないか？』

　俊一さんの促す声に、さっきのわがままが浮上するけれど、私はそれを必死に押し留めた。

　ダメだよ、言っちゃいけない。余計な世話をかけちゃいけない。

　それでも、私を気遣い、労わる言葉が直に心にしみていくから、じわりと涙が滲んでしまう。

　やだ。電話だと、泣きそうな鼻声を誤魔化すことが難しい。私は唇をギュッと噛み締めた。

「……無いですよ」

『本当か？』

「本当、です」

　心配をかけたくない。時間だってそんなに無いだろうし。それに、私は待ってるって言ったんだ。だから……。

　噛んだ口元にさらに力を込めた時、電話の向こうから、低く響く声が聞こえてきた。

『お仕置き、されたいのか？』

　俊一さんの不気味な発言に、一気に不安が押し寄せる。

　……え？　私、マズイことでもしてしまったんだろうか？

「俊一さん……？」

『誓約書五番目〝隠し事はしないこと〟。ちゃんと言ってくれないと、わからないだろう？』

　諭すような言い方に胸をグッと掴まれたような衝撃を受け、同時に溢れるほどの愛おしさが湧きおこる。

　わからないなんて、嘘。この人にはきっとバレちゃってるんだ。私が何かを隠していることも、今泣きそうなのをこらえていることも。

「わ、私……っ」

　言葉よりも、泣き声が先に漏れて、何も言えなくなってしまう。しゃくりあげてばかりの私に向かって、俊一さんは安心させるように語りかけてくれた。

『ごめんな、紗耶香。ゆっくりでいいから。ちゃんと聞くから……』

　その優しい言葉に、余計に涙が溢れ出してしまう。

　じっくりと真正面から向き合ってくれるその姿勢は、私の頑なな心を溶かしていく。

　そう、私の好きになった人は、こうやっていつだって私のことを待ってくれるんだ。私が素直になれる時まで、手を差し出して私を導いてくれる。

　流れる涙が収まってから、私はゆっくりと自分の気持ちを伝え始めた。

「俊一さんに……会いたい……」

　誓約書三番目『できるだけ言葉で気持ちを伝えること』に倣って、ちゃんと自分の言葉で。

「声が聞きたい、もっと話したい。……直に会って伝えたいことがたくさんあるんです。仕事が上手くいったら褒めてほしい。優しく頭を撫でてほしい。そうでない時も、……触って欲しいし、寂しい時は……抱きしめてほしい……」

　ひとつ想いをこぼしてしまえば、あとはズルズルと引きずり出されてしまう。

　次々と溢れ出す想いを言い終えるまで、俊一さんはひとことも口を挟まず、ただ黙って聞いてくれていた。

　ほぼ言い切って、間を空けて鼻をすすると、俊一さんは「それで、全部か？」と、尋ねてきた。

　なんだか『たったそれだけのことで？』と言われているみたいで、つい私は意地を張ってしまう。

「……これくらいに、しておいてあげますよ」

『っくく。そうか……』

「なんで笑ってるんですか！」

　楽しそうな俊一さんの声色に、恥ずかしさと悔しさが湧き起こる。

　私は真剣なのに、なんで俊一さんだけそんなに余裕で、しかもちょっと上機嫌なのだろう。

　唇を突き出しいじける私の耳に、俊一さんの柔らかく安心できる声が届く。

『あたりまえだろ？　好きな奴にそんな可愛いわがままぶつけられて、うれしくない男なんていないぞ』

　さも当然、という雰囲気の俊一さんに口を噤む。

　……私のわがまま、うれしいと思ってくれるんだ。

　それだけで、私の心は安心感という名の至福の感情で満たされた。

『紗耶香……。正直に言えば、その願い全部をすぐに叶えてやることはできない』

　俊一さんの言葉に、わかってはいても胸が痛む。

　でも、その場だけの体のいい言葉で飾らない俊一さんは、逆にすごく優しいと思う。だって、それを言う俊一さんが一番苦しいということは、私にもわかるから。

『寂しくても近くにいてやれない。酔ってても送ってやれないし、抱きしめてもやれない。……今すぐ会いたいって言われても、仕事もあって、距離もあるから、すぐに駆けつけることさえできない』

　そんなに正直に言わなくてもいいのに、と変なところで真面目な彼に恋しさを抱く。

　それだけ真しん摯しに私と向き合おうとしてくれることが、たまらなくうれしかった。

　そして同時に、自分がすごく素敵な人に恋したということを実感する。

『でも、紗耶香のことをいつだって想ってるし、できるだけ寂しさや苦しさを少なくしてやりたいって願ってるんだ。だから……』

　そこで俊一さんはいったん言葉を切り深呼吸してから、悲痛な声ですがるように言葉を紡いだ。

『頼む。何も相談せずに、俺のことを諦めないでくれ』

　その瞬間、私の瞳から大粒の涙が溢れた。

　あぁ、私、この人をずっと不安にさせてたんだ。

　我慢しているつもりだったけど、そのせいで自分の気持ちを言葉で伝えず隠し事ばかりして、逆に心配をかけていた。

「俊一さん……好きです……！」

『あぁ、俺も……愛してる』

　私が一番伝えたかった言葉を告げると、それに応えて俊一さんも、私が一番欲しかった台詞をくれた。

　遠距離恋愛って、きっと容易に失恋に至ってしまう。

　心配になったり、不安になったり、それが故に嫌な考えに至って、勝手に落ち込んだり、離れようとしたり。

　そうならないために私たちは、あの約束を守っていかなくちゃいけないんだ。

『年末年始、日本に帰るから。だから、待っててくれ、紗耶香』

「はい……俊一さん」

『そうしたら、さっき言ってたこと、全部してやるから』

　急に色っぽい声色で告げられ、一気に顔へと熱が集まる。

　私、さっき何て言ったんだっけ？と思い出そうとしてみたけれど、余計に恥ずかしくなりそうなので、やめておいた。でも、その恥ずかしさよりもうれしさの方が今は大きい。

「はい、楽しみにしてますからね」

『あぁ。……じゃあ悪いけど、仕事に戻るな』

「がんばってくださいね」

『ありがとう。おやすみ』

　そう言って久々の電話はプツリと切れた。

　たった数分。それでも、今の私には十分すぎるくらい満たされた時間だった。

　年末まで、あと六ヶ月弱。その日が来るまでに、私はまたこうやって不安になってしまう時があるだろう。

　それでも、次はちゃんと言おう。

　あなたが側にいないと、寂しい、苦しい。……それくらい、あなたが愛おしくてたまらない。

　素直に伝え合えば、きっと想いはつながっていくから。

　私と彼をつないでくれた携帯電話を握り締め、そう私は心に刻んだのだった。




　＊　＊　＊




　初美に経緯を話し終え、カップをソーサーに置くと、注がれたミルクティーがゆらりと軽く波は紋もんを作る。

　あの時、誓約書の大切さを実感した私は、きちんと自分の気持ちを出すようになった。ときには愚痴をこぼしたり、俊一さんにあたってしまったりすることもあった。そのたびに俊一さんは優しく私の話に耳を傾け、いつだって私に安心する言葉をくれた。

　でも、そんな俊一さんがあの電話みたいに弱音を吐いてくれることもあって、私はそれがたまらなくうれしかった。

「……なに、ひとりで浸ってるのよ」

　向かいで少々苦い顔をしている初美に気づき、私は顔を赤くする。

　しまった。つい、俊一さんとの思い出でいっぱいになってしまっていた。

「まっ、仕方ないか。付き合ってからは、実際に会うのも難しかったんだもんね。それまでを思い出せば、そんな顔にもなっちゃうよね」

「で、でもっ、お互いに長期休みは行き来してたけどね。毎年冬は、俊一さんが帰省してくれて、会ってたし！」

　初美のやさぐれたような台詞を、たどたどしくフォローする。

　あの電話の約束通り、俊一さんは年末年始に帰国して、私がしてほしいと言ったことをその通り実行してくれたのだ。それはもう存分に。私が『もう、これ以上けっこうです……』と懇願するほどに。

　それに、俊一さんが帰国してくれただけではない。

「たしか、去年の夏は紗耶香がニューヨークに行ったんだよね。羨ましかったな」

「楽しかったよ。卒業旅行以来の海外だったしね。あ、写真見る？」

　私は携帯電話を取り出し、写真をスクロールさせていく。有名な観光地や建造物、アメリカらしい広大な芝生の風景やネオン街の夜景。その中で私と俊一さんが交互に、もしくは一緒に並んで写っている。

「で、この時に……されたんでしょ？」

　彼女の視線の先にあるものに気がついた私は、さっとそこにあるものを隠した。

　意味ありげな笑みを浮かべる初美に頬を染めて視線を逸らすと、そんな私を指差して、彼女はきゃあきゃあ笑っている。

　これが、初美の言う本人を前にする〝一興〟ってやつなのだろうか。だったら、今日はとんでもない日になりそうだ。

　私は熱い顔を隠すように、ミルクティーをひとくち流し入れた。










＊　Episode2　＊　ロマンチック・サプライズ




　俊一さんが転勤した次の年の夏、私は長期休みをとってニューヨークに来ていた。

　初めてのアメリカ。しかも、ツアーじゃない海外旅行も初めてという私。

　看板を見ても、アナウンスを聞いても、中学から大学まで学んだはずの英語が理解できず、空港に着いた時点で激しく困惑した。

「ええっと、待ち合わせはここでいいんだっけ……」

　俊一さんからのメールを確認して、そこに記された場所で辺りを見回すけれど、彼らしき人は見あたらない。

　そうだ、たしか空港はWi-Fiが使えるって言っていたから、つなげて連絡をとってみよう。

　そう思って携帯電話を操作していると、後ろから急に包み込まれ、息が止まる。

「久しぶり……紗耶香」

　耳元で囁かれる懐かしい声。心を揺さぶるような芳しい香り。何より、私の体に溶けそうなほど馴染むこの腕。

　私は前で組まれた腕にそっと触れ、軽く後ろを振り返った。

「久しぶりです……、俊一さん」

　私の頬をくすぐる茶色いウェーブの髪の奥に、愛しげに私を見つめる黒い瞳が見えた。

　それに気を取られていると、温かくて柔らかい感触が、私の頬に降り立つ。

　離れていく俊一さんの不敵な笑みを数秒見つめてから、公共の面前で何をされたのか理解した。

「……俊一さんっ！」

「なんだよ、こんなのニューヨークじゃ挨拶だぞ？」

　平然とそう言い放った俊一さんは私の体を反転させ、向かい合わせの状態でまっすぐ見据えてくる。

　愛おしい、切れ長の黒々とした瞳とくっきり彫られた二重。通った鼻筋の下の形の良い唇が、私に向かって欲していた言葉を囁く。

「……会いたかった」

　その台詞に、私は頬を染めて口を噤んだ。

　……本当にこの人はずるい。そう言われれば、自然に笑顔になってしまう。

　だって私の方が、ずっとずっと俊一さんに会いたかったんだから。

「私も、会いたかったです！」

　人々が忙しなく行きかう空港のロビーで、周りをはばかることもなく、私は俊一さんの首に抱きついた。




　今回の旅行は、二泊三日という短い旅行だったけれど、定番の観光地からオススメの穴場まで、いろんなところへ連れて行ってもらった。

『近藤課長の英語力はネイティブレベル』、という話も聞いてはいたけれど、一年住んでさらに磨かれた彼の自然な英会話には驚かされた。

　その日も、流暢な英語で注文してもらった絶品のステーキに、私は舌した鼓づつみを打っていた。

「海外の味付けって独特で受け付けないものも多いって聞いてましたけど、今回連れて行ってもらったところはどこも美味しいですね」

　ステーキを頬張りながらそう言うと、向かいで俊一さんがグラスを傾けながら微笑んだ。

「まぁ、俺が気に入ったところにしか連れて行ってないからな。でも、俺と味覚が合うみたいで良かった。紗耶香の料理も俺の舌に合ってたしな」

　上目遣いでそう呟かれ、私はフォークをくわえたまま胸をときめかせた。

　そのひとことは、恋人のその先を彷彿とさせる。無駄に期待してしまいそうになる私は、慌てて別の話題を切り出した。

「ジャムも、お酒も、召し上がってくれていてうれしかったです」

「あぁ、どっちもすぐなくなったから困ったよ。今回作ってきてくれたから、また朝が楽しみになるな」

　私は今回、梅ジャムと梅酒に加え、ブルーベリージャムとレモンジャムを作ってきていた。

　前回日本に戻ってきた俊一さんにジャムをねだられたけれど、その時は時間が足りず、適当な果物もなかったから渡すことができなかったのだ。

「今回の分は、今度会える時までもつといいですけどね」

「そう……だな」

　俊一さんの渋い表情に自分たちの置かれている現実を自覚し、ハッとする。

　そうだ、今度いつ会えるかどうかさえ、私たちにはわからないんだ。

　半年後？　一年後かもしれない。いくら約束をしても、仕事が忙しければ、俊一さんは日本に帰ってくることはできない。

　もし今回みたいに会えたとしても、その次はいつ会えるのだろうかと、また同じ不安を抱くんだ。

　私たちは、いつまでそんな関係を続けていくんだろう。

　シンと静まり返っていると、俊一さんがメニュー表を私の方へと差し出してきた。

「何かデザート頼むか？　ここのブラウニーは絶品だぞ」

　少し悲しそうな表情で、でも微笑みながらそう促すから、私は気を引き締めて笑顔を作った。

「私、ブラウニー大好きなんです。頼んでいいですか？」

　あえて明るめの声でそうねだると、俊一さんは「了解」と呟き、軽く手を挙げてウエイターを呼び寄せた。私はステーキの最後の一切れを口に入れ、俯いて口元を隠すフリをしつつ、目元の涙を拭った。




　デザートのブラウニーもキレイに完食してレストランを出ると、俊一さんは「少し足を伸ばそう」と言って私を誘い出した。

「どこに行くんですか？」

「あの橋の向こうだ」

　差し出された手のひらに自分の手を重ねれば、自然と指が絡み合った。

　温かく柔らかい感触を左手に感じながら、橋をゆっくりと進んでいく。

　アメリカの川は日本の川とは違って幅が広く雄大だ。川沿いの灯りが反射しきらめく光景を眺めながら、長い橋をふたり静かに並んで歩いた。

　周りの喧騒とは対照的に、私たちの間に会話はない。けれど、それが心地良いとさえ思えるのは一種の安心感があるからかもしれない。

　愛しい人が隣にいるから、この左手の温かさを信頼していいと思えるのだろう。

　この想いがそばにいなくても続いたらいいのに。

　横に並ぶ俊一さんを見つめながらそう思う。

　彼の隣にいられない時も、この温かさを実感できたら、私はもっと強くなれるかもしれないのに。

　そんな愚痴が心に浮かぶと自然と眉に力がこもってしまい、泣きそうになった私は顔を逸らした。

　この前、俊一さんが帰国した時に気づいたのは、遠距離恋愛中は会ったあとの方が余計に寂しさは強くなってしまうということだった。

　会えた時の幸福感や昂こう揚よう感を心が記憶しているから、その直後に訪れる孤独に耐えられなくなってしまう。

　私も、明日には俊一さんと別れてこのニューヨークを去る。

　その後、飛行機の中で私は寂しさに耐えられるかな？　戻った日本で、もう一度俊一さんを待ち続けることができるだろうか？　今度いつ会えるのかわからない、そんな恐怖と戦いながら。

　ふたりで会えるこの幸せな瞬間をもう一度味わってしまったからこそ、ひとりで過ごす日本での生活に耐えられるのかどうか、今は不安でたまらない。

「ここだ」

　俊一さんの言葉に、少し滲んでいた涙を慌てて指で拭き取った。

　ちょうど橋を渡りきったところで少し横に避けた俊一さんは、反対側の岸を指差している。

　そちらに向き直った私は、目の前に広がる光景に目を瞠り、感嘆の声をあげた。

「キレイ……！」

　そこに広がっていたのは、まばゆいばかりにきらめく夜景だった。

　何百、何千もの光が、川向こうでキラキラと輝く。それぞれの光が、ピンク、青、黄色とさまざまな彩りを重ね、ひとつの作品を作り上げている。ネオン街を歩いた時に見たものとは違う、もっと幻想的な世界だ。

　私は口を開けたまま、その景色に見入ってしまっていた。

「紗耶香が来たら、絶対ここに連れてこようって思ってたんだ」

　そんな発言に顔をパッと上げてみると、俊一さんははにかみながら優しい瞳で私を見下ろしていた。

　ライトで微かに照らされ深く落ちる影が、俊一さんを魅惑的に彩っていて、一瞬見惚れてしまった。

「この景色を眺めていると、ここがニューヨークだってことを忘れられて、ひとりで日本のことを……紗耶香のことを思い出してた」

　淡々と語られる言葉の中に自分の名前が出てきて、胸がドキリと跳ね上がる。

「ここから見える灯りのひとつひとつをぼんやりと見つめながら、紗耶香と過ごしたあの一ヶ月を思い返してた。俺にとっては、奇跡みたいな……あの時のことを」

　そんな大袈裟な、と思いつつ、真剣な俊一さんの様子に目が離せなくなる。

　手が優しく包み込まれ、彼の熱がそこから私にじんわりと伝わっていく。それは一緒に、私の心の中まで熱を伝えていくようだった。

「距離があったって変わらず俺のそばにいてくれる今も、本当に奇跡みたいだ」

　その言葉に、私は反射的に首を横に振る。

　違うよ、俊一さん。これは奇跡なんかじゃない。あのひと月も、今ここでふたり並んでいることも、あなたの勇気が作り出してくれた時間。むしろ、奇跡を起こしてもらったのは私の方なのだ。

「俊一さんが私に勇気をくれるから、私を支えてくれるから、……だから、私は寂しくても、俊一さんを待っていたいって思えるんですよ？」

　たしかに、さっきみたいに不安や寂しさに襲われて弱くなってしまうことはある。

　それでもどうにか耐えられているのは、俊一さんも同じようにがんばっているとわかるからだ。

　まっすぐ見つめてそう伝えれば、俊一さんは厳しそうな表情を少し緩めた。

「それなら、紗耶香が望む限り支えて守るから、……俺にもっと幸せな奇跡を見させてほしい」

　その言葉の意味を問い返すより先に、私の手は俊一さんの胸元近くまで持ち上げられ、薬指を冷たい金具が通り抜けた。

　一瞬、私の思考回路は完全に遮断され、処理能力を失ってしまった。

「ここに、約束を刻ませてもらってもいいか？」

　俊一さんは祈るように目をつむり、川向かいのビルの灯りを受けてキラキラと輝く石にくちづけた。

　左手の薬指につけられた華奢なリング。

　それがただのプレゼントではない、ということを理解した瞬間、両方の瞳から大粒の涙が次から次へとこぼれだした。

　感動で何も言葉が出てこなくて、私はただただ頷き続ける。それ以外、どうやって彼の問いかけを肯定していいのかわからない。

　俊一さんはそんな様子に笑みを漏らしつつ、私を強く抱きしめた。

「泣くなよ、紗耶香。うれしいのか、悲しいのか、わからないから」

　わかってるくせに！と心の中で悪態を吐きつつ、彼の背中に腕を回しギュッと抱きしめ返す。

「うれしいに決まってます！」

「それなら良かった」

　彼を見上げれば、少し赤くなった俊一さんの表情がしっかり見えた。ということは、私の真っ赤な顔もばっちり見えているということなのだろう。気まずくなってしまって、私はソワソワと視線を彷徨さまよわせた。

「何をいきなり恥ずかしがってるんだ？」

「だ、だって……」

　誤魔化そうとする私を叱るみたいに、俊一さんが額と額をコツンと合わせてきて、私はキュッと目をつむってしまった。閉ざされた暗闇の中、俊一さんが安あん堵どのため息を吐く音が間近に聞こえた。

「……良かった」

「え？」

「断られなくて、良かった」

　以前よりも弱気な発言を聞くことが多くなったのは、彼も私に気を許しているからだろうか。そう思うと、そんな彼の姿さえ私にとっては誇らしいものだ。

「俊一さんでも不安になるんですね」

「あたりまえだろ。俺をなんだと思ってるんだ」

　うなだれて私の肩に乗せられた頭の重みは、私の胸を温かくさせる。

　少し顔を傾けてビルの夜景に視線を戻すと、その先にある色とりどりの灯りが、まるで私たちを祝福するかのようにキラキラと輝き続けていた。

　私たちはそうやって光に包まれながら、しばらくそこで抱き合い佇たたずんでいた。




　数日の幸せな時間はあっという間に過ぎてしまう。

　私は、今度は日本に帰るために俊一さんと一緒に空港に来ていた。

「わざわざ来てくれてありがとな」

「こちらこそ、俊一さんのおかげで楽しい夏休みを過ごせました。ありがとうございました」

　そう告げてにっこり笑うと、俊一さんも笑顔を返してくれた。でも、その笑みは少し怪しげで、私はなぜか危機感を抱いてしまう。

「そういえば……、転勤前に空港で何かを約束した気がするんだが？」

　なんのことかわからず、空を見つめて思考をめぐらす。すると俊一さんは私の耳元に唇を寄せ、「熱烈なの、頼んだつもりだったけど」と囁いてきた。

　その結論に私は、顔を真っ赤にさせる。そんな様子を楽しげに眺めている俊一さんは、確実にかなりの鬼畜だ。

「さぁ、どうぞ。紗耶香」

「な……なんで私から……」

「俺は、紗耶香からしてほしいんだけど」

　まるでお願いのようなひとことに、胸がキュンと高鳴る。

　この状況で、そんなお願いをしてくるのは卑怯じゃないですか!!

　私が俯いたまま慌てふためいていると、俊一さんはふっと笑い声をもらし、「冗談だ」と呟いた。

　それに少し寂しさを感じながら、私は視線を俊一さんへと向ける。

「ほら、来いよ」

　そう言って軽く首を傾げて招かれるその腕の中は、とても魅力的だ。だって、その中に包まれるのがどれほど幸せなことか、私は十分知っているのだから。

　私は決死の覚悟でその中にポスンと収まった。するとすぐに強く抱きしめられ、息が止まりそうになる。

「愛してるよ、紗耶香」

　彼の素直な言葉に、胸が温かいもので占められた。

　そのうれしさをどうにかして伝えたくて、私は顔を上げ彼の顔をじっと見つめた。

「どうした？」

「……ちょっとだけですよ」

　そう前置きをしてから、私はそっと瞼を閉じて彼の頬にくちづけた。

　少し離して様子を確認すると、彼は愛おしげにこちらを見つめている。その表情がまるで泣き出しそうなものだったから、私はそれを隠すように彼の首へ腕を回した。

「私も、愛しています。俊一さん」

　たぶん心からの言葉こそ、何も考えなくても口から出てしまうものだと思う。

　恥ずかしいとか、言わなくてもわかるとか、そんなことは考えていられない。

　ただ、その思いでいっぱいで言わずにはいられないんだ。

　腕の力を緩め彼の顔を覗き見ると、俊一さんが目の周りと頬を赤くしていて、余計に私の愛おしさを掻き立てた。

　しばらくそのまま見つめ合っていたけれど、徐々にふたりとも互いの温もりを手放し、最後には手だけつないだ状態でまっすぐ向かい合った。

「私、日本で待ってますからね」

「あぁ。待っててくれ」

　そう言ってから手を離し、笑顔のまま後ろを向いて歩き出した。

　泣き顔を見せないのは、悲しくないからじゃなくて、ふたりの誓約を守りたいからだ。

　ゲートを抜ける前にもう一度振り返り、左手を掲げて軽く手を振ると、俊一さんも同様の返事をしてくれた。

　出国審査を通り過ぎた途端、じんわりと涙が浮かんできて、慌てて手の甲で拭った。

　寂しくないわけがない。不安だってまだある。

　でも、今の私には強い味方がついているから。

　私はもう一度左手を高く掲げた。その薬指で、石のついた新品の指輪がキラリと輝く。

　きっとこの指輪が、私と俊一さんをつなぐ証になってくれる。

　そう信じて、私はもう一度覚悟を心に決めた。

　さぁ、新しい関係を始めよう。あなたと私ふたりで、この薬指の誓いを叶えてみせよう。




　＊　＊　＊




「夜景の中でロマンチックなプロポーズ……。いや、近藤サイコー！」

　渋い顔をする私の向かいで初美はそう言って、恰好の遊び道具を見つけたと言わんばかりの楽しげな笑みを浮かべていた。

「いやしかし、帰る見込みがなくてもそんな約束をしてくれるくらいだから、よほど紗耶香のことが好きなんだね、近藤は」

　思いがけないひとことに顔に熱がこもり、言葉に詰まってしまった。

　弁解しないとと思い口をパクパクさせるけれど、結局何も言えずそのまま俯いてしまう。

「……ちょっと。反論か、逆にのろけるかしてくれないと、こっちも困るんだけど」

「ご、ごめん……」

　手のひらを掲げて謝意を示す。

　いや、そもそもそっちが変にからかうからこうなってるんだけれど。

　でもそんなことを言い返せば、どんな風に揚げ足を取られるかわかったものじゃないから、私はひとつ咳払いをして誤魔化した。

「まぁ、この指輪は私を安心させてくれる意味もあったとは思うよ」

　目に見える形がそこにあるだけですごく幸せになり、自分がずっと強くなったような気がすることも、あの瞬間までは知らなかった。

　そして、その見える形が、自分に与える影響の大きさも……。

　俯くと、左手で光る薬指の指輪が目に入り、あの時の苦い想いが蘇ってきた。

「……まさか、これが原因であんなことが起こるとはね」

　そう呟いた言葉は初美には聞こえなかったらしく、彼女は向かいで自分のアイスティーをすすっていた。

　あの思い出を話すには、もう少し落ち着いてから、笑って話せるようにならなくちゃ難しい。この指輪がもたらした、苦くて甘いあの出来事のことは……。










＊　Episode3　＊　君にサンセット




　私がニューヨークに行ってから半年後、俊一さんは二度目の帰省をしていた。今回私たちは、空港で合流してから一緒に俊一さんの実家を訪れた。

　時々、お母さんとお茶をしたりすることもあったけれど、俊一さんを交えて会うのは久しぶりだったから緊張してしまう。

　それでも、四人でテーブルを囲み食べる食事は温かくて心が和んだ。それに、ダサい頃のことをお母さんにからかわれて焦る俊一さんを実際に見るのは、正直言ってものすごく楽しい。

「紗耶香、ちょっとこれから近所を一緒に歩かないか？」

　昼ごはんを食べ終わり、片付けが済んだところでそう誘われた。

　緊張している私を気遣ってくれたのだろうか？　別に気にしなくていいのにと思ったが、ふたりきりでいられるのはうれしいから、私は素直に頷いた。

　お父さんお母さんに断りを入れて、上着を羽織りふたりで外に出る。

「あんなに茶化されてばっかりじゃ、リラックスなんて全然できないっての」

　不満げに呟かれたその言葉に、外に出た本当の理由がわかったような気がした。

「あれはお母さんなりの愛情表現だと思いますよ」

「そんなことはわかってるよ。……でも、それを紗耶香の前でやるっていうのが、配慮が足りないんだよな」

　眉間に皺を寄せてふてくされる俊一さんを眺め、私はほくそ笑む。

　私としては、俊一さんの知らない一面を見られる機会だからすごくありがたいことなんだけどな。

　この様子だと、私とお茶をする時に毎回、お母さんが俊一さんのダサい頃のエピソードを紹介してくれたり、写真をプレゼントしてくれたりしていることは黙っていた方が良さそうだ……。そう結論を下し、言いかけた言葉は胸の内に秘めておくことにする。

　吹き付ける寒い風に身をすくめると、右の手が俊一さんによってすくい取られた。

「寒いな」

　そう言う彼の手のひらは、私よりいつも少し温度が高い気がする。右手から伝わる温かさににやけつつ、私は黙って彼の隣を歩いた。

　俊一さんが昔遊んだ公園、通った学校、帰り道に買い食いしていたコンビニ。そんな幼い頃の俊一さんの記憶をたどるのは、すごく楽しい。その頃はまだダサい頃の俊一さんだったんだよな、と思うと、ついつい笑えてしまう。

　今の俊一さんはかっこよくてもちろん素敵だ。でも写真で見る昔の彼も少し隙のある感じが愛らしいと思う。

「お、今日はいつになく絶景だな」

　そう言った彼の視線の先に目をやってみると、太陽が今まさに沈もうとしているところだった。そこにはオレンジとピンクで彩られた風景が広がっている。

「ここ、絶好のシャッターポイントなんだ。しまったな、カメラ持って来れば良かった」

　惜しそうに言いながら、そのまま眺め続けている彼を横からうかがう。

　夜景といい夕焼けといい、実は俊一さんは私よりもずっとロマンチストだと思う。

　じっと見つめていると、その視線に気づいたのか、彼は不本意そうに顔をひそめ、フイと横を向いてしまった。

「なんでそっちを向いちゃうんですか？」

「……別にいいだろ」

　そんな風にいじける俊一さんも可愛いと思う私は、崩れそうになる顔を整えてから、彼の顔を覗き込んだ。それは夕焼けのしわざなのか、赤く染まっている。

「見るなよ……」

　そう言って俊一さんは私の頭を強引に自分の胸に押しつけた。

　やめてくださいよ！と抗議する私の真上から、俊一さんの笑い声が聞こえてきた。

　頭を抱える手のひらは、そのまま優しく髪を撫で下ろし、緩くウェーブした毛先を弄ぶ。首回りをくすぐる感触に、思わず肩をすくめてしまった。

「最高の景色を紗耶香と一緒に見られて良かった」

「……そうですね」

　俊一さんのひとことで、私はその美しい景色へと視線を戻した。

　上の方から群ぐん青じょう色の靄もやが攻めてきて、世界はさっきより少しだけ紫がかっている。視界いっぱいに広がる光景は常に変化していて、そのどれもが美しい。写真を撮りたくなる俊一さんの気持ちがわかる気がした。

「……紗耶香」

　寄り添って夕焼けを眺めていた私は、俊一さんに肩を掴まれ、少し体を離された。急に距離をとられたことと、彼が纏まとう雰囲気がいつの間にかピリピリしたものになっていることに、私は胸が縮むような感覚を覚えた。

「紗耶香に、頼みたいことがあるんだ」

　突然そう言われ、私は口を軽く開けたまま俊一さんを見つめた。

　だって、〝頼み〟という珍しい言葉を低い声で単調に言われたら、何かあるんじゃないかと思うのが普通だろう。実際、目の前の彼は真剣な表情で私を見つめているから、なんだか怖いとさえ感じてしまう。

「……どうしたんですか？　改まって」

　そう尋ね先を促したが、俊一さんはたっぷりと間をとり本題を話そうとはしない。

　ただならぬ雰囲気に少し怯え気味に彼の様子をうかがう。

　言いよどむ俊一さんに、私から探りを入れた方が話しやすいのかな？と考えた時、彼はいっきに言い切った。

「指輪を返してもらいたいんだ」

　私はその〝頼み〟に、言葉を失う。

『指輪を返して』

　小さな声だったけれど、俊一さんはたしかにそう告げた。

　それはいったいどういう意味なのだろう。俊一さんは今、何を考えているんだろう。

　考え得る最悪の展開に涙が溢れそうになったが、私はそれを必死でこらえた。

　せめて最後くらいは潔くありたい。

「……わかりました」

　そう言って、震えを抑えつつ指輪を抜き取り、それを俊一さんに手渡す。コロンと手のひらに指輪が転がり落ち、それだけで胸が激しく痛んだ。その軽い動きが、私たちの作り上げた数年もこんな風に取るに足りないものだと告げているように思えた。

　私たちの関係って、こんなに簡単に終わっちゃうのかな。これほど呆気なく、別れに至ってしまうものだったのだろうか。

　――そんなの、耐えられない。

　私は勢いのまますがるように、指輪を握り締めている俊一さんの手を掴んだ。

「……嫌です」

「え？」

「嫌です、私。婚約破棄なんて！」

　思いの丈が伝わるように、必死で叫んだ。

　聞き分けの良い、簡単に身を引ける女にはなれない。

　だって、一年半彼の求婚の言葉を信じ、期待して待っていたんだ。

　それを、こんな一瞬で、指輪ひとつで終わらせないでほしい。

　瞳に涙を浮かべて食いつく私に、俊一さんは困ったように微笑んだ。

「……紗耶香、たぶん勘違いしてる」

　俊一さんの言葉に、私は眉間に皺を寄せる。それは少し眉尻が下がり、情けない顔になってしまっているだろう。

「……何が、勘違いなんです？」

「いや、俺も言い方が悪かったな、すまん。ちょっとこの指輪を貸してほしかっただけなんだ」

　俊一さんの言いたいことがわからない私は、思い切り彼を睨んだ。

「もっと、はっきり言ってください」

「だよな……。わかった」

　俊一さんはひとつ深呼吸して、私をまっすぐ見つめた。それは、怖いくらいに真剣なもので、私は彼から目が離せなくなった。

「今、手掛けているのが最後の仕事だ」

「……へ？」

　突然の言葉に思わず間抜けな声で反応してしまったけれど、彼はそんな私には構わず、言葉を続ける。

「たぶんあと半年。今の仕事が終わったら、日本に帰ることになってる。だから、もう一度改めて本当の誓いをさせてほしいんだ」

　俊一さんの言葉に私はポカンと口を開けたまま彼を見つめていた。

　――俊一さんが帰ってくる？

　放心状態の私の手を俊一さんは強く握り締めた。

　さっきまで温かかった彼の手は、びっくりするくらい冷たくて湿気を帯びている。それは、彼の緊張のあらわれなのだろうか。

「今度こそ、ちゃんとした言葉で言わせてくれ」

　そう言って俊一さんは、私の薬指に指輪をスッとはめ直した。戻ってきた指輪は、さっきと同じ物のはずなのに、より輝きを増したように見える。

「半年後、俺が日本に帰ってきたら、……結婚してください」

　呆気にとられて、ひとつ瞬きをした途端、ポタリと涙がこぼれ落ちた。それが、私と俊一さんの手の甲にポタポタと落ちていく。

　あぁ、もう。私いったい何回この人に泣かされなくちゃいけないんだろう。

「何をいきなり改まって……」

「返事は？」

「……聞かなくても、わかってるくせに」

「ちゃんと聞きたいんだ、紗耶香の口から」

　次々に流れ落ちる涙を振り払うようにギュッと強く目をつむってから、しっかり顔を上げて俊一さんを見つめた。

「……こちらこそ、よろしくお願いします。俊一さん」

　鼻声でそう呟いてから、私は思い切り泣き始めた。だって、てっきり振られると思っていたから、こんなに幸せな言葉がもらえるとは思いもしなかったのだ。

「あぁ、もう……。今度はちゃんと笑わせる予定だったのに」

「俊一さんが紛らわしいこと言うから……！」

「それは本当にすまん……。でも、うれしかったよ。紗耶香が嫌だって言ってくれて」

　俊一さんのからかうような声に、衝動的に拳で彼の胸を叩いた。

「悪趣味!!」

「ひどい言い方だな」

　あやすように、俊一さんは背中を優しく撫でてくれた。まるで子供みたいな扱いだけれど、今はこの温かい手を許そう。

「明日、紗耶香の家に挨拶に行ってもいいか？」

「はい……。あとで、連絡しておきますね」

　真面目でちょっと言葉が足りない彼からの、二度目のプロポーズ。

　彼がそんな人だってことは、あの日、私たちの仮の関係が始まった時からわかっていたことだ。そして、そんな彼を好きになってしまったのだから、これも自業自得ってやつなのだろう。

　私は俊一さんに抱きしめられながら、左手の薬指に戻ってきた指輪を見つめた。再びそこで輝き始めた指輪が、さっきよりももっともっと大事に思えた。

　結局そのあとなかなか涙は収まらなくて、俊一さんの実家に帰ったら、お母さんに私の赤い目について追及しまくられた。そして外出中のことを打ち明けると、お母さんは俊一さんのことをけちょんけちょんに責め立てたのだった。

　でも、それくらいは当然だろう。もし本当に予想通り別れていたとしたら、私は今でも引きずっているに違いない。それくらい、動揺して、ショックを受けたのだから。

　そう思うと、俊一さんよりも私の方がよほど彼を好きだし、必要としていると思う。小さな指輪ひとつで、自分の感情が大きく左右されてしまうくらいに。
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　空になったカップから手を離すと、その薬指の上で小さな石がキラキラと光る。そうやって今も変わらずこの場所で私に自信を与えてくれることに、なんとも言えない安心感を覚えた。

「で？　先週最後の仕事にカタがついて、今日帰ってくるんだっけ、ニューヨークから」

「うん、あと一時間くらいかな？　そろそろ行かなきゃ」

　初美の言う通り、今日は俊一さんがニューヨークから帰国する日だ。

　あの時言っていた最後のプロジェクトは大成功を収めたらしく、すでに明後日から俊一さんは本社での勤務が再開することになっている。しかも、〝部長〟という華々しい役職付きだ。

　時計の針が、愛しい人の帰りが近いことを伝えてくれる。向かいの初美も「そろそろ新幹線の時間だ」と呟いていた。それを合図に、ふたりとも身支度を整え始める。

　外に出て、片手でまだ高い陽の光を遮りながら目を細めて空を見上げた。真っ青な快晴の空が、夏の好奇心を掻き立てる。

「それじゃあね、紗耶香。感動の再会、ぜひ堪たん能のうしてきてくださいな」

「変な言い方しないでよ！」

　最後までからかい通しだった初美を見送り、私は路上を走るタクシーを止める。

　行き先は、空港。今度こそ日本に帰ってくる俊一さんを迎えに行く。

　私の愛しい、婚約者様を迎えに。










＊　Episode4　＊　ウェディング・ロード




　空港に着いて電光掲示板を確認すると、俊一さんが乗ってきた飛行機は少し前に到着しているようだった。

　表示された到着ゲートに来てみると、その便の乗客はまだ手続きの最中のようで、私は柵の前で彼が来るのを待ちわびる。

　最後に会ったのはあのプロポーズの二日後、ニューヨークに帰る俊一さんを空港に見送っていった時だ。

　私たちの悲しみもうれしさも全部染み込んでいるこの場所。

　次にここに来る時は、きっと一緒に飛び立つ時だな、と思ったら、途端に気恥ずかしい感覚に襲われた。

　でも、そんな砂を吐いてしまいそうな甘い発言も、今日くらいは許してほしい。

　だってこれから私たちを待ち受けているのは、新しい未来が始まる瞬間なのだから。




　次第に、乗客がゲートから現れ出した。その人たちの持っているものや、話している内容から、恐らく俊一さんと同じ便の乗客だろうとわかり、私の胸は高鳴り始めた。

　ドキドキする胸を押さえつつ目を凝らしていると、そこに見知った姿を確認する。

　遠目でもわかるスタイルの良さ。落ち着いた歩き方。彼が近づくにつれて増していく鼓動。じっと見つめていると、その素敵な人は私に向かって笑顔を向け、軽く手を挙げた。

　――あぁ、帰ってきた。そう実感すると同時に、私の胸に温かいものが広がっていった。

　ゲートを抜け、私のもとに到着した俊一さんは、じっと私を見つめてから、ふっ、と表情を緩めた。

「ただいま、紗耶香」

　温かいを通り越して、一気に加熱されたかのように胸が熱くなる。

　何度日本に戻ってきても、言われることのなかったその言葉。それが、今、私の元に届いたのだ。

「……おかえりなさい！　俊一さん」

　私は涙をこらえつつ、必死でそれに応えた。

　まだ泣いちゃダメだ。彼に自分の想いを伝えて決心を示すために、私はここに来たのだから。

「俊一さん」

「ん？　なんだ紗耶香」

　余裕顔で微笑むその表情を崩すため、私たちの始まりをもじって、とっておきの宣戦布告をする。

「私と、〝別れないこと〟を前提に結婚してくれませんか？」

　私は持っていた封筒から一枚の紙を取り出した。

　――それは、婚姻届。

　俊一さんが記入するところ以外はすべて埋めてある。証人は俊一さんのお父さんと私の父にお願いした。

　俊一さんはポカンとした表情のまま、私と婚姻届を交互に見つめていたが、途端に肩を震わせて笑い出した。期待していた反応に、私の口元はカーブを描く。

「すごいな、紗耶香。これは予想外だ」

「もう少しあとで提出するつもりでした？　悪いですけど、もう待ってあげられませんから」

　二回のプロポーズはどちらも、俊一さんの策略にはまってしまったから、最後くらいは足をすくってみたかった。

　でも、得意げな表情で見つめる私に対して俊一さんは手を横に振りながら、「違う違う」と言うから、首を傾げてしまう。――どういう意味だろう？

　俊一さんは手荷物を開け、ひとつの封筒を取り出した。

　そこから取り出されたものは、私の手の中にあるものと同じだった。しかも、私の名前以外しっかり記入してある。俊一さんの名前も、証人欄も、すべて。

「まさか、まったく同じことをしてるなんてな」

「そ、それ……」

「ん？　この前帰って来た時に、密かに書いてもらってたんだ。俺の親と、紗耶香のご両親にもお願いして」

　つまり、俊一さんのご両親もうちの親も、知っていながら証人のサインを二回分したということだ。

　やだ、もう。お父さんもお母さんも、うちの親まで、私をはめていたんだ。

　そういば、四人ともどことなくニヤニヤ笑っていたような……！　四人のニヤけた表情を思い出すと急に恥ずかしさに襲われ、婚姻届で顔を隠し俯く。

　すると、私の体はそのままぐいっと引き寄せられていて、気づけば私の体は広い腕に包み込まれていた。

「紗耶香、こんなに待たせて、本当に悪かった」

　俊一さんの低く震える声は私の鼓膜を振動させ、心までも震わせる。

「あの日、紗耶香が応えてくれたことで、俺は念願叶ってお前の心を手に入れた。でも、俺の転勤のせいで寂しい思いをさせた。……だから決めてたんだ。もう一度一緒になったら、紗耶香の心も、体も、未来も……戸籍も、俺のものにする。って」

　たどたどしげに呟かれる愛しい言葉たちに、見開いた瞳からポロポロと涙が溢れ出していた。

　あぁ、やっぱり私の完敗。俊一さんの上うわ手てをいくという私の野望が叶うことはきっと一生無いのだ。

　それでもいいじゃない。この人と過ごすドキドキの人生が、私にとっては最高の未来に思えるから。こんなに素敵な誓いを、何度だってしてくれる人との未来なら、ずっと幸せでいられると思うから。

「私の全部……あなたのものにしてください！」

　腕を目一杯伸ばして彼の首にすがりつき、思いのままを口にすると、より強い力で抱きしめられた。

　あなたが心からの誓いをしてくれるから、私もそれに応えたい。

　この胸いっぱいに広がる想いを、ぎこちない言葉と弱々しい行動で良かったら、思い切り伝えたい。

「……じゃあ、行くか。紗耶香」

「どこにです？」

「決まってるだろ。区役所」

「えっ!!　今からですか？」

　そこまでは考えていなかった私は、突然の進展に戸惑った。でも俊一さんはそんな私の態度とは反対に、「善は急げって言うじゃないか」と、さらりと言ってのけた。

　私の手をとって、颯さっ爽そうと歩き出す彼の背中を追うと、自然と指が絡み合い、笑みが溢れる。

　私たちが一緒に過ごした時間は短い。それこそ、私たちは物理的に別れていたのだから。……けれど、互いを思い合っていた時間は短くなかったし、心の距離は離れていなかったはずだ。

　停まっていたタクシーに荷物を乗せ、座席に乗り込むと、俊一さんは躊躇うことなく「区役所まで」と告げた。タクシーの運転手が意味深に微笑み、「かしこまりました」と言うものだから、私は顔を赤くさせたまま居たたまれない気持ちになってしまう。

　出発したタクシーの中、俊一さんは再び私の手を取り、指輪を愛おしげに眺め優しくなぞった。

「紗耶香、待っていてくれてありがとう。……もう、離さないから」

　彼の穏やかな囁きへの返事の代わりに、私は彼の肩に頭を軽く乗せた。

「はい、ずっとそばにいてくださいね」

　この二年の遠距離恋愛中、私たちの間にはいつだって危ない瞬間が潜んでいた。それを乗り越えられたのは、お互いの強い気持ちと、〝誓約書〟のおかげかもしれない。

「そうと決まったら、また〝新誓約書〟を作らなくちゃいけませんね」

　手のひらをパチンと合わせて俊一さんを見上げると、彼は私の髪を指に絡ませながら少し目を丸くさせていた。

「新誓約書？」

「私たちが家族を続けていくための新しい誓約書です」

　そう言って私は持っていたバッグを開き、中から折りたたんだ紙を取り出した。

「毎日メール……は、一緒に住むようになったらいらないですよね。何か別のことにしましょう。あとは……」

　二年前に渡された誓約書を見つめながら真面目に内容を考えていると、私の左隣から軽く吹き出す音が聞こえた。

「俊一さん、今笑いました？」

「いや？　ただ、すごいなと思って」

「それってバカにしてるんですか？」

　少しいじけつつ俊一さんの方を見つめると、彼はすごくうれしそうに微笑みながらこちらに視線を送り、「そんなわけないだろ？」と私の耳元に唇を寄せた。

「俺との結婚をそんなに真剣に考えてくれてることが、幸せで仕方ないだけだ」

　彼ののろけとも思える言葉につられて、私の頬は色づいて、口元には笑みが浮かぶ。

　真剣に考えるのは、あなたと一生一緒にいたいから。だから、いっときの感情任せになんてしない。

　新誓約書があれば万事安全ということはないけれど、これからもお互いに努力して協力していけば、困難だって乗り越えられるだろう。

　それに、心配ばかりしてはいられない。私たちにはこれから、幸せな家族を作るという使命があるのだから。

　タクシーが信号を曲がり、私たちの希望につながる目的地へと向かう。

　――ほら、私たちの幸福な未来が、今、始まる。
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『新誓約書』

　近藤俊一、紗耶香は、夫婦となり命が続く限り、以下の約束を守ることを誓います。

　一、毎日『愛してる』と言うこと

　二、子供が生まれても、ふたりきりの時は下の名前で呼ぶこと

　三、面倒くさがらず、言葉で気持ちを伝えること

　四、長期休みは一緒にお出かけすること

　五、隠し事はしないこと

　六、会社でも結婚しているとちゃんと言うこと

　七、ふたりの家庭はいつも、笑顔が溢れる場所にすること





Ｆｉｎ












あとがき




　はじめまして、望月いくと申します。

　この度は、『オフィスで始まる恋人契約』を手にとり、目を通し、さらにはあとがきにまでお付き合いいただき、本当にありがとうございます。




　これは私がケータイ小説として初めて書いた作品で、そんな思い入れのある作品が書籍化という貴重な機会をいただけたというのは、本当に恵まれたことだと思います。

　そのため、より多くの人に手にとってもらい、キュンとしてドキドキして、最後少しでも幸せな気持ちになってもらえたらと、すべての作業に取り組みました。




　編集でとくに意識したのは、登場人物の心情描写です。意識してみると、いかに自分がキャラクターの感情をちゃんと書いてあげていなかったかが明らかになりました。じっくりその時々の感情に向き合ってみたら、キャラクターの知らなかった個性まで見えてきて、私の中でも新発見でした。丁寧で適切なアドバイスによって導いてくださった担当編集さんには、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。




　キャラクターといえば、初めて担当編集さんとお会いした時に、「課長ってドＳですね」と言われたことを思い出します。私はそんな気持ちでは書いていなかったため、その時はすごく狼狽えました。描くヒーローが無自覚にドＳって……と、少し悲しくなってしまったのも懐かしい話です。たしかに上から口調が多く、常に攻めの姿勢の彼。ドＳと言われても仕方がないかも、と納得しました。編集によって、皆さんにもっと親しみを持ってもらえるキャラクターになっていたら、うれしいです。




　最後になりましたが、編集を担当してくださった森上様。画面を見たまま悶えてしまうほど魅力的な二人を描いてくださったイラストレーターの竹中様。その他、編集や販売など、書籍化にあたりご協力くださった方々に、心より感謝申し上げます。

　そして、この作品を公開中から応援してくださった方、この本を手にとってくださった方。本当にありがとうございました。皆様に、心からの感謝を込めて。





望月いく
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